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芸術文化振興基金

令和２年度助成対象活動募集案内

-その１-

舞台芸術・美術等の創造普及活動

令和元年９月
独立行政法人日本芸術文化振興会

□ 現代舞台芸術創造普及活動（音楽・舞踊・演劇）
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□ 多分野共同等芸術創造活動
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芸術文化活動

芸術団体

文化団体

そ  の  他

芸術文化振興基金

政府出資金

541億円

民間の出えん金

146億円

－1－

「芸術文化振興基金」は、すべての国民が芸術文化に親しみ、

自らの手で新しい文化を創造するための環境の醸成とその基盤

の強化を図ることを目的に、政府からの出資金、民間からの出

えん金を原資とした運用益により、文化芸術活動に対して助成

を行っています。

独立行政法人日本芸術文化振興会

寄 付

基
金

運
用
益

助
成

政 府

民 間

平成３１年度芸術文化振興基金 助成対象分野別採択状況（舞台芸術等の創造普及活動）

助成対象分野 応募件数（件） 採択件数（件） 助成金交付予定額（千円）

現代舞台芸術創造普及活動 506 264 518,149

音  楽 101 56 160,358

舞  踊 81 36 60,864

演  劇 324 172 296,927

伝統芸能の公開活動 58 26 48,938

美術の創造普及活動 11 6 9,750

多分野共同等芸術創造活動 38 16 17,339

合 計 613 312 594,176

出 資

芸術文化振興基金の目的と仕組み
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項 目 時 期 内 容

①助成対象活動の相談期間

令 和 元 年

９ 月 下 旬 ～

１０月３１日ま

で

助成金の交付の対象となる活動（以下「助成対象活

動」という。）や助成金交付要望書の記載手続きについ

ては応募相談会やホームページで御案内します。

お電話や御来訪での御相談も可能です。

②助成金交付要望書の提出

令 和 元 年

１ １ 月 １ 日

～ １ １ 日

助成金の交付を希望する団体は、助成金交付要望書

（以下「要望書」という。）を提出してください。

③助成金交付要望書の審査

助成対象活動の内定

令 和 元 年

１ ２ 月 ～

令 和 ２ 年

３ 月 下 旬

提出された要望書の内容を審査し、助成対象活動及

び交付しようとする額を内定します。 審査の詳細につい

ては、Ｐ.１２を参照してください。

④助成金交付内定の通知
令 和 ２ 年

３ 月 末

助成対象活動に内定した団体（以下「内定者」という。）

に対して交付内定通知書により通知します。不採択と

なった団体に対しても審査結果を通知します。

⑤助成金交付申請書の提出

所 定 の

期 間 内 に

速 や か に

内定者が内定を受諾した場合、助成金交付申請書

（以下「申請書」という。）を提出してください。

⑥助成金交付申請書の審査

助成金交付の決定

助成金交付決定の通知

申請書受理

後速やかに

申請書の内容を審査し、助成金を交付すべきと認め

たときは、内定者に交付決定通知書により通知します。

⑦助成対象活動実績報告書

の提出

活動終了後

１ か 月 以 内

助成対象活動終了後１か月以内に助成対象活動実

績報告書（以下｢実績報告書｣という。）を提出してくださ

い。

⑧助成対象活動実績報告書の

審査

助成金の額の確定

助成金の額の確定の通知

実績報告書

提 出 後

実績報告書の内容を審査し、適正に活動が終了した

と認められるときは、助成金の額を確定し、確定通知書

により通知します。

⑨助成金支払申請書の提出
額の確定の

通知受取後

額の確定の通知を受けた助成対象者は、助成金支払

申請書を提出してください。

⑩助成金支払申請書の審査

助成金支払の決定・交付

助 成 金

支払申請書

提 出 後

助成金支払申請書の審査の後、助成対象者に対して

助成金を交付します。



－4－ 

次に掲げるような活動形態の場合には、一つの活動として取り扱います。

○  特定の出演者等が、特定の演目について、原則として同一の場所で数回にわたって公演する場合。

○  特定の出演者等が、特定の演目について、各地を巡回して公演する場合。

○  オーケストラ、室内楽団、合唱団等が定期的に行う演奏会、演芸等の定席公演等。

応募できる活動の期間は、令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで とし、日本国内で行われ

る、以下の活動区分（分野・ジャンル）に該当する活動が、助成の対象となります（年度をまたぐ活動は

対象となりません。）。詳しくは、各活動区分のページを参照してください。

また、一つの活動を複数の活動区分に重複応募することはできません。

助成制度の仕組み

～助成対象となる活動、助成金の額等～

助成制度の仕組み

～助成対象となる活動、助成金の額等～

活動区分 ジ ャ ン ル 頁 

１．現代舞台芸術 

創造普及活動 

音楽 
オーケストラ オペラ 室内楽* 合唱* 吹奏楽 等 
（＊室内楽及び合唱については古楽も含む。） 

舞踊 バレエ 現代舞踊 民族舞踊 等 

演劇 現代演劇 児童演劇 人形劇 ミュージカル 等 

２．伝統芸能の公開活動  古典演劇 邦楽 邦舞 落語 講談 浪曲 漫才 奇術 太神楽 等 23

３．美術の創造普及活動   
美術（絵画、彫刻、インスタレーション、写真、工芸、書等） デザイン

建築 メディア芸術（漫画、アニメーション、メディア・アート等） 等展示 
44

４．多分野共同等 

芸術創造活動 

特定の芸術分野に縛られない活動 

芸術家等が行う独創性に富んだ活動 
62

18

 助成対象となる活動

 応募できる活動数 

応募できる活動数については、一つの活動区分につき１団体２活動までとします。

本事業は、すべての国民が芸術文化に親しみ、自らの手で新しい文化を創造するための環境の醸

成とその基盤の強化を図ることを目的に、政府からの出資金、民間からの出えん金を原資とした運用

益により、文化芸術活動に対して支援するものです。

特に、以下のような活動を助成の対象として配慮します。

○ 優れた実績や豊かな将来性を有するが財政的基盤が十分でない芸術文化団体等の創造・普及活動 

○ 次代を担うことが期待される芸術家等の芸術文化活動 

○ 芸術文化の新たな局面を切り開く先駆的・実験的な創造活動 

○ 優れた芸術文化活動で、かつ、その性格上採算の望めない活動 

 助成の趣旨
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18

 助成対象となる活動

 応募できる活動数 

応募できる活動数については、一つの活動区分につき１団体２活動までとします。
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 助成の趣旨
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助成対象活動における経費は、大きく三つに分けられます。活動の収支予算に記入する経費とし
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② 「助成対象外経費」は、要望書に記入した活動を実施するに当たり直接的に係る経費で、その性
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（オ）（ア）～（エ）のほか、団体の自主財源により賄うべき経費

経費の考え方

○ 活動の公演・展示部分等に対して助成します。

○ 活動の支出は以下の三つに区分されます。

「助成対象経費」
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「活動の収支予算に記入できない経費」

○ 応募できる活動の規模は、交付を受けようとする助

成金の要望額が２０万円以上の活動とします。

助成制度の特徴

助成

活動の収支

活動の赤字分

（自己負担金）

助成対象経費

助成対象外経費

活動の収支予算

に記入できない

経費

収入

助成金の額は、助成対象経費の２分の１以内、かつ、自己負担金と同額以下の額とします。

なお、助成金の額は予算の範囲内で算定されますので、要望額の全額が認められるとは限り

ません。

助成金の額
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芸術文化振興基金

舞台芸術等の創造普及活動
舞台芸術創造活動活性化事業  

○優れた実績や豊かな将来性を有する

が財政的基盤が十分でない芸術文化

団体等の創造・普及活動

○次代を担うことが期待される芸術家等

の芸術文化活動

○芸術文化の新たな局面を切り開く先駆

的・実験的な創造活動

○優れた芸術文化活動で、かつ、その性

格上採算の望めない活動

助 成 の

対 象

と し て

配 慮

さ れ る

活 動

○我が国の芸術水準の向上の直接的な

牽引力となることが期待される優れた

公演活動

○新たな創作活動（新作、新演出、新振

付、翻訳初演等）や伝統的な音階や

技法を用いた新作公演等意欲的な公

演活動

○大型公演、通年の定期公演、共同制作

公演等相当規模以上の公演活動

出演費や会場費等公演本番に必要な経

費への助成（赤字の一部を助成）

助 成 の

対 象

と な る

経 費

脚本料や演出料、稽古料等の公演本番

日の前日以前の芸術創造活動に必要な

経費への助成（特定費目への助成）

現代舞台芸術創造普及活動（音楽・舞

踊・演劇）

平成 28年 11月 12日～令和元年 11月

11日の間に、応募分野において日本国

内での自ら主催する有料の公演を１回以

上実施していること。

伝統芸能の公開活動

過去に日本国内で自ら主催する公演

を実施していること。

実績要

件  

応募分野において最近３か年に自ら主催

する国内の有料の公演を一定数以上実

施していること。

その他

一定の要件を満たす団体は「３年間の継

続助成」に応募することができます。詳し

くは別冊の「舞台芸術創造活動活性化事

業」助成金募集案内を参照してください。

芸術文化振興基金と

舞台芸術創造活動活性化事業の違い

芸術文化振興基金と

舞台芸術創造活動活性化事業の違い

芸術文化振興基金と舞台芸術創造活動活性化事業（※文化庁の文化芸術振興費補助金を財源に

当振興会が実施する助成事業）の違いは以下に掲げるとおりです。

助成の対象として配慮される活動、助成の対象となる経費及び実績要件を確認の上、二つの助成

事業のうちいずれかを選択してください。
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○ 活動の公演部分に対して助成します。

○ 活動の支出は以下の三つに区分されます。

「助成対象経費」

「助成対象外経費」

「活動の収支予算に記入できない経費」

○ 助成金の額は「助成対象経費」の２分の１以内、かつ、自

己負担金と同額以下の額です。

助成制度の特徴と助成金の額（芸術文化振興基金)

助成制度の特徴と助成金の額（舞台芸術創造活動活性化事業)

○ 原則として、公演本番に必要な出演費等については

入場料収入等の自己収入で賄うものとし、公演本番日

の前日以前の活動の創造部分に関する経費（稽古費・

音楽費・文芸費、会場費・舞台費）に対して助成します。

○ 活動の支出は以下の二つに区分されます。

「助成対象経費」

「助成対象とならない経費」

○ 助成金の額は「助成対象経費」の合計額となります。

入場料収入等の自己収入が増加しても助成金の額に

影響しません。

○ 「助成対象経費」の費目は、芸術文化振興基金に比

べて限定されています。

収入 支出

助成金収入

助成対象経費

自己負担金

寄付金等収入

助成対象外経費

活動の収支予算

に記入できない

経費

入場料収入等  

1/2

収入 支出

助成金収入
助成対象経費

稽古費・音楽費・

文芸費等

自己負担金

寄付金等収入

入場料収入等

助成対象と

ならない経費
（出演費等）

創
造
部
分

公
演
部
分
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○ 活動の公演部分に対して助成します。
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一つの活動について、本事業と、当振興会が行う他の助成事業、文化庁より補助金が支出される事

業や委託費等が支出される事業との重複応募はできません。  

重複応募ができない事業の例は以下のとおりです（変更・追加等が発生する場合があります。）。

（当振興会による事業）

〇  舞台芸術創造活動活性化事業

〇  劇場・音楽堂等機能強化推進事業

〇  国際芸術交流支援事業

〇  芸術文化振興基金の他の活動区分

※  同一団体が芸術文化振興基金の「アマチュア等の文化団体活動」と「舞台芸術・美術等の創造普及活動」に重複し

て応募することはできません。

（文化庁による事業）

〇  戦略的芸術文化創造推進事業

〇  次代の文化を創造する新進芸術家育成事業  等  

また、応募団体とは異なる主催者が文化庁や当振興会より補助金等を受ける場合についても、日程

及び内容が重複する活動は応募することができません（助成の対象となる経費が重複しない場合につ

いても同様です。）。

重複応募できない事業の例は以下のとおりです（変更・追加等が発生する場合があります。）。

○  劇場・音楽堂等機能強化推進事業  等  

同一の公演を共催者である劇場・音楽堂等が「劇場・音楽堂等機能強化推進事業」に応募し、芸

術団体が芸術文化振興基金の「舞台芸術・美術等の創造普及活動」に応募した場合は、重複応募

に当たります。

文化庁の助成事業について、詳しくは文化庁のホームページを御覧ください。

（http://www.bunka.go. jp/seisaku/gei ju tsubunka/）  

なお、日本博を契機とする文化資源コンテンツ創成事業については、例外的に重複応募は可能です

が、重複して助成を受けることはできません。御注意ください。

応募に当たっての留意事項応募に当たっての留意事項

 他の助成事業等への重複応募
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が、重複して助成を受けることはできません。御注意ください。

応募に当たっての留意事項応募に当たっての留意事項

 他の助成事業等への重複応募
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不正行為等に係る処分

経費の虚偽申告や過大請求等による助成金の受給等の不正行為を行った場合には、交付決定の取

消し、助成金の全部又は一部の返還、加算金の納付、不正内容の公表、補助金適正化法の罰則が課

されることがあります。

なお、助成金の要望等に不正の事実があり交付内定や交付決定の取消しとなった場合や助成金を

不正に支出し交付決定の取消しとなった場合は５年間、調査等を正当な理由なく拒否等し交付決定の

取消しとなった場合は２年間、それぞれ応募することができません。詳しくは助成金交付要綱を御覧く

ださい。

また、助成対象団体が団体として重大な違法行為を行った場合や、助成対象活動に出演するキャス

ト又は制作に関わるスタッフ等が犯罪などの重大な違法行為を行った場合には、「公益性の観点」から

助成金の交付内定や交付決定の取消しを行うことがあります。

助成金の不正受給防止については、文化庁において、「芸術文化に係る補助金等の不正防止に関

するまとめ」がとりまとめられています。併せて御参照ください。

〇「芸術文化に係る補助金等の不正防止に関するまとめ」の掲載ページアドレス

h t tp : / /www . bu nka . g o . j p / se i s a k u /bu nka s h i n g i k a i / k onda nka i t o/ h o j ok i n /pd f / h o j y ok i n _ f u s e i b o us h i _ma t om e . p d f

活動内容等の変更

（１）応募時に提出した要望書の内容に基づいて審査が行われますので、提出後変更が生じることのな

いよう、内容等について十分検討の上、作成してください。

（２）助成金交付内定後に助成対象活動の内容（企画意図等）や助成対象経費に重要な変更が生じた

場合、

（未定の部分が多い場合、採否の判断にも影響します。)。

（３） 「主催団体」は要望書の作成・提出に責任を持つ者であり、要望書提出後に「主催団体」を変更す

ることはできません。

交付要綱等に基づき、助成金の減額又は交付内定の取消しを行う場合がありますので、要望

書作成段階から詳細な計画立案に努めてください
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要望書の提出は、当該活動を企画した主催者であって助成金の交付を受けようとする芸術団体が

行ってください。共催等の場合であっても同様です。当該活動を統括し、責任を持って実施する主催

者が要望書を作成し、提出してください。また、チラシ、プログラム等の印刷物に当該活動の主催者

であることの明記が必要です。  

また、要望書提出後の主催者の変更は認められませんので御注意ください。  

要望書の作成・提出に当たっての留意事項

要望書等の作成、提出に当たっては以下の項目を必ず確認してください。  

（１）審査は、提出された書類により行います。一旦提出された書類については、基本的に当振興会

から補正を求めることはしませんので、書類の作成に当たっては、くれぐれも不備のないよう注意し

てください。  

（２）Ｐ .１６～１７の提出書類一覧のとおり、活動区分ごとに定める書類及び資料を各１部ずつ提出し

てください。  

（３）要望書の様式は定められた様式を使用してください。  

年度ごとに様式は更新されますので、必ず新しい様式を当振興会のホームページからダウンロー

ドして使用してください（旧年度の様式は使用しないでください。）。  

（https://www.nt j . jac .go. jp/kik in/grant/appl icant/download01.html）  

（４）書類の記入に当たっては、各活動区分の「書類記入例」を必ず確認してください。  

（５）提出した書類については、必ず写しを取り保管するようにしてください（Ｐ .１４「関係書類の保管」

参照）。押印が必要な書類については、押印後の書類の写しを取るようにしてください。なお、受理

された書類等は返却いたしませんので、あらかじめ御了承ください。  

（６）記載事項については、修正液等で修正しないでください。また、消せるボールペンで記入しない

でください。  

（７）全ての書類はＡ４判（片面印刷・黒一色）に統一して提出してください。  

 要望書作成・提出時の確認事項 

 活動内容の記入に当たって 

 要望書の提出者 

応募時に提出した書類に基づき審査が行われますので、その内容について十分検討の上、作成し

てください｡  

毎年、要望書の活動内容が「未定」のものや記入内容が不十分なものが見受けられます。見込み段

階の内容や状況、今後の活動内容の決定過程等を可能な限り記載してください。特に、企画意図の記

述が抽象的で意図の不明確な活動は、審査基準に照らして不採択となる可能性がありますので、必要

事項を具体的、かつ、簡潔に記入するようにしてください。  
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１．提出期間

令和元年１１月１日（金）～１１月１１日（月）〔当日消印有効〕

２．提出方法

〈簡易書留〉による郵送のみとします。

３．要望書の記入等についてのお問合せ

要望書の記入等について不明な点があれば、電話・e-mail・FAX・来訪（必ず事前に

電話にて御連絡をお願いします。）にて御相談ください。令和元年１０月３１日（木）

まで御相談を受け付けております。

提出期間・方法

４．提出及びお問合せ先 ※活動区分により異なります。

＜音楽・舞踊・演劇・伝統芸能・多分野＞

＜美術＞

【住 所 】 〒１０２－８６５６  東京都千代田区隼町４－１  

独立行政法人日本芸術文化振興会 基金部 芸術活動助成課

【電話番号 】 音 楽 ０３－３２６５－６３３８、６２１３

舞 踊 ０３－３２６５－６１９２、６３６５

演 劇 ０３－３２６５－６１７８、６３６５

伝 統 芸 能 ０３－３２６５－６０７７

多 分 野 ０３－３２６５－６０４５、６３６５

【 e - m a i l 】 geijutsu-nt@ntj.jac.go.jp（芸術活動助成課）

【 Ｆ Ａ Ｘ 】 ０３－３２６５－７４７４

【問合せ時間】 午前１０時～午後６時（土・日・祝日を除きます。）

【住 所 】 〒１０２－００９２  東京都千代田区隼町２－１３  

ＵＳ半蔵門ビル８階

独立行政法人日本芸術文化振興会 基金部 地域文化助成課

【電話番号 】 美 術 ０３－５２１３－４１７４、４１７５

【 e - m a i l 】 chiiki-nt@ntj.jac.go.jp（地域文化助成課）

【 Ｆ Ａ Ｘ 】 ０３－３５１１－３４５４

【問合せ時間】 午前１０時～午後６時（土・日・祝日を除きます。）
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応募のあった活動については、当振興会理事長から運営委員会へ助成対象活動の採択について

諮問を行います。これを受けて運営委員会から部会へ、さらに専門委員会へと順次調査審議の付託

が行われます。

専門委員会においては、審査基準に基づき、分野ごとに審査方法が定められた上で、付託された

調査審議について、専門委員による書面審査及びその結果に基づく合議審査が行われ、助成対象

活動の選定が行われます。

専門委員会での審査結果をもとに、各部会では採択すべき助成対象活動及び助成金の額につい

て審議が行われ、この結果が運営委員会に報告されます。

これを受けて運営委員会では慎重な審議が行われ、当該年度の助成対象活動と助成金の額が決

定され、当振興会理事長に答申されます。

要望書の提出後の流れ

～審査の仕組みと審査後の手続きについて～

要望書の提出後の流れ

～審査の仕組みと審査後の手続きについて～

 審査の仕組み 

 審査基準 

審査基準は助成対象活動に係る審査・公演調査等の全てにおいて重要な事項として取り扱います

ので、必ず御確認ください。

１．現代舞台芸術創造普及活動（音楽・舞踊・演劇） 審査基準 ・・・・・・Ｐ．１９

２．伝統芸能の公開活動 審査基準 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．２４

３．美術の創造普及活動 審査基準 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．４５

４．多分野共同等芸術創造活動 審査基準 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．６３

『文化芸術の振興に関する基本的な方針（第３次基本方針）』（平成２３年２月８日閣議決定）において、「文化

芸術への支援策をより有効に機能させるため、独立行政法人日本芸術文化振興会における専門家による審

査、事後評価、調査研究等の機能を大幅に強化し、諸外国のアーツカウンシルに相当する新たな仕組みを導入

する」こととされました。

また、『文化芸術推進基本計画（第1期）』（平成３０年３月６日閣議決定）においては、「独立行政法人日本芸

術文化振興会において、文化芸術の支援策をより有効に機能させるため、専門家による助言、審査、事後評

価・調査研究等（アーツカウンシル機能）の地域との連携・強化を図る」こととされました。 

これらに基づき、当振興会では、助成事業がより一層有効・適切に実施されるよう、音楽、舞踊、演劇、伝統

芸能・大衆芸能の４分野において、プログラムディレクター（ＰＤ）、プログラムオフィサー（ＰＯ）を配置し、その専

門的な知見を生かして、助言、審査、事後評価及び調査研究等の充実に取り組んでいます。 

ＰＤ・ＰＯは、芸術団体から応募のあった各活動について、内容や経費について調査・分析を行い、審査を行う

運営委員会に対し、専門的な視点から情報提供を行うほか、芸術団体との意見交換や芸術団体への助言等も

行っています。

ＰＤ・ＰＯへのお問合せ先は下記のホームページを参照してください。 

 （https://www.ntj.jac.go.jp/kikin/artscouncil/roster.html） 

プログラムディレクター(ＰＤ)及びプログラムオフィサー(ＰＯ)の配置
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プログラムディレクター(ＰＤ)及びプログラムオフィサー(ＰＯ)の配置
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（１）審査結果の通知

（２）助成金交付申請書の提出

内定を受けた団体が、これを受諾した場合には、助成金交付申請書を所定の期間内に当振興会

に提出する必要があります。当振興会は、

します。

（３）助成対象活動実績報告書の提出

助成を受けた団体は、

する必要があります。

当振興会は、実績報告書の内容を審査し、

は、交付すべき し、助成金の額の確

定通知書により、当該団体に通知します。
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助成対象活動について、当振興会の職員が団体を訪問して

。

また、本助成事業は国からの出資金を財源に実施していることから、

。

会計調査

関係書類の保管

助成を受けた団体は、助成金交付に関する一連の通知、関係する帳簿、関係書類及び銀行振込明

細書等の証拠書類等を、助成金の交付を受けた年度の終了後、 しなければなりません。当

振興会に提出した書類についても、必ず写しを取り保管するようにしてください。

シンボルマークの表示

＜表示例＞

助成：
芸術文化振興基金助成

助成金交付内定を受けた活動については、当該活動の実施に際して作成するポスター、チラシ、プ

ログラム等に、

年度当初に活動を実施する場合等、印刷スケジュールの都合により表示が難しい場合についても、

ホームページ等にて表示を行ってください。

シンボルマークと「芸術文化振興基金助成事業」である旨の記載の色彩は同一とし、原則として下記

色彩番号の色彩、黒色又は白色を使用してください。

○ 色彩番号 ＤＩＣ１８５（青）

○ 色彩番号 ＤＩＣ１５７（赤）

○ 色彩番号 ＤＩＣ２４５（緑）

シンボルマークの画像データは振興会基金のホームページからダウンロードしてください。

（https://www.nt j . jac .go. jp/kik in/21956.html）

芸術文化振興基金シンボルマークについて

芸術を限りないパワーで、力強く未来に向かって育成する。このイメージをＡＲＴの

頭文字のＡと、無限大の記号というエレメントで構成したシンボルマークです。

色彩は新しい時代の知性と、深い伝統の心を温かいブルーで表現しました。

福田繁雄（グラフィック・デザイナー）

助成対象活動の収入・支出に関する帳

簿及び関係書類等の調査を行うことがあります

助成対象活動は会計検査院に

よる検査の対象となります

５年間保管

関係書類が保管されていない場合は交付決定を取り消すとともに助成金の返還を求める場合があ

ります。

必ず「芸術文化振興基金シンボルマーク」の表示とともに「芸術文化振興基金助成事

業」と記載してください。



－15－ 

 

 文化プログラムについて 

２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会（以下「東京２０２０大会」という。）は､スポーツの祭典のみな

らず文化の祭典です。政府が策定した「文化芸術の振興に関する基本的な方針（第４次基本方針）」においても､

東京２０２０大会を、我が国の文化財や伝統等の価値を世界に発信するとともに､文化芸術が生み出す社会への

波及効果を生かして諸課題を乗り越え､成熟社会に適合した新たな社会モデルの構築につなげていくまたとない

機会と捉え、リオ大会後から､全国の自治体や芸術家等との連携の下､文化プログラムを全国各地で推進していく

ことがうたわれています。 

つきましては、要望のあった活動が当振興会の助成対象活動として採択された場合には、可能な限り､文化プ

ログラムに関する以下の認証プログラムへ御申請くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

 

（１）東京２０２０文化オリンピアード（公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会） 
 
東京２０２０大会の大会ビジョンのもと、スポーツだけでなく、文化芸術や地域での世代を越えた活動、被災地

への支援など、参加者自らが体験・行動し、未来につなぐプログラムとして、８つのテーマの下に実施される「東京

２０２０参画プログラム」のうち、文化をテーマとするプログラムが「東京２０２０文化オリンピアード」です。 

政府､開催都市､会場関連自治体､大会スポンサー等の東京２０２０大会に関連の強いステークホルダーが実施

する事業（東京２０２０公認文化オリンピアード）や､地方公共団体（会場関連自治体を除く。）や独立行政法人を含

む非営利団体が実施する､東京２０２０大会の機運を醸成し､オリンピック・パラリンピックムーブメントを裾野まで広

げる事業（東京２０２０応援文化オリンピアード）が対象となります。本プログラムへの申請手続など詳しい内容に

ついては、以下のホームページを御参照ください。 

 

＜東京２０２０参画プログラムホームページ＞ 

https://tokyo2020.org/jp/get-involved/certification/ 

 
※ 「東京２０２０参画プログラム」は、「スポーツ・健康」「街づくり」等の８つのテーマで構成されています。「東京２０２０文化オリンピアード」

については、このうち「文化」に関する箇所を御参照ください。 

 

（２）beyond２０２０プログラム（内閣官房東京オリンピック競技大会・パラリンピック競技大会推進本部事務局） 
 
「beyond２０２０プログラム」は、すべての人が参画できる社会の実現に向け､政府､地方公共団体､公益法人､企

業等が実施する、２０２０年以降を見据えたレガシー創出に資する事業を対象としたプログラムです。２０１６年１２

月から開始されています。本プログラムへの申請手続など詳しい内容については、以下のホームページを御参照

ください。 

 

＜beyond２０２０プログラムホームページ＞ 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tokyo2020_suishin_honbu/beyond2020/ 

 

≪文化情報プラットフォーム（ポータルサイトCulture NIPPON）≫ 
 
文化庁では、全国各地の文化イベント（文化プログラム）や文化施設等の情報を一元的に集約し、オープン

データとして国内外に発信する「文化情報プラットフォーム構想」を進めており、本構想の一環で構築・運営してい

る文化プログラムポータルサイト「Culture NIPPON」上で認証を行っています。詳細は、以下を御参照ください。 

 

＜Culture Nipponホームページ＞ 

https://culture-nippon.go.jp/ja 

 

※１ 両プログラムへ重複して申請することも可能です。 

※２ 「Culture Nippon」では、beyond２０２０プログラムだけでなく、一般の文化イベント（文化プログラム）情報も  

発信することができます。積極的に御活用ください。 
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○：必ず添付 可：添付可 （提出書類は原則としてＡ４判・片面とします。）

提出書類一覧表

１．総表 （１部）
押印欄には、法人格を有する団体の場合は、理事長や代表取締役等、法人の代表者として登録

している を押印してください。

２．個表 （活動ごとに１部）
してください。長期にわたる活動など詳細が記入しきれない場合は、必要に

応じて別紙を添付してください。

３．活動の収支予算 （活動ごとに１部）
してください。

ので必ず確認してください。

また、各経費については内訳を詳細に記入してください（別紙添付可）。

４．団体概要 （１部）
での団体の概要を記入してください。

５．個人略歴（代表者） （１部）
について記入してください。

提出書類

提出書類

活動区分

助成金交付

要望書

会
場
資
料

参
考
資
料

推
薦
書

１．現代舞台芸

術 創 造 普 及

活動 

音楽
団 体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 ○ 可 ○ 可 ― ―

グループ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 ― 可 ○ 可 ― ―

舞踊
団 体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 ○ 可 ○ 可 ― ―

グループ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 ― 可 ○ 可 ― ―

演劇 団 体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 ○ 可 ○ 可 ― ―

２．伝統芸能の

公開活動
団 体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 ○ 可 ○ 可 ― ―

３．美術の創造

普及活動

団 体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 ○ ○ ○ 可 ― ―

グループ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 ― ○ ○ 可 ○ ○

個 人 ○ ○ ○ ― ○ ― 可 ― ○ ○ 可 ○ ○

４．多分野共同

等 芸 術 創 造

活動

団 体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 ○ ○ ○ 可 ― ―

グループ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 ― ○ ○ 可 ― ―

個 人 ○ ○ ○ ― ○ ― 可 ― ○ ○ 可 ― ―

その他の添付書類又は資料

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

総
表

個
表

活
動
の
収
支
予
算

団
体
概
要

個
人
略
歴

（
団
体
の
芸
術
上
中
核
者
）

（
活
動
の
芸
術
上
中
核
者
）

（
代
表
者
）

個
人
略
歴

個
人
略
歴

規
約
等

公
演
・展
示
実
績
資
料

作
品
フ
ァ
イ
ル

代表者印

各活動の詳細を記入

各活動の収支予算を記入 助成対象経費一覧表に記載のない経費は原則として助

成対象経費として認められません

令和元年１１月１日時点

団体の代表者
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６．個人略歴（団体の芸術上中核者）（１部）

について記入してください。

です。

７．個人略歴（活動の芸術上中核者）（活動ごとに１部）※以下に該当する場合のみ

団体の芸術上中核者と、応募する活動の芸術上中核者が異なる場合には、６．に加えて、

についての個人略歴を提出してください。

８．規約等 （１部）
団体が応募する場合は、規約等 を提出してください。

○ 法人格を有する団体：定款

○ 法人格を有しない団体：定款に類する団体規約
※ 各活動区分案内ページの「助成の対象となる者」任意団体の場合の要件ウ～オについて規定して

あることが必要です。

９．会場資料 （活動ごとに１部）
「３．美術の創造普及活動」又は「４．多分野共同等芸術創造活動」で応募する場合は、

してください（※Ａ４判１枚。Ｐ .６０・

Ｐ．７８の例参照）。

なお、上記以外の活動区分で応募する場合には、会場資料は必要ありませんが、要望書に記載す

る実施場所に（○○県○○市○○町）と所在地を記載してください。

１０．公演・展示実績資料 （一式）
してくだ

さい。活動区分により必要な実績は異なりますので、各活動区分案内ページの「実績要件」を必ず

確認してください。

当該団体が企画・制作した公演・展示であっても、当該団体が主催をしていないもの（第三者から

依頼を受けて行った公演・展示）は、実績に含まないものとします。

１１．参考資料
過去に行った活動の評論記事、写真、図、ステージプラン、チラシ等（Ａ４判１枚）を添付することが

できます。

また、「４．多分野共同等芸術創造活動」で応募する場合は、上記に加え、

してください。また、どのような資料であるか簡単な説

明を付してください。なお、資料は返却しません。

１２．作品ファイル
「３．美術の創造普及活動」で個人又はグループが応募する場合には、

してください。

１３．推薦書
「３．美術の創造普及活動」で個人又はグループが応募する場合には、

してください。

推薦書には、「推薦者名及び押印・推薦者の職名・推薦理由」を記載してください。

※ 提出書類の中で取得した個人情報については、当振興会における助成金交付のための審査目的以外には使用し

ません。

団体の当該分野における芸術上の中核となる者（芸術監督・プロデューサー等。以下「芸術上中核

者」という。） 代表者と芸術上中核者が同一の場合や、個人での応募の場

合は提出不要

活動に

おける芸術上中核者

（最新のもの）

活動を実

施する会場の所在地、収容人数及び座席数を記した書類を提出

過去に日本国内で主催として公演・展示した実績を確認できる資料（チラシ等）を一式提出

応募活動の内容が把握

できるＤＶＤ１部（１０分以内）を可能な限り提出

自らが制作した作品の写

真等からなる作品ファイル（Ａ４判５枚程度）を提出

美術分野における学識経

験者や評論家等の作成する推薦書を提出
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現代舞台芸術の創造普及に係る活動を行うことを主たる目的とする我が国の芸術団体等で、次の

(１)～(５)のいずれかに該当し、かつ、下記の実績要件を充たすものとします。  

（１）一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、公益財団法人  

（２）特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）  

（３）上記（１）（２）以外の法人格を有する団体であって、原則として一定数以上の対象分野の実演家

を擁する団体又は劇場施設を有する団体  

（４）法人格を有しない団体（任意団体）の場合は、次の要件をすべて充たしていること  

  ア 主たる構成員が実演家又は芸術団体であること  

  イ 定款に類する規約等を有し、次のウ～オについて明記されていること  

  ウ 団体の意思を決定し、執行する組織が確立されていること  

  エ 自ら経理し、監査する等会計組織を有すること  

  オ 団体活動の本拠としての事務所を有すること  

  カ 令和元年１１月１日現在、団体設立後、１年以上の芸術活動実績を有すること  

（５）責任を持って活動を遂行する能力と意欲を有する実演家のグループ（音楽分野の室内楽及び舞

踊分野の活動を行うものに限る。） 

 １．現代舞台芸術創造普及活動１．現代舞台芸術創造普及活動 

    （音楽・舞踊・演劇）（音楽・舞踊・演劇）（音楽・舞踊・演劇） 

 助成の対象となる者 

平成２８年１１月１２日～令和元年１１月１１日の間に、応募分野において日本国内での自ら主催す

る有料の公演を１回以上実施しているものとします（提出された実績資料で確認します。）。 

助成の対象となる者が自ら主催して我が国において行う次に掲げる現代舞台芸術の創造普及の

公演活動で、青少年、市民を対象とした親しみやすい公演や芸術活動の裾野を広げることをねらいと

する公演等を対象とします。  

（１）音楽分野  ・・・  オーケストラ、オペラ、室内楽 *、合唱 *、吹奏楽等の公演  

               （＊室内楽及び合唱には古楽を含みます。）  

（２）舞踊分野  ・・・  バレエ、現代舞踊、民族舞踊等の公演  

（３）演劇分野  ・・・  現代演劇、児童演劇、人形劇、ミュージカル等の公演  

（注）アマチュア等の文化団体が主催する活動については、別に募集する地域の文化振興等の活動

「アマチュア等の文化団体活動」に応募してください（芸術文化振興基金助成対象活動募集案内－

その３－参照）。  

 実績要件 

 助成の対象となる活動 
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る有料の公演を１回以上実施しているものとします（提出された実績資料で確認します。）。 

助成の対象となる者が自ら主催して我が国において行う次に掲げる現代舞台芸術の創造普及の
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 助成の対象となる活動 
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以下の活動は原則として助成の対象とならず、応募できません。

○ 政治的又は宗教的な宣伝意図を有する活動

○ 慈善事業への寄付を目的として行われる活動

○ あらかじめ企画・制作されたものを購入する公演（買取公演、招へい公演等）

○ 独立行政法人日本芸術文化振興会と共催する活動

※ 共催しない場合であっても、当振興会に支払いが生じる経費については計上できません。ただし、当振興会が設置・

運営する劇場を借りて実施する活動に要する会場使用料（付帯設備費を含みます。）、稽古場使用料等についてはこの

限りではありません。

○ 文化庁の補助金や委託費等が支出される活動

※ P.８「他の助成事業等への重複応募」参照

○ 特定の企業名等を活動名に付す、いわゆる「名称冠公演」

※ ネーミングライツにより施設名に企業名が入る場合を除きます。

○ コンクール・コンテストを主たる目的とする活動

○ 教育研究を主たる目的とする活動

○ 公演等を伴わない、ワークショップ・講演会・シンポジウムのみの活動

（注）企業からの協賛金等や民間の助成団体・地方公共団体からの助成金・補助金等の交付を受け

る活動については助成の対象となり得ますが，その場合は要望書の所定欄に必ずその旨を記載し

てください。

応募できない活動

【企画内容】

ア 活動内容が具体的であること

イ 活動計画が当該団体等の過去の実績等から推測して実現可能であること

ウ 活動の目的及び内容が優れていること

エ 当該団体等及び当該活動の今後の発展に期待が持てること

【運営】

オ 芸術団体の運営（経理処理を含む）が適正であること

カ 予算積算等が適切であること

【社会性】

キ 活動が社会的に開かれたものであること

ク 観客層拡充等の努力を行っていること

【その他】

ケ 助成の緊要度が高い活動であること

審査基準

応募のあった活動については、以下の基準により審査を行いますので、必ず御確認ください。
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③活動の収支予算に記入できない経費（(ｱ)～(ｵ)の詳細についてはＰ.５参照） 

 項 目 細 目 内     訳 

① 

助 
 

成 
 

対 
 

象 
 

経 
 

費 

出 演 費 

音 楽 費 

文 芸 費 

出演費 指揮料、副指揮料、演奏料、ソリスト料、合唱料、舞踊家・俳優等出演料 

音楽費 
作曲料、編曲料、作詞料、訳詞料、音楽制作料、コレペティ料、調律料、楽器借料、 

楽譜借料、写譜料、楽譜製作料 

文芸費 

演出料、監修料、振付料、舞台監督料、演出等助手料、各種指導料（定期的な練習は除く。）、 

音響プラン料、照明プラン料、映像製作費、舞台美術・衣装等デザイン料、脚本料、 

翻訳料、著作権使用料、企画制作料（注） 

会 場 費 

舞 台 費 

運 搬 費 

会場費 会場使用料（付帯設備費を含む。）、稽古場借料（定期的な練習は除く。） 

舞台費 

大道具費、小道具費、衣装費、かつら費、メイク費、履物費、照明費、音響費、 

字幕費・音声ガイド費（障害者対応に係る経費を含む。）、映像費、舞台スタッフ費、 

機材借料（障害者対応に係る経費を含む。） 

運搬費 
道具運搬費、楽器運搬費 
※搬入（仕込み）から搬出（ばらし）までの期間で必要な場合のみ。 

謝  金 

旅  費 

宣 伝 費 

等 

謝 金 
原稿執筆謝金、翻訳謝金、会場整理員謝金、託児謝金、医師・看護師謝金、講演謝金、

手話通訳謝金、要約筆記謝金 

旅 費 
交通費、宿泊費、日当（宿泊を伴う場合のみ。） 
※搬入（仕込み）から搬出（ばらし）までの期間で必要な場合のみ。 

通信費 案内状送付料 ※宣伝等を目的とした送付物の通信費に限る。 

宣伝費 
広告宣伝費（新聞、雑誌、駅貼り、宣伝デザイン料）、入場券等販売手数料、 

立看板費、当該活動の告知用ウェブサイト作成料 ※点字に係る経費を含む。 

印刷費 
プログラム印刷費、台本印刷費、入場券印刷費、チラシ印刷費、ポスター印刷費、 

アンケート用紙印刷費 ※点字に係る経費を含む。 

記録費 録画費、録音費、写真費 

②
助
成
対
象
外
経
費 

○コンクールに係る審査経費（謝金・旅費等）及び賞金・賞品代 

○航空・列車運賃の特別料金（ファーストクラス・ビジネス料金、グリーン料金） 

○自ら設置し又は管理する会場施設において公演活動を行う場合の会場使用料 

○催事（イベント）保険料 
※助成対象外経費については、上記に記載された費目のみ記入できます。 

（注）○ 企画制作料は、事務職員の給与や事務所維持費のような管理経費ではなく、助成対象公演における企画・制作等 

     に直接関わるスタッフ人件費が対象となります。 

○ ワークショップ等に係る経費は、通し総稽古から公演終了までの期間に公演会場において行うものに限り、助成対 

  象経費に計上することができます。 

○ 上記①に記載のない経費についてはお問合せください。 

①・②活動の収支予算に記入する経費（令和2年度に自ら支払った経費であることが銀行振込明細書等により確認できること） 

(ｱ) ○事務所維持費 ○事務職員給与 ○振込手数料 ○電話代 ○ウェブサイト作成運用費（常設のもの等） ○予備費 等 

(ｲ) ○楽器・楽譜購入費 ○事務機器･事務用品等の購入･借用費 ○書籍・ＣＤ等資料購入費 ○備品等購入費 等 

(ｳ) ○印紙代 ○ビザ取得経費 等 

(ｴ) ○交際費・接待費 ○レセプション・パーティーに係る経費 ○打ち上げ費 ○飲食に係る経費 ○記念品代 等 

(ｵ) ○オーディション経費 ○自ら設置し又は管理する会場施設において稽古を行う場合の稽古場借料 

○定期的な練習のための稽古場借料 ○取材・会議等に係る経費 ○稽古のための楽器演奏謝金 

○ガソリン代（レンタカーに係る場合は除く。） ○当振興会へ支払う経費（会場の使用に係る場合等を除く。） 等 

（注）これらの経費は、外部に委託した場合についても記入できません。 

 経費区分表：音楽 
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③活動の収支予算に記入できない経費（(ｱ)～(ｵ)の詳細についてはＰ.５参照） 
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宣伝費 
広告宣伝費（新聞、雑誌、駅貼り、宣伝デザイン料）、入場券等販売手数料、 

立看板費、当該活動の告知用ウェブサイト作成料 ※点字に係る経費を含む。 

印刷費 
プログラム印刷費、台本印刷費、入場券印刷費、チラシ印刷費、ポスター印刷費、 

アンケート用紙印刷費 ※点字に係る経費を含む。 

記録費 録画費、録音費、写真費 

②
助
成
対
象
外
経
費 

○コンクールに係る審査経費（謝金・旅費等）及び賞金・賞品代 

○航空・列車運賃の特別料金（ファーストクラス・ビジネス料金、グリーン料金） 

○自ら設置し又は管理する会場施設において公演活動を行う場合の会場使用料 

○催事（イベント）保険料 
※助成対象外経費については、上記に記載された費目のみ記入できます。 

（注）○ 企画制作料は、事務職員の給与や事務所維持費のような管理経費ではなく、助成対象公演における企画・制作等 

     に直接関わるスタッフ人件費が対象となります。 

○ ワークショップ等に係る経費は、通し総稽古から公演終了までの期間に公演会場において行うものに限り、助成対 

  象経費に計上することができます。 

○ 上記①に記載のない経費についてはお問合せください。 

①・②活動の収支予算に記入する経費（令和2年度に自ら支払った経費であることが銀行振込明細書等により確認できること） 

(ｱ) ○事務所維持費 ○事務職員給与 ○振込手数料 ○電話代 ○ウェブサイト作成運用費（常設のもの等） ○予備費 等 

(ｲ) ○楽器・楽譜購入費 ○事務機器･事務用品等の購入･借用費 ○書籍・ＣＤ等資料購入費 ○備品等購入費 等 

(ｳ) ○印紙代 ○ビザ取得経費 等 

(ｴ) ○交際費・接待費 ○レセプション・パーティーに係る経費 ○打ち上げ費 ○飲食に係る経費 ○記念品代 等 

(ｵ) ○オーディション経費 ○自ら設置し又は管理する会場施設において稽古を行う場合の稽古場借料 

○定期的な練習のための稽古場借料 ○取材・会議等に係る経費 ○稽古のための楽器演奏謝金 

○ガソリン代（レンタカーに係る場合は除く。） ○当振興会へ支払う経費（会場の使用に係る場合等を除く。） 等 

（注）これらの経費は、外部に委託した場合についても記入できません。 

 経費区分表：音楽 

－21－ 

 

(ｱ) ○事務所維持費 ○事務職員給与 ○振込手数料 ○電話代 ○ウェブサイト作成運用費（常設のもの等） ○予備費 等 

(ｲ) ○楽器・楽譜購入費 ○事務機器･事務用品等の購入･借用費 ○書籍・ＣＤ等資料購入費 ○備品等購入費 等  

(ｳ) ○印紙代 ○ビザ取得経費 等  

(ｴ) ○交際費・接待費 ○レセプション・パーティーに係る経費 ○打ち上げ費 ○飲食に係る経費 ○記念品代 等 

(ｵ) ○オーディション経費 ○自ら設置し又は管理する会場施設において稽古を行う場合の稽古場借料 

○定期的な練習のための稽古場借料 ○取材・会議等に係る経費 ○稽古のための楽器演奏謝金 

○ガソリン代（レンタカーに係る場合は除く。） 〇当振興会へ支払う経費（会場の使用に係る場合等を除く。） 等 

（注）○ 企画制作料は、事務職員の給与や事務所維持費のような管理経費ではなく、助成対象公演における企画・制作等 

     に直接関わるスタッフ人件費が対象となります。 

○ ワークショップ等に係る経費は、通し総稽古から公演終了までの期間に公演会場において行うものに限り、助成対 

  象経費に計上することができます。 

 項 目 細 目 内     訳 

① 

助 
 

成 
 

対 
 

象 
 

経 
 

費 

出 演 費 

音 楽 費 

文 芸 費 

出演費 舞踊家等出演料、指揮料、演奏料 

音楽費 
稽古ピアニスト料、音楽制作料、作詞料、作曲料、編曲料、楽譜借料、写譜料、 

楽譜製作料、訳詞料、副指揮料、調律料、楽器借料 

文芸費 

振付料、演出料、振付・演出等助手料、各種指導料（定期的な練習は除く。）、監修料、 

舞台監督料、音響プラン料、照明プラン料、映像製作費、 

舞台美術・衣装等デザイン料、台本料、翻訳料、著作権使用料、企画制作料（注） 

会 場 費 

舞 台 費 

運 搬 費 

会場費 会場使用料（付帯設備費を含む。）、稽古場借料（定期的な練習は除く。） 

舞台費 

大道具費、小道具費、衣装費、かつら費、メイク費、履物費、照明費、音響費、 

字幕費・音声ガイド費（障害者対応に係る経費を含む。）、映像費、舞台スタッフ費、 

機材借料（障害者対応に係る経費を含む。） 

運搬費 
道具運搬費、楽器運搬費 
※搬入（仕込み）から搬出（ばらし）までの期間で必要な場合のみ。 

謝 金 

旅 費 

宣 伝 費 

等 

謝 金 
原稿執筆謝金、翻訳謝金、会場整理員謝金、託児謝金、医師・看護師謝金、講演謝金、 

手話通訳謝金、要約筆記謝金 

旅 費 
交通費、宿泊費、日当（宿泊を伴う場合のみ。） 
※搬入（仕込み）から搬出（ばらし）までの期間で必要な場合のみ。 

通信費 案内状送付料 ※宣伝を目的とした送付物の通信費に限る。 

宣伝費 
広告宣伝費（新聞、雑誌、駅貼り、宣伝デザイン料）、入場券等販売手数料、 

立看板費、当該活動の告知用ウェブサイト作成料 ※点字に係る経費を含む。 

印刷費 
プログラム印刷費、台本印刷費、入場券印刷費、チラシ印刷費、ポスター印刷費、 

アンケート用紙印刷費 ※点字に係る経費を含む。 

記録費 録画費、録音費、写真費 

②
助
成
対
象
外
経
費 

○コンクールに係る審査経費（謝金・旅費等）及び賞金・賞品代 
○航空・列車運賃の特別料金（ファーストクラス・ビジネス料金、グリーン料金） 
○自ら設置し又は管理する会場施設において公演活動を行う場合の会場使用料 
○催事（イベント）保険料 
※助成対象外経費については、上記に記載された費目のみ記入できます。 

③活動の収支予算に記入できない経費（(ｱ)～(ｵ)の詳細についてはＰ．５参照） 

（注）これらの経費は、外部に委託した場合についても記入できません。 

 経費区分表：舞踊 

①・②活動の収支予算に記入する経費（令和2年度に自ら支払った経費であることが銀行振込明細書等により確認できること） 
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③活動の収支予算に記入できない経費（(ｱ)～(ｵ)の詳細についてはＰ．５参照） 

(ｱ) ○事務所維持費 ○事務職員給与 ○振込手数料 ○電話代 ○ウェブサイト作成運用費（常設のもの等） ○予備費 等 

(ｲ) ○楽器・楽譜購入費 ○事務機器･事務用品等の購入･借用費 ○書籍・ＣＤ等資料購入費 ○備品等購入費 等 

(ｳ) ○印紙代 ○ビザ取得経費 等  

(ｴ) ○交際費・接待費 ○レセプション・パーティーに係る経費 ○打ち上げ費 ○飲食に係る経費 ○記念品代 等 

(ｵ) ○オーディション経費 ○自ら設置し又は管理する会場施設において稽古を行う場合の稽古場借料 

○定期的な練習のための稽古場借料 ○取材・会議等に係る経費 ○稽古のための楽器演奏謝金 

○ガソリン代（レンタカーに係る場合は除く。） 〇当振興会へ支払う経費（会場の使用に係る場合等を除く。） 等 

①・②活動の収支予算に記入する経費（令和2年度に自ら支払った経費であることが銀行振込明細書等により確認できること） 

 項 目 細 目 内     訳 

① 

助 
 

成 
 

対 
 

象 
 

経 
 

費 

出 演 費 

音 楽 費 

文 芸 費 

出演費 俳優・舞踊家等出演料、演奏料、合唱料、指揮料、副指揮料、ソリスト料 

音楽費 作曲料、編曲料、作詞料、訳詞料、音楽制作料、調律料、楽器借料、楽譜借料、写譜料 

文芸費 

演出料、監修料、振付料、舞台監督料、演出等助手料、各種指導料（定期的な練習は除く。）、 

音響プラン料、照明プラン料、映像製作費、舞台美術・衣装等デザイン料、脚本料、 

翻訳料、著作権使用料、企画制作料（注） 

会 場 費 

舞 台 費 

運 搬 費 

会場費 会場使用料（付帯設備費を含む。）、稽古場借料（定期的な練習は除く。） 

舞台費 

大道具費、小道具費、衣装費、かつら費、メイク費、履物費、照明費、音響費、 

字幕費・音声ガイド費（障害者対応に係る経費を含む。）、映像費、道具スタッフ費、 

機材借料（障害者対応に係る経費を含む。） 

運搬費 
道具運搬費、楽器運搬費 
※搬入（仕込み）から搬出（ばらし）までの期間で必要な場合のみ。 

謝  金 

旅  費 

宣 伝 費 

等 

謝 金 
原稿執筆謝金、翻訳謝金、会場整理員謝金、託児謝金、医師・看護師謝金 

講演謝金、手話通訳謝金、要約筆記謝金 

旅 費 
交通費、宿泊費、日当（宿泊を伴う場合のみ。） 
※搬入（仕込み）から搬出（ばらし）までの期間で必要な場合のみ。 

通信費 案内状送付料 ※宣伝を目的とした送付物の通信費に限る。 

宣伝費 
広告宣伝費（新聞、雑誌、駅貼り、宣伝デザイン料）、入場券等販売手数料、 

立看板費、当該活動の告知用ウェブサイト作成料 ※点字に係る経費を含む。 

印刷費 
プログラム印刷費、台本印刷費、入場券印刷費、チラシ印刷費、ポスター印刷費、 

アンケート用紙印刷費 ※点字に係る経費を含む。 

記録費 録画費、録音費、写真費 

②
助
成
対
象
外
経
費 

○コンクールに係る審査経費（謝金・旅費等）及び賞金・賞品代 
○航空・列車運賃の特別料金（ファーストクラス・ビジネス料金、グリーン料金） 
○自ら設置し又は管理する会場施設において公演活動を行う場合の会場使用料 
○催事（イベント）保険料 
※助成対象外経費については、上記に記載された費目のみ記入できます。 

（注）○ 企画制作料は、事務職員の給与や事務所維持費のような管理経費ではなく、助成対象公演における企画・制作等 

     に直接関わるスタッフ人件費が対象となります。 

   ○ ワークショップ等に係る経費は、通し総稽古から公演終了までの期間に公演会場において行うものに限り、助成対 

     象経費に計上することができます。 

   ○ 上記①に記載のない経費についてはお問合せください。 

（注）これらの経費は、外部に委託した場合についても記入できません。 

 経費区分表：演劇 
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③活動の収支予算に記入できない経費（(ｱ)～(ｵ)の詳細についてはＰ．５参照） 

(ｱ) ○事務所維持費 ○事務職員給与 ○振込手数料 ○電話代 ○ウェブサイト作成運用費（常設のもの等） ○予備費 等 

(ｲ) ○楽器・楽譜購入費 ○事務機器･事務用品等の購入･借用費 ○書籍・ＣＤ等資料購入費 ○備品等購入費 等 

(ｳ) ○印紙代 ○ビザ取得経費 等  

(ｴ) ○交際費・接待費 ○レセプション・パーティーに係る経費 ○打ち上げ費 ○飲食に係る経費 ○記念品代 等 

(ｵ) ○オーディション経費 ○自ら設置し又は管理する会場施設において稽古を行う場合の稽古場借料 

○定期的な練習のための稽古場借料 ○取材・会議等に係る経費 ○稽古のための楽器演奏謝金 

○ガソリン代（レンタカーに係る場合は除く。） 〇当振興会へ支払う経費（会場の使用に係る場合等を除く。） 等 

①・②活動の収支予算に記入する経費（令和2年度に自ら支払った経費であることが銀行振込明細書等により確認できること） 

 項 目 細 目 内     訳 

① 

助 
 

成 
 

対 
 

象 
 

経 
 

費 

出 演 費 

音 楽 費 

文 芸 費 

出演費 俳優・舞踊家等出演料、演奏料、合唱料、指揮料、副指揮料、ソリスト料 

音楽費 作曲料、編曲料、作詞料、訳詞料、音楽制作料、調律料、楽器借料、楽譜借料、写譜料 

文芸費 

演出料、監修料、振付料、舞台監督料、演出等助手料、各種指導料（定期的な練習は除く。）、 

音響プラン料、照明プラン料、映像製作費、舞台美術・衣装等デザイン料、脚本料、 

翻訳料、著作権使用料、企画制作料（注） 

会 場 費 

舞 台 費 

運 搬 費 

会場費 会場使用料（付帯設備費を含む。）、稽古場借料（定期的な練習は除く。） 

舞台費 

大道具費、小道具費、衣装費、かつら費、メイク費、履物費、照明費、音響費、 

字幕費・音声ガイド費（障害者対応に係る経費を含む。）、映像費、道具スタッフ費、 

機材借料（障害者対応に係る経費を含む。） 

運搬費 
道具運搬費、楽器運搬費 
※搬入（仕込み）から搬出（ばらし）までの期間で必要な場合のみ。 

謝  金 

旅  費 

宣 伝 費 

等 

謝 金 
原稿執筆謝金、翻訳謝金、会場整理員謝金、託児謝金、医師・看護師謝金 

講演謝金、手話通訳謝金、要約筆記謝金 

旅 費 
交通費、宿泊費、日当（宿泊を伴う場合のみ。） 
※搬入（仕込み）から搬出（ばらし）までの期間で必要な場合のみ。 

通信費 案内状送付料 ※宣伝を目的とした送付物の通信費に限る。 

宣伝費 
広告宣伝費（新聞、雑誌、駅貼り、宣伝デザイン料）、入場券等販売手数料、 

立看板費、当該活動の告知用ウェブサイト作成料 ※点字に係る経費を含む。 

印刷費 
プログラム印刷費、台本印刷費、入場券印刷費、チラシ印刷費、ポスター印刷費、 

アンケート用紙印刷費 ※点字に係る経費を含む。 

記録費 録画費、録音費、写真費 

②
助
成
対
象
外
経
費 

○コンクールに係る審査経費（謝金・旅費等）及び賞金・賞品代 
○航空・列車運賃の特別料金（ファーストクラス・ビジネス料金、グリーン料金） 
○自ら設置し又は管理する会場施設において公演活動を行う場合の会場使用料 
○催事（イベント）保険料 
※助成対象外経費については、上記に記載された費目のみ記入できます。 

（注）○ 企画制作料は、事務職員の給与や事務所維持費のような管理経費ではなく、助成対象公演における企画・制作等 

     に直接関わるスタッフ人件費が対象となります。 

   ○ ワークショップ等に係る経費は、通し総稽古から公演終了までの期間に公演会場において行うものに限り、助成対 

     象経費に計上することができます。 

   ○ 上記①に記載のない経費についてはお問合せください。 

（注）これらの経費は、外部に委託した場合についても記入できません。 

 経費区分表：演劇 
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伝統芸能の保存・普及に係る活動を行うことを主たる目的とする我が国の団体で、次の(１)～(４)

のいずれかに該当し、かつ、下記の実績要件を充たすものとします。  

（１）一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、公益財団法人  

（２）特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）  

（３）上記（１）（２）以外の法人格を有する団体であって、原則として一定数以上の実演家を擁する団

体又は劇場施設を有する団体  

（４）法人格を有しない団体（任意団体）の場合は、次の要件をすべて充たしていること  

 ア 主たる構成員が実演家又は芸術団体であること  

 イ 定款に類する規約等を有し、次のウ～オについて明記されていること  

 ウ 団体の意思を決定し、執行する組織が確立されていること  

 エ 自ら経理し、監査する等会計組織を有すること  

 オ 団体活動の本拠としての事務所を有すること  

 カ 令和元年１１月１日現在、団体設立後、１年以上の芸術活動実績を有すること  

助成の対象となる者が自ら主催して我が国において行う雅楽、声明、能楽、文楽、歌舞伎、組踊、邦

楽、邦舞、落語、講談、浪曲、漫才、奇術、太神楽等の普及公開活動を対象とします。  

（注１）温習会（おさらい会・発表会等）は助成の対象にはなりません。  

（注２）アマチュア等の文化団体が主催する活動については、別に募集する地域の文化振興等の活

動「アマチュア等の文化団体活動」に応募してください（芸術文化振興基金  助成対象活動募集案

内－その３－参照）。  

 助成の対象となる者 

 助成の対象となる活動 

 ２．伝統芸能の公開活動２．伝統芸能の公開活動 

過去に日本国内で自ら主催する公演を実施しているものとします（提出された実績資料で確認しま

す。）。  

 実績要件 



－24－

以下の活動は原則として助成の対象とならず、応募できません。

○ 政治的又は宗教的な宣伝意図を有する活動

○ 慈善事業への寄付を目的として行われる活動

○ あらかじめ企画・制作されたものを購入する公演（買取公演、招へい公演等）

○ 独立行政法人日本芸術文化振興会と共催する活動

※ 共催しない場合であっても、当振興会に支払いが生じる経費については計上できません。ただし、当振興会が設置・

運営する劇場を借りて実施する活動に要する会場使用料（付帯設備費を含みます。）、稽古場使用料等についてはこの

限りではありません。

○ 文化庁の補助金や委託費等が支出される活動

※ P. .８「他の助成事業等への重複応募」参照

○ 特定の企業名等を活動名に付す、いわゆる「名称冠公演」

※ ネーミングライツにより施設名に企業名が入る場合を除きます。

○ コンクール・コンテストを主たる目的とする活動

○ 教育研究を主たる目的とする活動

○ 公演等を伴わない、ワークショップ・講演会・シンポジウムのみの活動

（注）企業からの協賛金等や民間の助成団体・地方公共団体からの助成金・補助金等の交付を受け

る活動については助成の対象となり得ますが，その場合は要望書の所定欄に必ずその旨を記載し

てください。

【企画内容】

ア 活動内容が具体的であること

イ 活動計画が当該団体等の過去の実績等から推測して実現可能であること

ウ 活動の目的及び内容が優れていること

エ 当該団体等及び当該活動の今後の発展に期待が持てること

【運営】

オ 芸術団体の運営（経理処理を含む）が適正であること

カ 予算積算等が適切であること

【社会性】

キ 活動が社会的に開かれたものであること

ク 観客層拡充等の努力を行っていること

【その他】

ケ 助成の緊要度が高い活動であること

審査基準

応募のあった活動については、以下の基準により審査を行いますので、必ず御確認ください。

応募できない活動
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③活動の収支予算に記入できない経費（(ｱ)～(ｵ)の詳細についてはＰ．５参照） 

 項 目 細 目 内     訳 

① 

助 
 

成 
 

対 
 

象 
 

経 
 

費 

出 演 費 

音 楽 費 

文 芸 費  

出演費 演奏料、舞踊家・俳優・後見等出演料 

音楽費 作曲料、作調（編曲）料、作詞料、調律料、楽器借料、楽譜借料 

文芸費 
演出料、監修料、振付料、舞台監督料、演出等助手料、各種指導料（定期的な練習は除

く。）、プラン料、舞台美術・衣装等デザイン料、脚本料、著作権使用料、企画制作料（注） 

会 場 費 

舞 台 費 

運 搬 費 

会場費 会場使用料（付帯設備費を含む。）、稽古場借料（定期的な練習・個人の稽古は除く。） 

舞台費 

大道具費、小道具費、衣装費、床山・かつら費、メイク費、履物費、照明費、音響費、 

字幕費・音声ガイド費（障害者対応に係る経費を含む。）、 

舞台スタッフ（狂言方、附打等）費、機材借料（障害者対応に係る経費を含む。） 

運搬費 
道具運搬費、楽器運搬費 
※搬入（仕込み）から搬出（ばらし）までの期間で必要な場合のみ。 

謝   金 

旅   費 

宣 伝 費 

等 

謝 金 
原稿執筆謝金、会場整理員謝金、託児謝金、医師・看護師謝金、講演謝金、 

手話通訳謝金、要約筆記謝金 

旅 費 
交通費、宿泊費、日当（宿泊を伴う場合のみ。） 
※搬入（仕込み）から搬出（ばらし）までの期間で必要な場合のみ。 

通信費 案内状送付料 ※宣伝を目的とした送付物の通信費に限る。 

宣伝費 
広告宣伝費（新聞、雑誌、駅貼り、宣伝デザイン料）、入場券等販売手数料、 

立看板費、当該活動の告知用ウェブサイト作成料 ※点字に係る経費を含む。 

印刷費 
プログラム印刷費、台本印刷費、入場券印刷費、チラシ印刷費、ポスター印刷費、 

アンケート用紙印刷費 ※点字に係る経費を含む。 

記録費 録画費、録音費、写真費 

②
助
成
対
象
外
経
費 

○コンクールに係る審査経費（謝金・旅費等）及び賞金・賞品代 

○航空・列車運賃の特別料金（ファーストクラス・ビジネス料金，グリーン料金等） 

○自ら設置し又は管理する会場施設において公演活動を行う場合の会場使用料 

○催事（イベント）保険料 
※助成対象外経費については、上記に記載された費目のみ記入できます。 

（注）○ 企画制作料は、事務職員の給与や事務所維持費のような管理経費ではなく、助成対象公演における企画・制作等 

     に直接関わるスタッフ人件費が対象となります。 

   ○ ワークショップ等に係る経費は、通し総稽古から公演終了までの期間に公演会場において行うものに限り、助成対 

     象経費に計上することができます。 

   ○ 上記①に記載のない経費につきましてはお問合せください。 

（注）これらの経費は、外部に委託した場合についても記入できません。 

 経費区分表 

①・②活動の収支予算に記入する経費（令和2年度に自ら支払った経費であることが銀行振込明細書等により確認できること） 

(ｱ) ○事務所維持費 ○事務職員給与 ○振込手数料 ○電話代 ○ウェブサイト作成運用費（常設のもの等） ○予備費 等 

(ｲ) ○楽器・楽譜購入費 ○事務機器･事務用品等の購入･借用費 ○書籍・ＣＤ等資料購入費 ○備品等購入費 等 

(ｳ) ○印紙代 ○ビザ取得経費 等  

(ｴ) ○交際費・接待費 ○レセプション・パーティーに係る経費 ○打ち上げ費 ○飲食に係る経費 ○記念品代 等 

(ｵ) ○オーディション経費 ○自ら設置し又は管理する会場施設において稽古を行う場合の稽古場借料 

○定期的な練習のための稽古場借料 ○取材・会議等に係る経費 ○稽古のための楽器演奏謝金  

○ガソリン代（レンタカーに係る場合は除く。） 〇当振興会へ支払う経費（会場の使用に係る場合等を除く。） 等 
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以下の活動は原則として助成の対象とならず、応募できません。

○ 政治的又は宗教的な宣伝意図を有する活動

○ 慈善事業への寄付を目的として行われる活動

○ あらかじめ企画・制作されたものを購入する公演（買取公演、招へい公演等）

○ 独立行政法人日本芸術文化振興会と共催する活動

※ 共催しない場合であっても、当振興会に支払いが生じる経費については計上できません。ただし、当振興会が設置・

運営する劇場を借りて実施する活動に要する会場使用料（付帯設備費を含みます。）、稽古場使用料等についてはこの

限りではありません。

○ 文化庁の補助金や委託費等が支出される活動

※ P. .８「他の助成事業等への重複応募」参照

○ 特定の企業名等を活動名に付す、いわゆる「名称冠公演」

※ ネーミングライツにより施設名に企業名が入る場合を除きます。

○ コンクール・コンテストを主たる目的とする活動

○ 教育研究を主たる目的とする活動

○ 公演等を伴わない、ワークショップ・講演会・シンポジウムのみの活動

（注）企業からの協賛金等や民間の助成団体・地方公共団体からの助成金・補助金等の交付を受け

る活動については助成の対象となり得ますが，その場合は要望書の所定欄に必ずその旨を記載し

てください。

【企画内容】

ア 活動内容が具体的であること

イ 活動計画が当該団体等の過去の実績等から推測して実現可能であること

ウ 活動の目的及び内容が優れていること

エ 当該団体等及び当該活動の今後の発展に期待が持てること

【運営】

オ 芸術団体の運営（経理処理を含む）が適正であること

カ 予算積算等が適切であること

【社会性】

キ 活動が社会的に開かれたものであること

ク 観客層拡充等の努力を行っていること

【その他】

ケ 助成の緊要度が高い活動であること

審査基準

応募のあった活動については、以下の基準により審査を行いますので、必ず御確認ください。

応募できない活動



＜記入例＞１．現代舞台芸術創造普及活動

２．伝統芸能の公開活動   
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様式第 1号（第 3 条関係）

総表

令和２年度 芸術文化振興基金

助 成 金 交 付 要 望 書

令和元年 11月**日 

独立行政法人日本芸術文化振興会理事長 殿

〒***－****        

住 所（所在地） ○○県○○市○○ *－*－* 

 ○○ビル***号室 

団 体 名（主催者）一般社団法人 ○○○○ 

代 表 者 職 名  理事長         

代 表 者 氏 名  ○○ ○○      印

下記の活動を行いたいので、芸術文化振興基金助成金交付要綱第３条の規定に基づき、助成金の交付を要望します。

記

活動区分 
「現代舞台芸術創造普及活動 音楽」「現代舞台芸術創造普及活動 舞踊」 

「現代舞台芸術創造普及活動 演劇」「伝統芸能の公開活動」 

【活動一覧】

個表番号 活動名 

１ 第○○回公演「○○○○」 

２ △△△定期公演 

担 当 者 

所属 ･氏名 

事務局 制作担当 

○○ ○○
電話 

**－****－****(内線****) 

(時間外連絡先***－****－****) 

ＦＡＸ **－****－**** 

E-mail ○○○＠○○.○○

 ※ Ａ４判１枚に収まるように作成してください。 整理番号

②

⑤

⑧

⑥

④

⑦

③

①



＜記入例＞１．現代舞台芸術創造普及活動

２．伝統芸能の公開活動   
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様式第 1号（第 3 条関係）

総表

令和２年度 芸術文化振興基金

助 成 金 交 付 要 望 書

令和元年 11月**日 

独立行政法人日本芸術文化振興会理事長 殿

〒***－****        

住 所（所在地） ○○県○○市○○ *－*－* 

 ○○ビル***号室 

団 体 名（主催者）一般社団法人 ○○○○ 

代 表 者 職 名  理事長         

代 表 者 氏 名  ○○ ○○      印

下記の活動を行いたいので、芸術文化振興基金助成金交付要綱第３条の規定に基づき、助成金の交付を要望します。

記

活動区分 
「現代舞台芸術創造普及活動 音楽」「現代舞台芸術創造普及活動 舞踊」 

「現代舞台芸術創造普及活動 演劇」「伝統芸能の公開活動」 

【活動一覧】

個表番号 活動名 

１ 第○○回公演「○○○○」 

２ △△△定期公演 

担 当 者 

所属 ･氏名 

事務局 制作担当 

○○ ○○
電話 

**－****－****(内線****) 

(時間外連絡先***－****－****) 

ＦＡＸ **－****－**** 

E-mail ○○○＠○○.○○

 ※ Ａ４判１枚に収まるように作成してください。 整理番号

②

⑤

⑧

⑥

④

⑦

③

①

＜記入例＞１．現代舞台芸術創造普及活動

２．伝統芸能の公開活動   
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 年月日 要望書の提出年月日を 11 月 1 日から 11 日の間で記入してください。 

②

郵便番号 

住所 

団体名 

代表者職・氏名 

団体の住所、団体名、代表者職、氏名を記入してください。 

住所は郵便物が必ず届くよう、郵便番号及び都道府県名、マンション等の部屋番号、

「△△△様方」も記入してください。

提出書類「団体概要」と内容を同一にしてください。 

代表者の団体内における役職名と氏名を記入し、必ず押印してください。

法人格を有する団体については、法人の代表者として登録している代表者印を押印してください。

要望書提出後に住所を変更された場合は、必ずご連絡ください。

③ 活動区分 
該当する活動区分いずれか１つを選択して記入してください。 

一つの内容の活動で複数の活動区分に応募することはできません。

④ 個表番号 
活動の開始日が早いものから順に記入してください。長期公演については、最初に行われる公

演の開始日を基準にしてください。

⑤ 活動名 
チラシ等の広報に使用される具体的な活動名を記入してください。 

巡回公演の場合は「○○地域巡回公演」等と記入してください。 

⑥ 担当者所属・氏名
実務担当者の所属・氏名を記入してください。 

複数人記載する場合は主に実務を行う者を先頭に記載してください。 

⑦
電 話 ・ Ｆ Ａ Ｘ ・

E-mail 
それぞれ実務担当者の連絡先を記入してください。 

⑧ 整理番号 当振興会使用欄です。何も記入しないでください。他のページについても同様です。 



＜記入例＞１．現代舞台芸術創造普及活動

２．伝統芸能の公開活動   
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 個表番号 総表の個表番号に対応する番号を記入してください。 

② 活動区分 該当する活動区分のいずれか１つを選択して記入してください。 

③ ジャンル 

上の②各活動区分で選択した以下の各分野の右に掲げたジャンルから１つを選択して記入し

てください。該当するジャンルがない場合は「その他」と記入してください。

音   楽  オーケストラ、オペラ、室内楽*、合唱*、吹奏楽、その他（*室内楽及び合唱には古楽を含む。）

舞   踊  バレエ、現代舞踊、民族舞踊、その他 

演   劇  現代演劇、児童演劇、人形劇、ミュージカル、その他 

伝統芸能  古典演劇(歌舞伎､文楽､能楽等）、邦楽、邦舞、雅楽、声明、その他伝統芸能、落語、講談、浪曲、 

        漫才、奇術、太神楽、その他大衆芸能

④ 活動名 総表に記載の活動名と同一にしてください。 

⑤ 本活動の企画意図 
本活動を行う企画意図を簡潔に記入してください。 
※必ず当該活動について記入してください。作品のあらすじについては⑧に、団体の紹介は別紙の「団体概要」に記

入してください。

⑥

本活動の観客拡

充 に 関 する 取組

及び社会に対す

る波及効果 

本活動における観客層拡充等に関する取組について記入してください。

併せて、本活動により、社会における幅広い分野（例：教育、福祉、まちづくり、観光・産業等）

に対して、どのような影響を及ぼすことが期待できるのかを簡潔に記入してください。 
※例えば、次のような波及効果が考えられます。

地域経済の活性化、観光振興への寄与、地域社会の活性化と連帯感の醸成、地域コミュニティの再生、

地元の価値の再発見、情操教育の推進、社会的包摂の推進 等

⑦

実施時期・実施会

場・所在地・実施

回数 

仕込日・ゲネプロ・公演日・ばらしが明確になるように記入してください。 

実施会場の後に、会場所在地を町名・地区名等まで含め、括弧書きで必ず記入してください。

開演時間については、予定時間を可能な限り記入してください。 

巡回公演や定期公演、定席公演、フェスティバルなど複数日程・会場で行われる活動の場合

は、全ての公演についての詳細を記載した別紙を添付してください。 

児童・生徒等を対象として学校等を巡回して実施する活動については、見込み段階の内容や

状況、今後の活動内容・実施会場の決定過程等を、可能な限り記入してください。 

⑧

本活動の内容 
（演目、曲目、あらす

じ、主な出演者、主な

スタッフ等） 

各活動区分により記入内容が異なりますので、Ｐ．３０～Ｐ．３３の、各活動区分の記入要領を御

覧ください。

この項目に、団体の設立目的・活動方針については、記入の必要はありません（団体概要に記

入する箇所があります。）。 

あくまでも今回応募している作品について、その内容が分かるように記入してください。 

⑨
共催者・共同制作

者の役割 

共催者・共同制作者の役割について、具体的に記入してください。

共催者負担金などについて使途が限定されている場合は、その内容についても記入してください。

共同制作者の場合は、先方が担当している役割を具体的に記入してください。 

⑩
後援・協賛者名等

とその役割 

活動に対する後援者等の具体的な役割を記入してください。

申請中の場合は（申請中）と記入してください。 

⑪

当該年度及び前

後の年度の上演

計画等

（演劇分野のみ）

応募活動以外に、同内容（同一作品等）の公演について、当該年度とその前後の年度で

上記の開催地以外の国内外における公演の計画がある場合は、 公演時期、会場名及び

国名、公演回数、主催か依頼かを必ず記入してください。欄内に書ききれない場合は別紙

に記載して添付してください（書式自由）。 

なお、音楽、舞踊及び伝統芸能の公開活動については、記入する必要はありません。

⑫ 特記事項 

応募する活動について、次の事項に該当がある場合のみ記入してください。

・再演の場合の受賞歴及び受賞理由。 

・既に海外で公演を行い、評価された（受賞、新聞記事等）場合、その概要。 
※演劇分野は今後の再演計画について記入する必要はありません。
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個表
個表

番号
1

活 動 区 分

※募集案内をご参照ください。

「現代舞台芸術創造普及活動 音楽」「現代舞台芸術創造普及活動 舞踊」

「現代舞台芸術創造普及活動 演劇」「伝統芸能の公開活動」
ジャンル

（ ふ り が な ）

活動名

だい○○かいこうえん 「○○○○○」

第○○回公演「○○○○○」

活

動

の

目

的

及

び

内

容

（本活動の企画意図）

（本活動の観客層拡充等に関する取組）

（本活動の社会に対する波及効果）

（実施時期・実施会場・所在地・実施回数）

 公演日：令和**年**月**日～令和**年**月**日 00:00/00:00開演 ○○文化会館（○○県○○市○○町）*回 

（仕込み **月**日，ゲネプロ **月**日、ばらし **月**日） 

                            合計 *ヶ所 *回 

（本活動の内容（演目、曲目、あらすじ、主な出演者、主なスタッフ等））

［創作初演、新演出、新振付、翻訳初演、再演、その他（                ）］作品

     ↑該当する作品内容を○で囲んでください。 

共催者・共同

制作者の役割

団体名：○○ホール 役割：○○ホールとのフランチャイズ契約に基づく、稽古場借料、会場費の減免。 

団体名：○○県   役割：負担金拠出（助成対象とならない旅費・宿泊費に対する負担金） 

団体名：○○○○  役割：共同制作（演出担当）

後援・協賛者

名等とその 

役割 

団体名：○○県教育委員会 役割：後援（名義使用）

団体名：○○財団     役割：助成金拠出（申請中）

当該年度及び

前後の年度の

上演計画等

国内での上演 ・ 海外での上演 ←該当がある場合のみ、○で囲み、概要を記入してください。

時期：令和 元年１１月  場所：○○劇場（○○市）    回数：３回  主催公演／依頼公演

時期：令和 ２年１２月  場所：○○シアター（○○市）  回数：２回  主催公演／依頼公演

時期：令和 ３年 ６月  場所：○○劇場（○○市）    回数：３回  主催公演／依頼公演

特記事項

今後の再演計画 ・ 再演の場合の受賞歴等 ・ 海外公演予定 ・ 完了済海外公演評価概要

 ↑該当がある場合のみ、○で囲み、概要を記入してください。

※ 記入に当たっては、記入例を参照してください。 

Ａ４判１枚に収まるように作成してください。 
整理番号

※各分野により記入内容が異なりますので、 

Ｐ．３０～Ｐ．３３の各分野の記入例をご覧ください。

④

①
②

③

⑩

⑤

⑥

⑦

⑨

⑧

⑪

⑫

演劇分野のみ 
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 個表番号 総表の個表番号に対応する番号を記入してください。 

② 活動区分 該当する活動区分のいずれか１つを選択して記入してください。 

③ ジャンル 

上の②各活動区分で選択した以下の各分野の右に掲げたジャンルから１つを選択して記入し

てください。該当するジャンルがない場合は「その他」と記入してください。

音   楽  オーケストラ、オペラ、室内楽*、合唱*、吹奏楽、その他（*室内楽及び合唱には古楽を含む。）

舞   踊  バレエ、現代舞踊、民族舞踊、その他 

演   劇  現代演劇、児童演劇、人形劇、ミュージカル、その他 

伝統芸能  古典演劇(歌舞伎､文楽､能楽等）、邦楽、邦舞、雅楽、声明、その他伝統芸能、落語、講談、浪曲、 

        漫才、奇術、太神楽、その他大衆芸能

④ 活動名 総表に記載の活動名と同一にしてください。 

⑤ 本活動の企画意図 
本活動を行う企画意図を簡潔に記入してください。 
※必ず当該活動について記入してください。作品のあらすじについては⑧に、団体の紹介は別紙の「団体概要」に記

入してください。

⑥

本活動の観客拡

充 に 関 する 取組

及び社会に対す

る波及効果 

本活動における観客層拡充等に関する取組について記入してください。

併せて、本活動により、社会における幅広い分野（例：教育、福祉、まちづくり、観光・産業等）

に対して、どのような影響を及ぼすことが期待できるのかを簡潔に記入してください。 
※例えば、次のような波及効果が考えられます。

地域経済の活性化、観光振興への寄与、地域社会の活性化と連帯感の醸成、地域コミュニティの再生、

地元の価値の再発見、情操教育の推進、社会的包摂の推進 等

⑦

実施時期・実施会

場・所在地・実施

回数 

仕込日・ゲネプロ・公演日・ばらしが明確になるように記入してください。 

実施会場の後に、会場所在地を町名・地区名等まで含め、括弧書きで必ず記入してください。

開演時間については、予定時間を可能な限り記入してください。 

巡回公演や定期公演、定席公演、フェスティバルなど複数日程・会場で行われる活動の場合

は、全ての公演についての詳細を記載した別紙を添付してください。 

児童・生徒等を対象として学校等を巡回して実施する活動については、見込み段階の内容や

状況、今後の活動内容・実施会場の決定過程等を、可能な限り記入してください。 

⑧

本活動の内容 
（演目、曲目、あらす

じ、主な出演者、主な

スタッフ等） 

各活動区分により記入内容が異なりますので、Ｐ．３０～Ｐ．３３の、各活動区分の記入要領を御

覧ください。

この項目に、団体の設立目的・活動方針については、記入の必要はありません（団体概要に記

入する箇所があります。）。 

あくまでも今回応募している作品について、その内容が分かるように記入してください。 

⑨
共催者・共同制作

者の役割 

共催者・共同制作者の役割について、具体的に記入してください。

共催者負担金などについて使途が限定されている場合は、その内容についても記入してください。

共同制作者の場合は、先方が担当している役割を具体的に記入してください。 

⑩
後援・協賛者名等

とその役割 

活動に対する後援者等の具体的な役割を記入してください。

申請中の場合は（申請中）と記入してください。 

⑪

当該年度及び前

後の年度の上演

計画等

（演劇分野のみ）

応募活動以外に、同内容（同一作品等）の公演について、当該年度とその前後の年度で

上記の開催地以外の国内外における公演の計画がある場合は、 公演時期、会場名及び

国名、公演回数、主催か依頼かを必ず記入してください。欄内に書ききれない場合は別紙

に記載して添付してください（書式自由）。 

なお、音楽、舞踊及び伝統芸能の公開活動については、記入する必要はありません。

⑫ 特記事項 

応募する活動について、次の事項に該当がある場合のみ記入してください。

・再演の場合の受賞歴及び受賞理由。 

・既に海外で公演を行い、評価された（受賞、新聞記事等）場合、その概要。 
※演劇分野は今後の再演計画について記入する必要はありません。
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個表
個表

番号
1

活 動 区 分

※募集案内をご参照ください。

「現代舞台芸術創造普及活動 音楽」「現代舞台芸術創造普及活動 舞踊」

「現代舞台芸術創造普及活動 演劇」「伝統芸能の公開活動」
ジャンル

（ ふ り が な ）

活動名

だい○○かいこうえん 「○○○○○」

第○○回公演「○○○○○」

活

動

の

目

的

及

び

内

容

（本活動の企画意図）

（本活動の観客層拡充等に関する取組）

（本活動の社会に対する波及効果）

（実施時期・実施会場・所在地・実施回数）

 公演日：令和**年**月**日～令和**年**月**日 00:00/00:00開演 ○○文化会館（○○県○○市○○町）*回 

（仕込み **月**日，ゲネプロ **月**日、ばらし **月**日） 

                            合計 *ヶ所 *回 

（本活動の内容（演目、曲目、あらすじ、主な出演者、主なスタッフ等））

［創作初演、新演出、新振付、翻訳初演、再演、その他（                ）］作品

     ↑該当する作品内容を○で囲んでください。 

共催者・共同

制作者の役割

団体名：○○ホール 役割：○○ホールとのフランチャイズ契約に基づく、稽古場借料、会場費の減免。 

団体名：○○県   役割：負担金拠出（助成対象とならない旅費・宿泊費に対する負担金） 

団体名：○○○○  役割：共同制作（演出担当）

後援・協賛者

名等とその 

役割 

団体名：○○県教育委員会 役割：後援（名義使用）

団体名：○○財団     役割：助成金拠出（申請中）

当該年度及び

前後の年度の

上演計画等

国内での上演 ・ 海外での上演 ←該当がある場合のみ、○で囲み、概要を記入してください。

時期：令和 元年１１月  場所：○○劇場（○○市）    回数：３回  主催公演／依頼公演

時期：令和 ２年１２月  場所：○○シアター（○○市）  回数：２回  主催公演／依頼公演

時期：令和 ３年 ６月  場所：○○劇場（○○市）    回数：３回  主催公演／依頼公演

特記事項

今後の再演計画 ・ 再演の場合の受賞歴等 ・ 海外公演予定 ・ 完了済海外公演評価概要

 ↑該当がある場合のみ、○で囲み、概要を記入してください。

※ 記入に当たっては、記入例を参照してください。 

Ａ４判１枚に収まるように作成してください。 
整理番号

※各分野により記入内容が異なりますので、 

Ｐ．３０～Ｐ．３３の各分野の記入例をご覧ください。

④

①
②

③

⑩

⑤

⑥

⑦

⑨

⑧

⑪

⑫

演劇分野のみ 
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【記入例／オーケストラ・室内楽など】 
（本活動の内容（演目、曲目、あらすじ、主な出演者、主なスタッフ等）） 

 ［創作初演、新演出、新振付、翻訳初演、再演、その他（                ）］作品 

  ↑該当する作品内容を○で囲んでください。 

演奏会名：第○回定期演奏会 

曲目：○○○○ 

指揮：○○○○ 

ソリスト：○○○○ 

合唱：○○合唱団 

【記入例／オペラ】 
（本活動の内容（演目、曲目、あらすじ、主な出演者、主なスタッフ等））

 ［創作初演、新演出、新振付、翻訳初演、再演、その他（                ）］作品 

  ↑該当する作品内容を○で囲んでください。 

演目：「○○○○」 

あらすじ：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

作曲：○○○○ 

台本：○○○○ 

演出：○○○○ 

指揮：○○○○                    

出演：○○○○○役 ○○○○、 ○○○○

   ○○○○○役 ○○○○、 ○○○○

   ○○○○○役 ○○○○、 ○○○○  他○○名 

管弦楽：○○オーケストラ 

合唱：○○合唱団

舞踊：○○○○ 

舞台監督：○○○○（○○株式会社、東京） 

番号 項 目 記 入 要 領 

⑤ 本活動の企画意図

欄内に記入できない場合は、別紙（Ａ４判）に記入してください（書式自由）。 

⑥

本活動の観客拡充

に関する取組 

社会に対する波及

効果 

⑧

本活動の内容 

（演目、テーマ・内

容、主な出演者、

主なスタッフ等） 

・複数の演目・曲目がある場合は、作品ごとに、主な出演者・スタッフ等を記入してください。 

・客演、外部スタッフの場合は氏名の後にその所属団体及び所在地（都市名）を記入してください。

・必ず活動内容を具体的に記入してください。

・創作初演作品については必ず「あらすじ」を記入してください。

・経費を計上している出演者及びスタッフについては、可能な限り記入してください。

・定期公演・複数回公演等で欄内に記入しきれない場合は、別紙（Ａ４判）に記入してください（書

式自由）。 

要望書個表 記入要領別記 分野別記入例・記入要領 

現代舞台芸術創造普及活動 音楽
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【記入例／オーケストラ・室内楽など】 
（本活動の内容（演目、曲目、あらすじ、主な出演者、主なスタッフ等）） 

 ［創作初演、新演出、新振付、翻訳初演、再演、その他（                ）］作品 

  ↑該当する作品内容を○で囲んでください。 

演奏会名：第○回定期演奏会 

曲目：○○○○ 

指揮：○○○○ 

ソリスト：○○○○ 

合唱：○○合唱団 

【記入例／オペラ】 
（本活動の内容（演目、曲目、あらすじ、主な出演者、主なスタッフ等））

 ［創作初演、新演出、新振付、翻訳初演、再演、その他（                ）］作品 

  ↑該当する作品内容を○で囲んでください。 

演目：「○○○○」 

あらすじ：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

作曲：○○○○ 

台本：○○○○ 

演出：○○○○ 

指揮：○○○○                    

出演：○○○○○役 ○○○○、 ○○○○

   ○○○○○役 ○○○○、 ○○○○

   ○○○○○役 ○○○○、 ○○○○  他○○名 

管弦楽：○○オーケストラ 

合唱：○○合唱団

舞踊：○○○○ 

舞台監督：○○○○（○○株式会社、東京） 

番号 項 目 記 入 要 領 

⑤ 本活動の企画意図

欄内に記入できない場合は、別紙（Ａ４判）に記入してください（書式自由）。 

⑥

本活動の観客拡充

に関する取組 

社会に対する波及

効果 

⑧

本活動の内容 

（演目、テーマ・内

容、主な出演者、

主なスタッフ等） 

・複数の演目・曲目がある場合は、作品ごとに、主な出演者・スタッフ等を記入してください。 

・客演、外部スタッフの場合は氏名の後にその所属団体及び所在地（都市名）を記入してください。

・必ず活動内容を具体的に記入してください。

・創作初演作品については必ず「あらすじ」を記入してください。

・経費を計上している出演者及びスタッフについては、可能な限り記入してください。

・定期公演・複数回公演等で欄内に記入しきれない場合は、別紙（Ａ４判）に記入してください（書

式自由）。 

要望書個表 記入要領別記 分野別記入例・記入要領 

現代舞台芸術創造普及活動 音楽
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【記入例】 
（本活動の内容（演目、テーマ・内容、主な出演者、主なスタッフ等））

演目：「○○○○」 

 ［世界初演、日本初演、団体としての初演、新演出、新振付、再演、その他（          ）］作品 

  ↑該当する作品内容を○で囲んでください。 

テーマ・内容：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

脚本：○○○○ 

演出：○○○○ 

振付：○○○○                    

出演：○○○○○役 ○○○○、 ○○○○

○○○○○役 ○○○○、 ○○○○

○○○○○役 ○○○○、 ○○○○  他○○名 

舞台美術デザイン：○○○○ 

照明プラン：○○○○ 

音響プラン：○○○○ 

舞台監督：○○○○（○○株式会社、東京） 

大道具：○○○○（株式会社○○○○、東京） 

小道具：○○○○（株式会社○○○○、東京） 

衣裳：○○○○（有限会社○○○○、大阪） 

かつら：○○○○（株式会社○○○○、京都） 

番号 項 目 記 入 要 領 

⑤ 本活動の企画意図 ９ポイント以上の文字で、おおむね 300 字以内で簡潔に記入してください（別紙不可）。 

⑥

本活動の観客拡充

に関する取組 

社会に対する波及

効果 

９ポイント以上の文字で、それぞれおおむね 200 字以内で簡潔に記入してください（別紙不可）。 

⑧

本活動の内容 

（演目、テーマ・内

容、主な出演者、

主なスタッフ等） 

・上演演目のテーマ及び内容について、具体的に記入してください。

・複数の演目がある場合は、作品ごとに、主な出演者・スタッフ等を記入してください。 

・主な出演者については、出演日ごとに記入してください。

・客演、外部スタッフについては氏名の後にその所属団体及び所在地（都市名）を記入してくださ

い。 

・未確定の箇所については、その状況を明確に記入してください。（例：交渉中、予定、未定など） 

・経費を計上している出演者及びスタッフについては、可能な限り記入してください。

要望書個表 記入要領別記 分野別記入例・記入要領 

現代舞台芸術創造普及活動 舞踊
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【記入例】 

番号 項 目 記 入 要 領 

⑤ 本活動の企画意図 

９ポイント以上の文字で、おおむね 300 字以内で簡潔に記入してください（別紙不可）。 

演出意図については、⑤本活動の企画意図等に含んで記載いただいて構いません。 

「新演出」「再演」の場合は、着眼点を踏まえて、新たな取組内容を具体的に記述してください。 

⑥

本活動の観客拡充

に関する取組 

社会に対する波及

効果 

９ポイント以上の文字で、それぞれおおむね 200 字以内で簡潔に記入してください（別紙不可）。 

⑧

本活動の内容 

（演目、テーマ・内

容、主な出演者、主

なスタッフ等） 

・必ず活動内容を具体的に記入してください。

・タイトルが本決定ではない場合（仮）と入れてください。 

・複数の演目・曲目がある場合は、作品ごとに、主な出演者・スタッフ等を記入してください。 

・経費を計上している出演者及びスタッフについては、可能な限り記入してください。

・未定の場合は、「〇〇役△△△△（未定）」とし、配役決定時期を記載してください。 

・客演、外部スタッフの場合は氏名の後にその所属団体及び所在地（都市名）を記入してください。

・「創作初演」「新演出」「翻訳初演」「再演」について、演劇分野では、以下のような点に着目して企

画内容の審査が行われます。

＜創作初演の着眼点＞

当該活動のために新たに書き下ろされたオリジナル作品の舞台化であるか。又は、小説や随

筆等の原作があるものからの舞台化、あるいは翻案した作品であるか。 

＜新 演 出 の着 眼 点＞

 他団体で上演歴のある既存戯曲を当該団体の企画として行う活動であるか。又は、当該団体

で上演歴のある既存戯曲の企画内容を刷新して取り組む活動（改訂を含む。）であるか。 

＜翻訳初演の着眼点＞

 日本に初めて紹介する海外の作品であるか。又は、新たな翻訳により行う活動であるか。 

＜再 演 の 着 眼 点＞

 初演時からの変更について具体的なプランがあり、そのプランに新たな解釈や創意工夫、改善

等初演で達成できなかった内容の芸術的向上を目指す取組が認められる活動であるか。又は、

新たな公演地で実施するなど、普及に資する取組が認められる活動であるか。 

・必ず「あらすじ」を記入してください（あらすじのない作品の場合は、作品の構成等について記入

してください。）。

・再演作品の場合、可能な限り上演予定時間を記入してください。 

・翻訳作品には、必ず翻訳者名を記載してください。

（本活動の内容（演目、曲目、あらすじ、主な出演者、主なスタッフ等））

演目：「○○○○」 

 ［創作初演、新演出、翻訳初演、再演、その他（                ）］作品 

  ↑該当する作品内容を○で囲んでください。 

あらすじ：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

（上演予定時間 ○○○分） 

脚本：○○○○   演出：○○○○   振付：○○○○ 

出演：○○○○○役 ○○○○、○○○○ 

  ○○○○○役 ○○○○、○○○○ 

 ○○○○○役 ○○○○、○○○○  他○○名

舞台美術デザイン：○○○○          音響プラン：○○○○ 

舞台監督：○○○○（○○株式会社、東京）   大道具：○○○○（株式会社○○○○、東京） 

小道具：○○○○（株式会社○○○○、東京）  衣裳：○○○○（有限会社○○○○、大阪） 

かつら：○○○○（株式会社○○○○、京都）  

要望書個表 記入要領別記 分野別記入例・記入要領 

現代舞台芸術創造普及活動 演劇
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【記入例】 

番号 項 目 記 入 要 領 

⑤ 本活動の企画意図 

９ポイント以上の文字で、おおむね 300 字以内で簡潔に記入してください（別紙不可）。 

演出意図については、⑤本活動の企画意図等に含んで記載いただいて構いません。 

「新演出」「再演」の場合は、着眼点を踏まえて、新たな取組内容を具体的に記述してください。 

⑥

本活動の観客拡充

に関する取組 

社会に対する波及

効果 

９ポイント以上の文字で、それぞれおおむね 200 字以内で簡潔に記入してください（別紙不可）。 

⑧

本活動の内容 

（演目、テーマ・内

容、主な出演者、主

なスタッフ等） 

・必ず活動内容を具体的に記入してください。

・タイトルが本決定ではない場合（仮）と入れてください。 

・複数の演目・曲目がある場合は、作品ごとに、主な出演者・スタッフ等を記入してください。 

・経費を計上している出演者及びスタッフについては、可能な限り記入してください。

・未定の場合は、「〇〇役△△△△（未定）」とし、配役決定時期を記載してください。 

・客演、外部スタッフの場合は氏名の後にその所属団体及び所在地（都市名）を記入してください。

・「創作初演」「新演出」「翻訳初演」「再演」について、演劇分野では、以下のような点に着目して企

画内容の審査が行われます。

＜創作初演の着眼点＞

当該活動のために新たに書き下ろされたオリジナル作品の舞台化であるか。又は、小説や随

筆等の原作があるものからの舞台化、あるいは翻案した作品であるか。 

＜新 演 出 の着 眼 点＞

 他団体で上演歴のある既存戯曲を当該団体の企画として行う活動であるか。又は、当該団体

で上演歴のある既存戯曲の企画内容を刷新して取り組む活動（改訂を含む。）であるか。 

＜翻訳初演の着眼点＞

 日本に初めて紹介する海外の作品であるか。又は、新たな翻訳により行う活動であるか。 

＜再 演 の 着 眼 点＞

 初演時からの変更について具体的なプランがあり、そのプランに新たな解釈や創意工夫、改善

等初演で達成できなかった内容の芸術的向上を目指す取組が認められる活動であるか。又は、

新たな公演地で実施するなど、普及に資する取組が認められる活動であるか。 

・必ず「あらすじ」を記入してください（あらすじのない作品の場合は、作品の構成等について記入

してください。）。

・再演作品の場合、可能な限り上演予定時間を記入してください。 

・翻訳作品には、必ず翻訳者名を記載してください。

（本活動の内容（演目、曲目、あらすじ、主な出演者、主なスタッフ等））

演目：「○○○○」 

 ［創作初演、新演出、翻訳初演、再演、その他（                ）］作品 

  ↑該当する作品内容を○で囲んでください。 

あらすじ：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

（上演予定時間 ○○○分） 

脚本：○○○○   演出：○○○○   振付：○○○○ 

出演：○○○○○役 ○○○○、○○○○ 

  ○○○○○役 ○○○○、○○○○ 

 ○○○○○役 ○○○○、○○○○  他○○名

舞台美術デザイン：○○○○          音響プラン：○○○○ 

舞台監督：○○○○（○○株式会社、東京）   大道具：○○○○（株式会社○○○○、東京） 

小道具：○○○○（株式会社○○○○、東京）  衣裳：○○○○（有限会社○○○○、大阪） 

かつら：○○○○（株式会社○○○○、京都）  

要望書個表 記入要領別記 分野別記入例・記入要領 

現代舞台芸術創造普及活動 演劇
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【記入例／伝統芸能】 
（本活動の内容（演目、曲目、あらすじ、主な出演者、主なスタッフ等））

（芸能種別）「○○○○」

※ 芸能種別は、雅楽、声明、能、狂言、歌舞伎、人形浄瑠璃、邦楽（琵琶、尺八、箏曲、地歌、長唄、義太夫節など）、邦舞（歌舞伎

舞踊、上方舞、琉球舞踊）など具体的に記入してください。

演目「○○○○○」

※ この演目や曲目は、従来のチラシなどの記述に準じても可です。

例：管弦「○○」、舞楽「○○」、能「○○」□□（小書）、狂言「○○」、

歌舞伎や人形浄瑠璃「○○○○○」□□（段・場）、通し狂言「○○○」□□・□□・□□（段・場）

箏曲「○○」、地歌「○○」、○○節「□□□」など

出演者：シテ○○○○〔保〕、ワキ○○○○〔保〕〔客〕、笛○○○○〔客〕、小鼓○○○○〔客〕など

○○役○○○○、○○役○○○○、○○役○○○○など

箏○○○○、浄瑠璃○○○○、三味線○○○○など

スタッフ：脚本○○○○、演出○○○○、振付○○○○、作曲・作調○○○○など

※ 複数の演目・曲目がある場合は、作品ごとに、出演者・スタッフを記入してください。

※ スタッフは、特に必要でない場合は記入しなくても構いません。ただし創作初演及び下記の特別な工夫による再演の場合は、関わる

専門家を明記してください。

あらすじ：○○○○○○○○○○○○○○○○○○

※ 古典作品の再演の場合は原則として不要です。

※ 特別な演出や内容など新しい工夫によって上演する場合は、その概要及び関係者（演出、振付、作曲、舞台美術など）を以下のよ

うに記入してください。

例：今回の新工夫  従来は○○だが、今回、新たに○○を加えて～～

新工夫の関係者 演出○○○、振付○○○、作詞○○○、作曲○○○、作調○○○、美術○○○など

【記入例／大衆芸能】 
（本活動の内容（演目、曲目、あらすじ、主な出演者、主なスタッフ等））

（芸能種別）「○○○○」 

※ 芸能種別は、落語、講談、浪曲、漫才、奇術、太神楽曲芸、レビューなど自由に記入してください。 

  出演者：○○○役○○○、○○○役○○○ 他 

  スタッフ：脚本○○○、演出○○○、振付○○○、作曲○○○、作詞○○○ 

※ 必要に応じて記入してください。複数の演目・曲目がある場合は、作品ごとに、出演者・スタッフを記入してください。 

  あらすじ：○○○○○○○○○○○○○○○○ 

※ 古典作品の再演以外は必ず主題・企画意図などを説明してください。 

※ 寄席定席などのように、伝統的に上演演目を当日決めるものは、出演予定者を、それぞれの芸能種別をつけて記入してください。 

例：落語○○○○、漫才○○○○、浪曲○○○○、漫才○○○○など 

番号 項 目 記 入 要 領 

⑤ 本活動の企画意図 ９ポイント以上の文字で、おおむね 300 字以内で簡潔に記入してください（別紙不可）。 

⑥

本活動の観客拡充

に関する取組 

社会に対する波及

効果 

９ポイント以上の文字で、それぞれおおむね 200 字以内で簡潔に記入してください（別紙不可）。 

⑧

本活動の内容 

（演目、テーマ・内

容、主な出演者、

主なスタッフ等） 

・複数の演目・曲目がある場合は、作品ごとに、出演者・スタッフを記入してください。 

・申請団体の構成員以外の出演者やスタッフは、氏名の後に例えば〔客〕や〔外〕など、客演や外部

実演家などであることがわかるようにしてください。 

・経費を計上している出演者及びスタッフについては、可能な限り記入してください。

要望書個表 記入要領別記 分野別記入例・記入要領 

伝統芸能の公開活動 
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活動の収支予算

番号 1 活動名

（収入） （支出） 団体名　（氏名）

区分

会場名 千円 千円

使用席数 公演回数 *

*****

販売枚数 収入率 **.*% 構成・演出料 ○○　○○ ***,***

入場者数 入場率 **.*% 振付料 ○○　○○ ***,*** 千円

作曲料 ○曲 ***,***

席種 単価 × 枚数 単価×枚数 指揮料 ○○　○○ ***,***

Ｓ席 **,*** × *,*** **,***,*** 出演料 **,***円×*人×*回 ***,***

Ａ席 *,*** × *,*** **,***,*** **,***円×*人×*回 ***,***

Ｂ席 *,*** × *** *,***,*** 舞台監督料 ○○　○○ ***,***

Ｃ席 *,*** × *** *,***,*** 舞台美術デザイン料　　　○○　○○ ***,***

学生席 *,*** × *** *,***,*** 照明プラン料 ○○　○○ ***,***

会員席 *,*** × *** *,***,*** 音響プラン料 ○○　○○ ***,***

× 衣装デザイン料 ○○　○○ ***,***

× 著作権使用料 ***,***

招待券枚数→ *** 0 企画制作料　　　　　 **,***円×*人 ***,***

小計 *,*** **,***,***

合計 *,*** **,***,***

［活動に附帯するワークショップ・シンポジウム等収入］ ***,***円×*日 ***,*** 千円

千円 会場付帯設備使用料 ***,***

稽古場借料 *,***円×*回 ***,***

大道具費 ***,*** ***,***

［共催者負担金］ 小道具費 ***,*** ***,***

○○協会負担金　　 　*,***,*** 千円 道具運搬費 **,***円×*回 ***,***

舞台スタッフ費 **,***円×*人  ***,***

 ***,***

［補助金・助成金］

○○県補助金       　（申請中） ***,*** 千円 会場整理員謝金 *,***円×*人×*回　　 ***,*** 

○○財団助成金　    （申請予定）  ***,*** 交通費（○○－○○往復）

*,***円×*人×*回　　 **,*** 千円

［寄付金・協賛金］ 宿泊費 *,***円×*泊×*人 ***,***

寄付金　○○社　　    ***,*** 千円 案内状送付料 **円×***通　　 ***,***

協賛金　○○社　　    ***,*** 広告宣伝費（雑誌広告掲載料）　　　　　　　 ***,******,***

クラウドファンディング　　（実施予定）  ***,*** 入場券販売手数料

［プログラム・図録売上収入］ 　　基本登録料 ***,***

プログラム売上収入 千円 　　 *,***円×**枚×**％ **,***

　***円×*,***部　    *,***,*** 入場券印刷費 *円×*,***枚 **,***

チラシ印刷費 **円×*,***枚 　**,***

［広告料・その他収入］ チラシ折り込み費 **円×*,***枚 　**,***

　*,***円×**社　　    ***,*** 千円 ポスター印刷費 ***円×**枚 ***,***

　*,***円×**社　　    ***,*** プログラム印刷費　　　　**円×***部 ***,***

プログラム原稿料    　　*,***円×*人 ***,***

記録録画費 ***,***

小計（イ） 千円 記録写真費  ***,***

自己負担金（ロ） 千円 千円

千円  **,*** 千円

交付を受けようとする助成金の額

千円 千円

整理番号

入

場

料

収

入

そ

の

他

の

収

入

*,***

※　総額（イ）＋（ロ）と総額（Ａ）＋（Ｂ）は、必ず一致させてください。

　　 Ａ４判１枚に収まるように作成してください。

**,***

助成対象経費（Ａ）の２分の１以内、かつ自己負担金（ロ）の

範囲内の金額を記入してください。

総額（イ）＋（ロ）

入場料詳細は別紙記載→

割引販売を行っている場合のみ、

割引額の合計額を記入

入場券内訳（見込み）

令和２年度　交付要望書

**,***

*,***

*,***

*,***

会場使用料（○○文化会館共催割引料金適用）

○○文化会館

小計（Ａ）

*,***

*,***

第○○回公演「○○○○○」

****

使用席数×公演回数

****

****

総額（Ａ）＋（Ｂ）**,*** **,***

****,*** グリーン車料金分

助

成

対

象

経

費

作

品

借

料

*,***

*,***

会場設営・撤収人件費　**,***円×*人

*,***

**,***

経

費

B

助

成

対

象

外

会

場

具

・
舞

台

費

・

運

搬
費

出
演

費

・

音

楽

費
・

文

芸

費

*,***

謝
金

・

旅

費

・

宣
伝

費

等

一般社団法人　○○○○

内訳（円） 予算額（千円） 項目 内訳（円） 予算額（千円）

-***,***

⑫

①

② ②
③

④

⑤

⑩

⑥

⑬

③

⑨

⑦

⑪

⑧
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活動の収支予算

番号 1 活動名

（収入） （支出） 団体名　（氏名）

区分

会場名 千円 千円

使用席数 公演回数 *

*****

販売枚数 収入率 **.*% 構成・演出料 ○○　○○ ***,***

入場者数 入場率 **.*% 振付料 ○○　○○ ***,*** 千円

作曲料 ○曲 ***,***

席種 単価 × 枚数 単価×枚数 指揮料 ○○　○○ ***,***

Ｓ席 **,*** × *,*** **,***,*** 出演料 **,***円×*人×*回 ***,***

Ａ席 *,*** × *,*** **,***,*** **,***円×*人×*回 ***,***

Ｂ席 *,*** × *** *,***,*** 舞台監督料 ○○　○○ ***,***

Ｃ席 *,*** × *** *,***,*** 舞台美術デザイン料　　　○○　○○ ***,***

学生席 *,*** × *** *,***,*** 照明プラン料 ○○　○○ ***,***

会員席 *,*** × *** *,***,*** 音響プラン料 ○○　○○ ***,***

× 衣装デザイン料 ○○　○○ ***,***

× 著作権使用料 ***,***

招待券枚数→ *** 0 企画制作料　　　　　 **,***円×*人 ***,***

小計 *,*** **,***,***

合計 *,*** **,***,***

［活動に附帯するワークショップ・シンポジウム等収入］ ***,***円×*日 ***,*** 千円

千円 会場付帯設備使用料 ***,***

稽古場借料 *,***円×*回 ***,***

大道具費 ***,*** ***,***

［共催者負担金］ 小道具費 ***,*** ***,***

○○協会負担金　　 　*,***,*** 千円 道具運搬費 **,***円×*回 ***,***

舞台スタッフ費 **,***円×*人  ***,***

 ***,***

［補助金・助成金］

○○県補助金       　（申請中） ***,*** 千円 会場整理員謝金 *,***円×*人×*回　　 ***,*** 

○○財団助成金　    （申請予定）  ***,*** 交通費（○○－○○往復）

*,***円×*人×*回　　 **,*** 千円

［寄付金・協賛金］ 宿泊費 *,***円×*泊×*人 ***,***

寄付金　○○社　　    ***,*** 千円 案内状送付料 **円×***通　　 ***,***

協賛金　○○社　　    ***,*** 広告宣伝費（雑誌広告掲載料）　　　　　　　 ***,******,***

クラウドファンディング　　（実施予定）  ***,*** 入場券販売手数料

［プログラム・図録売上収入］ 　　基本登録料 ***,***

プログラム売上収入 千円 　　 *,***円×**枚×**％ **,***

　***円×*,***部　    *,***,*** 入場券印刷費 *円×*,***枚 **,***

チラシ印刷費 **円×*,***枚 　**,***

［広告料・その他収入］ チラシ折り込み費 **円×*,***枚 　**,***

　*,***円×**社　　    ***,*** 千円 ポスター印刷費 ***円×**枚 ***,***

　*,***円×**社　　    ***,*** プログラム印刷費　　　　**円×***部 ***,***

プログラム原稿料    　　*,***円×*人 ***,***

記録録画費 ***,***

小計（イ） 千円 記録写真費  ***,***

自己負担金（ロ） 千円 千円

千円  **,*** 千円

交付を受けようとする助成金の額

千円 千円

整理番号

入

場

料

収

入

そ

の

他

の

収

入

*,***

※　総額（イ）＋（ロ）と総額（Ａ）＋（Ｂ）は、必ず一致させてください。

　　 Ａ４判１枚に収まるように作成してください。

**,***

助成対象経費（Ａ）の２分の１以内、かつ自己負担金（ロ）の

範囲内の金額を記入してください。

総額（イ）＋（ロ）

入場料詳細は別紙記載→

割引販売を行っている場合のみ、

割引額の合計額を記入

入場券内訳（見込み）

令和２年度　交付要望書

**,***

*,***

*,***

*,***

会場使用料（○○文化会館共催割引料金適用）

○○文化会館

小計（Ａ）

*,***

*,***

第○○回公演「○○○○○」

****

使用席数×公演回数

****

****

総額（Ａ）＋（Ｂ）**,*** **,***

****,*** グリーン車料金分

助

成

対

象

経

費

作

品

借

料

*,***

*,***

会場設営・撤収人件費　**,***円×*人

*,***

**,***

経

費

B

助

成

対

象

外

会

場

具

・
舞

台

費

・

運

搬
費

出
演

費

・

音

楽

費
・

文

芸

費

*,***

謝
金

・

旅

費

・

宣
伝

費

等

一般社団法人　○○○○

内訳（円） 予算額（千円） 項目 内訳（円） 予算額（千円）

-***,***

⑫

①

② ②
③

④

⑤

⑩

⑥

⑬

③

⑨

⑦

⑪

⑧
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 番号・活動名 総表の活動一覧から、活動に対応する個表番号・活動名を記入してください。 

② 内訳 

金額は円単位で記入してください。 

記入に当たっては細目ごとに金額を積算してください。 

単価や日数など、可能な限り具体的に記入してください。 

③ 予算額 
金額は千円単位で記入してください。千円未満は切捨てとします。 

小計（Ａ）には各項目の予算額の合計を記入してください。 

④ 入場料収入 

想定している入場料収入を記入してください。灰色の箇所は自動計算となっています。 

・「入場料詳細は別紙記載」→複数会場で公演を実施する場合等は□にチェックを入れ、別

紙に詳細を記入してください。 

・「会場名」「使用席数」「公演回数」→使用する会場名、使用席数、公演回数を記入してくださ

い。使用席数は１ステージで使用する最大席数としてください。 

・「入場券内訳（見込み）」→席種、単価、販売枚数（公演会場における全ステージ分）を記入

してください。 

・「割引販売を行っている場合のみ割引額の合計額を記入」→団体販売、会員割引等により

実際の販売価格が単価×販売枚数と異なる場合はその差額を記入してください。 

（例：差額が１万円の場合「-10,000」とすること） 

⑤

活動に附帯するワ

ークショップ・シンポ

ジウム等収入 

助成対象となるワークショップ・シンポジウム等について収入を記入してください。 

※活動の仕込みからばらしの期間に実施し、かつ活動と同一会場にて実施されるもののみ。

⑥

共催者負担金 

補助金・助成金 

寄付金・協賛金 

共催者負担金については、実際に金銭の収入が発生する場合のみ計上してください。 

クラウドファンディングを実施する場合は［寄付金・協賛金］欄の内訳に記入してください。 

これらの収入については、要望書提出時の状況を記入し、見込額・予定額を計上 してくださ

い。補助金・助成金等の場合は「申請予定」「申請中」「決定済」。寄付金・協賛金の場合は

「交渉予定」「交渉中」「決定済」。クラウドファンディング等の場合は「実施予定」「実施中」「達

成」。

⑦
プログラム・図録等

売上収入 
助成対象公演以外のプログラム・DVD や団体グッズ等の売上は計上不要です。

⑧ 自己負担金（ロ） 
以下の通り、収入の合計と支出の合計の差額を記入してください。 

（自己負担金）＝（支出の合計：総額(A)+(B)）－（収入の合計：小計(イ)） 

⑨ 総額（イ）＋（ロ） 支出の総額（⑫総額（A）＋（B））と一致させてください。 

⑩ 助成対象経費 

支出経費は活動内容に則した積算とし、適切な収支予算となるようにしてください。 

内訳に記入する費目は「○○他」「その他」「雑費」等とはせず具体的な費目及び積算内容を

記入してください。 

交通費・宿泊費等は、仕込みからばらしの期間で必要な場合のみ計上してください。 

（現代舞台芸術創造普及活動はＰ.２０～２２、伝統芸能の公開活動はＰ.２５参照） 

⑪ 助成対象外経費 
現代舞台芸術創造普及活動はＰ.２０～２２、伝統芸能の公開活動はＰ.２５の「活動の収支予

算に記入する経費」のうち、「②助成対象外経費」にある経費を計上してください。 

⑫ 総額（Ａ）＋（Ｂ） 収入の総額（⑨総額（イ）＋（ロ））と一致させてください。 

⑬
交付を受けようとす

る助成金の額 

助成対象経費（Ａ）の２分の１以内、かつ自己負担金（ロ）の範囲内の金額を記入してくださ

い。 
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団体概要      （令和元年 11 月 1 日現在）

（ふりがな） いっぱんしゃだんほうじん 〇〇〇〇 代表者職名 理事長

団  体  名 一般社団法人 ○○○○
（ふりがな） ○○○ ○○○

○○ ○○代 表 者 氏 名

住所（所在地）
  〒***－**** 
   ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室

電 話 **-****-**** 
ＦＡＸ **-****-**** 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ･ｱﾄﾞﾚｽ http:// ・・・・・・・.com 法人番号

団体の種類 公益社団・財団   一般社団・財団   特定非営利活動法人   その他の法人    任意団体

団体設立年月 （西暦） ****年**月 法人設立年月 （西暦） ****年**月

事
業
目
的

将
来
像

組

織

役 職 員 団 体 構 成 員 及 び 加 入 条 件 等

会長      ○○○○

副会長     ○○○○

監事      ○○○○

事務局長    ○○○○

事務職員    ○○○○他*名

（１）団体構成員（維持会員は除く）

   個人 **人（委員・会員**人），団体数** 
（２）主な構成員

   ○○○○、○○○○、○○○○

（３）加入の条件

   ○○○○○○○○○○
経理担当者 ○○○○

監査担当者 ○○○○（○○会計事務所）

沿
革

****年に設立。****年に事業開始。

活

動

実

績

年度 活動名 回数 観客数 事業費 助成金・補助金／主催者名

平
成
29
年
度

主催

○○公演 *回 ***人 *,***千円 芸術文化振興基金    （***千円）

△△公演 **回 ***人 ***,***千円 文化芸術振興費補助金  （***千円）

▲▲公演 **回 ***人 *,***千円 ▲▲財団助成金     （***千円）

依頼 □□公演 他*活動 **回 株式会社□□ 他

海外 ●●公演 他*活動 *回 ●●市 他

平
成
30
年
度

主催

○○公演 *回 ***人 *,***千円 芸術文化振興基金    （***千円）

△△公演 **回 ***人 ***,***千円 文化芸術振興費補助金  （***千円）

▲▲公演 **回 ***人 *,***千円 ▲▲財団助成金     （***千円）

依頼 □□公演 他*活動 **回 株式会社□□ 他

海外 ■■公演 他*活動 **回 公益財団法人■■ 他

令
和
元
（
平
成
　
）
年
度

31

主催

○○公演 *回 ***人 *,***千円 芸術文化振興基金    （***千円）

△△公演 **回 ***人 ***,***千円 文化芸術振興費補助金  （***千円）

▲▲公演 **回 ***人 *,***千円 ▲▲財団助成金     （***千円）

依頼 □□公演 他*活動 *回 株式会社□□ 他

海外 ■■公演 他*活動 **回 公益財団法人■■ 他

財

務

状

況

年度 総収入（A） 総支出（B） 収支差（A-B） 各種補拠金・助成金等交付実績（文化庁及び振興会の助成金を除く）

Ｈ29 **,***千円 **,***千円  △***千円
○○補助金   *,***千円

○○県補助金  *,***千円

Ｈ30 **,***千円 **,**千円 ***千円 ○○市補助金  *,***千円

R1 **,***千円 **,**千円 ***千円 ○○市補助金  *,***千円

※ 定款又はこれに類する規約等を添付すること｡ 整理番号

⑩

①

⑥

③

②

⑦

⑧
⑨

⑤④
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 法人番号 
団体の法人番号を記入してください。（法人番号がある場合のみ） 

※国税庁より通知された法人等に指定される１３桁の番号です。

② 団体の種類 該当する項目を選択して記入してください。 

③ 事業目的・将来像 
定款・規約等の事業目的を記入してください。併せて、中長期的な団体の将来像や目指す

姿について記入してください。 

④ 組織／役職員 

常勤の役員、事務職員、技術職員、経理担当者及び監査担当者についてそれぞれの人数

を記入してください。また、主な役職員については氏名まで記入してください。 

経理担当者及び監査担当者は記入必須です。監査担当者が外部に所属している場合には

その旨を括弧書きしてください。

⑤
団体構成員及び加

入条件等 

団体構成員の人数、主な実演家（指揮者、振付家、ダンサー、俳優、落語家等）の氏名を記

入してください。また、名簿がある場合は添付してください（Ａ４判）。 

⑥ 沿革 

設立から現在までの組織の変遷、これまでに行った主な活動等を記入してください。 

重要無形文化財保持団体として認定された団体は、認定を受けた指定年月日を必ず記入し

てください。 

⑦
団体が主催した国

内の活動実績 

自ら主催した主要な日本国内の公演 について、活動名、公演回数、観客数、事業費を記入

してください。また、文化庁、日本芸術文化振興会、その他助成団体や地方公共団体から活

動に対する助成を受けた場合は助成事業名と助成金額を記入してください。 

書ききれない場合や、一つの活動に対して複数の助成を受けた場合は別紙に記入してください。

記入する活動は該当する応募分野のもののみ記入してください（音楽と舞踊など異なる応募

分野の活動をまとめて記入しないでください。）。

⑧
国内の依頼公演実

績 

日本国内の団体が企画制作したが主催ではない公演及び第三者から依頼を受けて行った

公演等（いわゆる売り公演等）について、代表的な活動名、活動の主催者を一つ記入 してく

ださい。また、文化庁及び日本芸術文化振興会の助成金を受けた場合は、助成事業名を記

入してください。なお、上記に該当しない公演（出演のみの公演等）については記入しないで

ください。

⑨ 海外公演実績 

海外の公演の実績のうち代表的なものを一つ記入してください。団体に所属する個人の実績

は記入しないでください。また、文化庁、日本芸術文化振興会、その他助成団体や地方公共

団体から活動に対する助成を受けた場合は助成事業名と助成金額を記入してください。 

⑩ 財務状況 

総収入は当該年度の団体の総収入額を、総支出は団体の総支出額を、収支差は団体の決

算上の損益額をそれぞれ記入してください。活動に対する助成金・補助金以外に、団体に対

する助成金・補助金を受けた場合も本欄に記入してください。 

令和元年度については予算額を記入してください。 
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団体概要      （令和元年 11 月 1 日現在）

（ふりがな） いっぱんしゃだんほうじん 〇〇〇〇 代表者職名 理事長

団  体  名 一般社団法人 ○○○○
（ふりがな） ○○○ ○○○

○○ ○○代 表 者 氏 名

住所（所在地）
  〒***－**** 
   ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室

電 話 **-****-**** 
ＦＡＸ **-****-**** 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ･ｱﾄﾞﾚｽ http:// ・・・・・・・.com 法人番号

団体の種類 公益社団・財団   一般社団・財団   特定非営利活動法人   その他の法人    任意団体

団体設立年月 （西暦） ****年**月 法人設立年月 （西暦） ****年**月

事
業
目
的

将
来
像

組

織

役 職 員 団 体 構 成 員 及 び 加 入 条 件 等

会長      ○○○○

副会長     ○○○○

監事      ○○○○

事務局長    ○○○○

事務職員    ○○○○他*名

（１）団体構成員（維持会員は除く）

   個人 **人（委員・会員**人），団体数** 
（２）主な構成員

   ○○○○、○○○○、○○○○

（３）加入の条件

   ○○○○○○○○○○
経理担当者 ○○○○

監査担当者 ○○○○（○○会計事務所）

沿
革

****年に設立。****年に事業開始。

活

動

実

績

年度 活動名 回数 観客数 事業費 助成金・補助金／主催者名

平
成
29
年
度

主催

○○公演 *回 ***人 *,***千円 芸術文化振興基金    （***千円）

△△公演 **回 ***人 ***,***千円 文化芸術振興費補助金  （***千円）

▲▲公演 **回 ***人 *,***千円 ▲▲財団助成金     （***千円）

依頼 □□公演 他*活動 **回 株式会社□□ 他

海外 ●●公演 他*活動 *回 ●●市 他

平
成
30
年
度

主催

○○公演 *回 ***人 *,***千円 芸術文化振興基金    （***千円）

△△公演 **回 ***人 ***,***千円 文化芸術振興費補助金  （***千円）

▲▲公演 **回 ***人 *,***千円 ▲▲財団助成金     （***千円）

依頼 □□公演 他*活動 **回 株式会社□□ 他

海外 ■■公演 他*活動 **回 公益財団法人■■ 他

令
和
元
（
平
成
　
）
年
度

31

主催

○○公演 *回 ***人 *,***千円 芸術文化振興基金    （***千円）

△△公演 **回 ***人 ***,***千円 文化芸術振興費補助金  （***千円）

▲▲公演 **回 ***人 *,***千円 ▲▲財団助成金     （***千円）

依頼 □□公演 他*活動 *回 株式会社□□ 他

海外 ■■公演 他*活動 **回 公益財団法人■■ 他

財

務

状

況

年度 総収入（A） 総支出（B） 収支差（A-B） 各種補拠金・助成金等交付実績（文化庁及び振興会の助成金を除く）

Ｈ29 **,***千円 **,***千円  △***千円
○○補助金   *,***千円

○○県補助金  *,***千円

Ｈ30 **,***千円 **,**千円 ***千円 ○○市補助金  *,***千円

R1 **,***千円 **,**千円 ***千円 ○○市補助金  *,***千円

※ 定款又はこれに類する規約等を添付すること｡ 整理番号

⑩

①

⑥

③

②

⑦

⑧
⑨

⑤④
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団体概要別紙

年度 活動名
公演

回数
観客数

事業費

（千円単位）
助成金・補助金

助成金額

（千円単位）

29 ○○定期公演 10 3000 3,000 千円 文化庁「舞台芸術創造活動活性化事業」 1,000 千円

29 ○○地方巡回公演 40 4000 10,000 千円
○○県（○○○千円）、○○市（○○○千

円）、○○財団（○○千円）
5,000 千円

30 ○○定期公演 10 3000 3,000 千円 文化庁「舞台芸術創造活動活性化事業」 1,000 千円

30 ○○地方巡回公演 40 4000 10,000 千円
○○県（○○○千円）、○○市（○○○千

円）、○○財団（○○千円）
5,000 千円

元 ○○定期公演 10 3000 3,000 千円 文化庁「舞台芸術創造活動活性化事業」 1,000 千円

元 ○○地方巡回公演 40 4000 10,000 千円
○○県（○○○千円）、○○市（○○○千

円）、○○財団（○○千円）
5,000 千円

①

② ③
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団体概要別紙

年度 活動名
公演

回数
観客数

事業費

（千円単位）
助成金・補助金

助成金額

（千円単位）

29 ○○定期公演 10 3000 3,000 千円 文化庁「舞台芸術創造活動活性化事業」 1,000 千円

29 ○○地方巡回公演 40 4000 10,000 千円
○○県（○○○千円）、○○市（○○○千

円）、○○財団（○○千円）
5,000 千円

30 ○○定期公演 10 3000 3,000 千円 文化庁「舞台芸術創造活動活性化事業」 1,000 千円

30 ○○地方巡回公演 40 4000 10,000 千円
○○県（○○○千円）、○○市（○○○千

円）、○○財団（○○千円）
5,000 千円

元 ○○定期公演 10 3000 3,000 千円 文化庁「舞台芸術創造活動活性化事業」 1,000 千円

元 ○○地方巡回公演 40 4000 10,000 千円
○○県（○○○千円）、○○市（○○○千

円）、○○財団（○○千円）
5,000 千円

①

② ③
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 団体概要別紙 
団体の主催公演実績について記入しきれない場合、本紙に記入してください。本紙について

は複数枚提出可能です。平成２９年度～令和元年度までの実績を記入してください。 

② 年度 公演を実施した年度を記入してください。 

③
助成金・補助金 

助成金額 

活動に対する助成金・補助金（特に、文化庁及び日本芸術文化振興会から支出されるもの）

について記入してください。複数の助成を受けた場合は各助成の内訳も記入してください。 
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個人略歴      （令和元年 11 月 1 日現在）

（注）代表者及び芸術上の中核となる者（芸術監督・プロデューサー等）の個人略歴をそれぞれ作成してください。

氏名 （本名）ふりがな  ○○ ○○ （芸名等）ふりがな ○○ ○○
役割 生年月 ****年**月

        ○○ ○○  ○○ ○○

住所 （自宅）     〒***－****  TEL **－****－**** 

          ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室 FAX **－****－**** 

（事務所・連絡先）〒***－**** TEL **－****－****（内線 ****） 

          ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室 FAX **－****－**** 

現職 ○○オペラ団芸術監督，演出家，

○○大学講師
（専門分野）オペラ演出

経歴 年   月 職歴・芸術団体所属歴・主な芸術活動歴

****年**月 オペラ「○○」（○○オペラ団）を演出

****年**月 オペラ「○○」（○○市民オペラ）を演出

****年**月～****年**月 ○○オペラ協会所属

****年**月 ○○音楽祭にてオペラ「○○○」（○○歌劇団）を演出

****年**月～****年**月 ○○にて在外研修

****年**月 海外公演にてオペラ「○○」（○○オペラ団）を演出

****年**月～ ○○オペラ団芸術監督

****年**月 オペラ「○○」（○○オペラ団）を演出

****年**月～ ○○大学講師

受賞歴 年   月 受 賞 歴 等

****年**月 第*回○○賞新人賞受賞

****年**月 第*回○○○賞受賞

※ Ａ４判１枚に収まるように作成してください。 整理番号

④

⑤

⑥

① ②
③
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個人略歴      （令和元年 11 月 1 日現在）

（注）代表者及び芸術上の中核となる者（芸術監督・プロデューサー等）の個人略歴をそれぞれ作成してください。

氏名 （本名）ふりがな  ○○ ○○ （芸名等）ふりがな ○○ ○○
役割 生年月 ****年**月

        ○○ ○○  ○○ ○○

住所 （自宅）     〒***－****  TEL **－****－**** 

          ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室 FAX **－****－**** 

（事務所・連絡先）〒***－**** TEL **－****－****（内線 ****） 

          ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室 FAX **－****－**** 

現職 ○○オペラ団芸術監督，演出家，

○○大学講師
（専門分野）オペラ演出

経歴 年   月 職歴・芸術団体所属歴・主な芸術活動歴

****年**月 オペラ「○○」（○○オペラ団）を演出

****年**月 オペラ「○○」（○○市民オペラ）を演出

****年**月～****年**月 ○○オペラ協会所属

****年**月 ○○音楽祭にてオペラ「○○○」（○○歌劇団）を演出

****年**月～****年**月 ○○にて在外研修

****年**月 海外公演にてオペラ「○○」（○○オペラ団）を演出

****年**月～ ○○オペラ団芸術監督

****年**月 オペラ「○○」（○○オペラ団）を演出

****年**月～ ○○大学講師

受賞歴 年   月 受 賞 歴 等

****年**月 第*回○○賞新人賞受賞

****年**月 第*回○○○賞受賞

※ Ａ４判１枚に収まるように作成してください。 整理番号

④

⑤

⑥

① ②
③
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 氏名 本名を記入してください（「芸術上の中核となる者」は該当分野での実演家であること）。 

② 芸名等 芸名等を記入してください。 

③ 役割 

団体の代表者、団体の芸術上中核者、活動の芸術上中核者を判別するため、以下の役割を

記入してください。 

・団体の代表者 → 「代」 

・団体の芸術上中核者 → 「芸」 

・活動の芸術上中核者 → 「活１※」「活２※」 （※の数字は対応する活動の個表番号を

表します。） 

団体の代表者と芸術上中核者が兼任となる場合は「代・芸」、「代・活１」等と記入してくださ

い。なお、提出可能な個人略歴は団体の芸術上中核者については１団体につき１部までとな

ります。 

④ 住所 
都道府県名から記入してください。ビル名、マンション名や号室についても必ず記入してくだ

さい。 

⑤ 経歴 
職歴・芸術団体所属歴・主な芸術活動歴を記入してください。書き切れない場合は、主要なも

のを記入してください。 

⑥ 受賞歴 受賞歴を記入してください。書き切れない場合は、主要なものを記入してください。 
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会場資料

（団体名）                

【１】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

公演時座席数 席 

【２】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

公演時座席数 席 

【３】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

公演時座席数 席 

【４】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

公演時座席数 席 

①

②

③

④

⑤
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 会場資料 
通常公演活動を行うことを目的としていない場所を活動の実施会場とする場合等は提出してくだ

さい。 

② 会場名 活動を実施する会場名を記入してください。 

③ 所在地 会場の住所を記入してください。 

④ 最寄り駅 会場の最寄り駅及び路線名を記入してください。 

⑤ 公演時座席数 会場の座席数を記入してください。 
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美術の創造普及に係る活動を行うことを主たる目的とする我が国の芸術家又は芸術に関する団体

等で次の (１ )～ (５ )のいずれかに該当し、かつ、下記の実績要件を充たすものとします。  

（１）一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、公益財団法人  

（２）特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）  

（３）上記（１）（２）以外の法人格を有する団体であって、原則として美術作家を擁する団体又は美術

展示施設を有する団体  

（４）法人格を有しない団体（任意団体）の場合は、次の要件をすべて充たしていること  

ア  主たる構成員が芸術家又は芸術団体であること  

イ  定款に類する規約等を有し、次のウ～オについて明記されていること  

ウ  団体の意思を決定し、執行する組織が確立されていること  

エ  自ら経理し、監査する等会計組織を有すること  

オ  団体活動の本拠としての事務所を有すること  

カ  令和元年１１月１日現在、団体設立後、１年以上の芸術活動実績を有すること  

（５）責任を持って活動を遂行する能力と意欲を有する芸術家個人又は芸術家のグループ  

（ただし、自ら制作した作品を展示する場合に限る。）  

 助成の対象となる者 

助成の対象となる者が自ら主催して我が国において行う美術（絵画、彫刻、インスタレーション、写

真、映像、工芸、書等）やデザイン、建築、メディア芸術（漫画、アニメーション、メディア・アート等）等

の展示を対象とします。  

アートプロジェクトや芸術祭も対象です。  

なお、下記「助成の対象となる者」が行う、いわゆる個展、グループ展等の展示については、それぞ

れ自ら制作した作品を５日間以上展示するものとします。  

（注）美術館等が主催する美術に関する展示については、別に募集する「地域文化施設公演・展示活

動（美術館等展示）」に応募してください（助成対象活動募集案内－その３－参照）。  

また、アマチュア等の文化団体が主催する美術に関する展示については、別に募集する「アマ

チュア等の文化団体活動」に応募してください（助成対象活動募集案内－その３－参照）。  

 助成の対象となる活動 

 ３．美術の創造普及活動３．美術の創造普及活動 

過去に日本国内で自ら主催する美術に関する展示を実施しているものとします（提出された実績資

料で確認します。）。  

 実績要件 



－44－ 

 

美術の創造普及に係る活動を行うことを主たる目的とする我が国の芸術家又は芸術に関する団体

等で次の (１ )～ (５ )のいずれかに該当し、かつ、下記の実績要件を充たすものとします。  

（１）一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、公益財団法人  

（２）特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）  

（３）上記（１）（２）以外の法人格を有する団体であって、原則として美術作家を擁する団体又は美術

展示施設を有する団体  

（４）法人格を有しない団体（任意団体）の場合は、次の要件をすべて充たしていること  

ア  主たる構成員が芸術家又は芸術団体であること  

イ  定款に類する規約等を有し、次のウ～オについて明記されていること  

ウ  団体の意思を決定し、執行する組織が確立されていること  

エ  自ら経理し、監査する等会計組織を有すること  

オ  団体活動の本拠としての事務所を有すること  

カ  令和元年１１月１日現在、団体設立後、１年以上の芸術活動実績を有すること  

（５）責任を持って活動を遂行する能力と意欲を有する芸術家個人又は芸術家のグループ  

（ただし、自ら制作した作品を展示する場合に限る。）  

 助成の対象となる者 

助成の対象となる者が自ら主催して我が国において行う美術（絵画、彫刻、インスタレーション、写

真、映像、工芸、書等）やデザイン、建築、メディア芸術（漫画、アニメーション、メディア・アート等）等

の展示を対象とします。  

アートプロジェクトや芸術祭も対象です。  

なお、下記「助成の対象となる者」が行う、いわゆる個展、グループ展等の展示については、それぞ

れ自ら制作した作品を５日間以上展示するものとします。  

（注）美術館等が主催する美術に関する展示については、別に募集する「地域文化施設公演・展示活

動（美術館等展示）」に応募してください（助成対象活動募集案内－その３－参照）。  

また、アマチュア等の文化団体が主催する美術に関する展示については、別に募集する「アマ

チュア等の文化団体活動」に応募してください（助成対象活動募集案内－その３－参照）。  

 助成の対象となる活動 

 ３．美術の創造普及活動３．美術の創造普及活動 

過去に日本国内で自ら主催する美術に関する展示を実施しているものとします（提出された実績資

料で確認します。）。  

 実績要件 
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以下の活動は原則として助成の対象とならず、応募できません。

○ 作品を販売する活動

○ 政治的又は宗教的な宣伝意図を有する活動

○ 慈善事業への寄付を目的として行われる活動

○ あらかじめ企画・制作されたものを購入する展示

○ 独立行政法人日本芸術文化振興会と共催する活動

※ 共催しない場合であっても、当振興会に支払いが生じる経費については計上できません。ただし、当振興会が設置・

運営する劇場を借りて実施する活動に要する会場使用料（付帯設備費を含みます。）、稽古場使用料等についてはこの

限りではありません。

○ 文化庁の補助金や委託費等が支出される活動

※ P.８「他の助成事業等への重複応募」参照

○ 特定の企業名等を活動名に付す、いわゆる「名称冠公演」

※ ネーミングライツにより施設名に企業名が入る場合を除きます。

○ コンクール・コンテストを主たる目的とする活動

○ 教育研究を主たる目的とする活動

○ 展示を伴わない、ワークショップ・講演会・シンポジウムのみの活動

（注）地方公共団体からの補助金・助成金等や、民間の助成団体からの助成金等、企業からの協賛

金等の交付を受ける活動であっても助成の対象となり得ますが、その場合は要望書の所定の欄に必

ずその旨を記入してください。

【企画内容】

ア 活動内容が具体的であること

イ 活動計画が当該団体等の過去の実績等から推測して実現可能であること

ウ 活動の目的及び内容が優れていること

エ 当該団体等及び当該活動の今後の発展に期待が持てること

【運営】

オ 団体の場合は、団体の運営（経理処理を含む）が適正であること

カ 予算積算等が適切であること

【社会性】

キ 活動が社会的に開かれたものであること

ク 観客層拡充等の努力を行っていること

【その他】

ケ 助成の緊要度が高い活動であること

コ グループ・個人の場合は、推薦書において、推薦内容及び理由が具体的に示されている

こと

審査基準

応募のあった活動については、以下の基準により審査を行いますので、必ず御確認ください。

応募できない活動
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項 目 細目 内 訳

①

助

成

対

象

経

費

作 品 料

企画制作費

作品料
作品借料、作品保険料、著作権使用料、作品制作謝金（注１）、

作品制作材料費（注１）

企画制作費 企画制作料（キュレーター費、キュレトリアルスタッフ費等）（注２）

会 場 費

設 営 費

運 搬 費

会場費 会場使用料（付帯設備費を含む。）

設営費
会場設営費、会場撤去費、字幕費・音声ガイド費（障害者対応に係る経費を含

む。）、機材借料（障害者対応に係る経費を含む。）

運搬費
作品梱包・運搬費
※搬入（設営）から搬出（撤去）までの期間で必要な場合のみ。

（ただし、作品借用・返却に係る運搬費は搬入から搬出までの期間外であっても計上可。）

謝 金

旅 費

宣 伝 費

等

謝 金

図録等編集謝金、図録等原稿執筆謝金、会場監視員謝金、託児謝金、

講演謝金、駐車場整理謝金、医師・看護師謝金、手話通訳謝金、

要約筆記謝金、パフォーマンス出演謝金（注３）

旅 費

交通費、宿泊費、日当（宿泊を伴う場合のみ。）
※搬入（設営）から搬出（撤去）までの期間で必要な場合のみ。

（ただし、作品借用・返却に係る旅費は搬入から搬出までの期間外であっても計上可。）

※作品の制作に係る旅費は除く。

通信費

案内状送付料
※資料交換を目的とした図録送付に係る通信費は除く。

※宣伝を目的とした送付物の通信費に限る。

※作品の募集案内に係る経費を含む。

宣伝費
広告宣伝費（新聞、雑誌、駅貼り、宣伝デザイン料等）、

入場券等販売手数料、立看板費、当該活動の告知用ウェブサイト作成料
※点字に係る経費を含む。

印刷費

図録印刷費、チラシ印刷費、ポスター印刷費、入場券印刷費、

アンケート用紙印刷費、各種デザイン料
※作品の募集案内に係る経費、点字に係る経費を含む。

※会期後に製作する記録集に係る経費は除く。

記録費
録画費、写真費
※当該活動の成果として記録するものに限る。

②
助
成
対
象
外
経
費

○コンクールに係る審査経費（謝金・旅費等）及び賞金・賞品代

○航空・列車運賃の特別料金（ファーストクラス・ビジネス料金、グリーン料金等）

○自ら設置し又は管理する会場施設において展示を行う場合の会場使用料

○催事（イベント）保険料
※助成対象外経費については、上記に記載された費目のみ記入できます。

①・②活動の収支予算に記入する経費（令和２年度に自ら支払った経費であることが銀行振込明細書等により確認できること）

（注)

○ 活動終了後、解体・撤去等によって主催者の財産とならない形態の展示品（インスタレーション等）については、作品制

作材料費及び作品制作謝金を計上できます。（注１）

○ 企画制作料は、事務職員の給与や事務所維持費のような管理経費ではなく、助成対象活動における企画・

制作等に直接関わるスタッフ人件費が対象となります。（注２）

○ パフォーマンス等の経費は、展示の一環として同一会場で行われるものに限り、計上できます。（注３）

○ ワークショップ等に係る経費は、展示期間に展示会場において行う場合に限り、助成対象経費に計上することができます。

○ 上記①に記載のない経費についてはお問合せください。

経費区分表
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③活動の収支予算に記入できない経費 （(ｱ)～(ｵ)の詳細についてはＰ．５参照） 

(ｱ) ○事務所維持費 ○事務職員給与 ○振込手数料 ○電話代  

○ウェブサイト作成運用費（常設のもの等）  ○予備費 等  

(ｲ) ○事務機器･事務用品等の購入･借用費 ○書籍・ＣＤ等資料購入費 ○制作用具購入費  

○備品等購入費 等  

(ｳ) ○印紙代 ○ビザ取得経費 等 

(ｴ) ○交際費・接待費 ○レセプション・パーティーに係る経費 ○打ち上げ費 ○飲食に係る経費  

○記念品代 等 

(ｵ) ○活動終了後、助成金の交付を受けようとする主催者の財産になり得る美術作品の制作費  

○美術作品の買い上げ費 ○作品の恒久的な設置経費 

○取材・会議等に係る経費 ○ガソリン代（レンタカーに係る場合は除く。）  

〇当振興会へ支払う経費（会場の使用に係る場合等を除く。） 等 

（注）これらの経費は、外部に委託した場合についても記入できません。 

－46－

項 目 細目 内 訳

①

助

成

対

象

経

費

作 品 料

企画制作費

作品料
作品借料、作品保険料、著作権使用料、作品制作謝金（注１）、

作品制作材料費（注１）

企画制作費 企画制作料（キュレーター費、キュレトリアルスタッフ費等）（注２）

会 場 費

設 営 費

運 搬 費

会場費 会場使用料（付帯設備費を含む。）

設営費
会場設営費、会場撤去費、字幕費・音声ガイド費（障害者対応に係る経費を含

む。）、機材借料（障害者対応に係る経費を含む。）

運搬費
作品梱包・運搬費
※搬入（設営）から搬出（撤去）までの期間で必要な場合のみ。

（ただし、作品借用・返却に係る運搬費は搬入から搬出までの期間外であっても計上可。）

謝 金

旅 費

宣 伝 費

等

謝 金

図録等編集謝金、図録等原稿執筆謝金、会場監視員謝金、託児謝金、

講演謝金、駐車場整理謝金、医師・看護師謝金、手話通訳謝金、

要約筆記謝金、パフォーマンス出演謝金（注３）

旅 費

交通費、宿泊費、日当（宿泊を伴う場合のみ。）
※搬入（設営）から搬出（撤去）までの期間で必要な場合のみ。

（ただし、作品借用・返却に係る旅費は搬入から搬出までの期間外であっても計上可。）

※作品の制作に係る旅費は除く。

通信費

案内状送付料
※資料交換を目的とした図録送付に係る通信費は除く。

※宣伝を目的とした送付物の通信費に限る。

※作品の募集案内に係る経費を含む。

宣伝費
広告宣伝費（新聞、雑誌、駅貼り、宣伝デザイン料等）、

入場券等販売手数料、立看板費、当該活動の告知用ウェブサイト作成料
※点字に係る経費を含む。

印刷費

図録印刷費、チラシ印刷費、ポスター印刷費、入場券印刷費、

アンケート用紙印刷費、各種デザイン料
※作品の募集案内に係る経費、点字に係る経費を含む。

※会期後に製作する記録集に係る経費は除く。

記録費
録画費、写真費
※当該活動の成果として記録するものに限る。

②
助
成
対
象
外
経
費

○コンクールに係る審査経費（謝金・旅費等）及び賞金・賞品代

○航空・列車運賃の特別料金（ファーストクラス・ビジネス料金、グリーン料金等）

○自ら設置し又は管理する会場施設において展示を行う場合の会場使用料

○催事（イベント）保険料
※助成対象外経費については、上記に記載された費目のみ記入できます。

①・②活動の収支予算に記入する経費（令和２年度に自ら支払った経費であることが銀行振込明細書等により確認できること）

（注)

○ 活動終了後、解体・撤去等によって主催者の財産とならない形態の展示品（インスタレーション等）については、作品制

作材料費及び作品制作謝金を計上できます。（注１）

○ 企画制作料は、事務職員の給与や事務所維持費のような管理経費ではなく、助成対象活動における企画・

制作等に直接関わるスタッフ人件費が対象となります。（注２）

○ パフォーマンス等の経費は、展示の一環として同一会場で行われるものに限り、計上できます。（注３）

○ ワークショップ等に係る経費は、展示期間に展示会場において行う場合に限り、助成対象経費に計上することができます。

○ 上記①に記載のない経費についてはお問合せください。

経費区分表
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様式第 1号（第 3 条関係）

【総表】

令和２年度 芸術文化振興基金

助 成 金 交 付 要 望 書

令和元年 11月**日 

独立行政法人日本芸術文化振興会理事長 殿

       〒***－****                 

住所（所在地） ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室 

団 体 名（主催者）○○の会        

代 表 者 職 名  理事長         

代 表 者 氏 名  ○○ ○○      印

下記の活動を行いたいので、芸術文化振興基金助成金交付要綱第３条の規定に基づき、助成金の交付を要望します。

記

活動区分 美術の創造普及活動 

【活動一覧】

※ Ａ４判１枚に収まるように作成してください。

個表番号 活動名 

１ ○○○○展 

２ △△△展 

担 当 者 

所属 ･氏名 

事務局 制作担当 

○○ ○○
電話 

**－****－****(内線****) 

(時間外連絡先***－****－****) 

ＦＡＸ **－****－**** 

E-mail ○○○＠○○.○○

整理番号

①

②

③

⑤

⑧

⑥

④

⑦
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様式第 1号（第 3 条関係）

【総表】

令和２年度 芸術文化振興基金

助 成 金 交 付 要 望 書

令和元年 11月**日 

独立行政法人日本芸術文化振興会理事長 殿

       〒***－****                 

住所（所在地） ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室 

団 体 名（主催者）○○の会        

代 表 者 職 名  理事長         

代 表 者 氏 名  ○○ ○○      印

下記の活動を行いたいので、芸術文化振興基金助成金交付要綱第３条の規定に基づき、助成金の交付を要望します。

記

活動区分 美術の創造普及活動 

【活動一覧】

※ Ａ４判１枚に収まるように作成してください。

個表番号 活動名 

１ ○○○○展 

２ △△△展 

担 当 者 

所属 ･氏名 

事務局 制作担当 

○○ ○○
電話 

**－****－****(内線****) 

(時間外連絡先***－****－****) 

ＦＡＸ **－****－**** 

E-mail ○○○＠○○.○○

整理番号

①

②

③

⑤

⑧

⑥

④

⑦
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 年月日 要望書の提出年月日を 11 月 1 日から 11 日の間で記入してください。 

②

郵便番号 

住所 

団体名 

代表者職・氏名 

団体の住所、団体名、代表者職、氏名を記入してください。 

住所は郵便物が必ず届くよう、郵便番号及び都道府県名、マンション等の部屋番号、

「△△△様方」も記入してください。

提出書類「団体概要」と内容を同一にしてください。 

個人で応募する場合は団体名は記入しないでください。

代表者の団体内における役職名と氏名を記入し、必ず押印してください。

法人格を有する団体については、法人の代表者として登録している代表者印を押印してくださ

い。

③ 活動区分 応募する活動区分であることを確認してください。 

④ 個表番号 
活動の開始日が早いものから順に記入してください。

展示の開始日を基準にしてください。

⑤ 活動名 チラシ等の広報に使用される具体的な活動名を記入してください。 

⑥ 担当者所属・氏名
実務担当者の所属・氏名を記入してください。 

複数人記載する場合は主に実務を行う者を先頭に記載してください。 

⑦
電 話 ・ Ｆ Ａ Ｘ ・

E-mail 
それぞれ実務担当者の連絡先を記入してください。 

⑧ 整理番号 当振興会使用欄です。何も記入しないでください。他のページについても同様です。 
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個表
個表

番号
1 

活  動  区  分

※募集案内をご参照ください。
美術の創造普及活動

（ ふ り が な ）

 活 動 名

      ○○○○てん

    ○○○○展       

活

動

の

目

的

及

び

内

容

（本活動の企画意図）

（本活動の観客層拡充等に関する取組）

（本活動の社会に対する波及効果）

（実施時期、実施会場、所在地、実施回数・日数）

 令和**年**月**日～令和**年**月**日 ○○美術館展示室（○○県○○市○○町）         合計 *ヶ所 *日間 

 搬入 令和**年**月**日～**月**日   搬出 令和**年**月**日～**月**日 

（本活動の内容（展示作品の種類・点数、主な作品名・出品者名、展示内容等））

 展示作品の種類：彫刻、絵画

 展示作品の点数：**点

主な作品名（出品者名）：

      作品名「○○○○」（出品者○○○○）   作品名「○○○○」（出品者○○○○）

      作品名「○○○○」（出品者○○○○）   作品名「○○○○」（出品者○○○○）

      作品名「○○○○」（出品者○○○○）   作品名「○○○○」（出品者○○○○）

      作品名「○○○○」（出品者○○○○）   作品名「○○○○」（出品者○○○○）

 展示内容：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

      ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

 関連イベント：

 日時：○月○日 ○時～  会場：○○美術館 ○○室

 講演会：「○○○○○○○○」  講師：○○○○（〇〇作家・東京都）、○○○○（〇〇大学教授・大阪府）

（特記事項）

共催者名・共同制作者名

協賛者名・ 後援者名 等

とその役割、助成団体

共催：○○協会（共催金負担）、○○美術館（会場提供）、後援：○○大使館（名義使用）

協賛：株式会社○○（協賛金拠出）ほか○社

助成：○○財団（申請中）○○県補助金（申請予定）

※ 記入に当たっては、記入例を参照してください。 

Ａ４判１枚に収まるように作成してください。
整理番号

②

⑤

⑥

⑦

③

④

①

⑧
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番号 項 目 記 入 要 領 

個表番号 総表の個表番号に対応する番号を記入してください。

活動名 チラシ等の広報に使用される具体的な活動名とふりがなを記入してください。 

本活動の企画意

図 
本活動を行う企画意図を簡潔に記入してください。
※団体の紹介は別紙の「団体概要」に記入してください。

本活動の観客層

拡 充 等 に 関 す る

取組及び本活動

の社会に対する波

及効果 

本活動における観客層拡充等に関する取組について記入してください。 

併せて、本活動により、社会における幅広い分野（例：教育、福祉、まちづくり、観光・産業等）

に対して、どのような影響を及ぼすことが期待できるのかを簡潔に記入してください。 
※次のような波及効果が考えられます。

地域経済の活性化、観光振興への寄与、地域社会の活性化と連帯感の醸成、地域コミュニティの再生、

地元の価値の再発見、情操教育の促進、社会的弱者の社会参画の推進 等

実施時期、実施会

場、所在地、実施

回数・日数 

会場所在地についても町名・地区名等まで含め、括弧書きで必ず記入してください。

※会場の詳細は「会場資料」に記入し、添付してください。

本活動の内容 
（展示作品の種類・点

数、主な作品名・出品

者名、展示内容等） 

作品の種類・点数及び主な作品名・出品者名、展示内容等を記入してください。 

展示期間中に、展示会場と同一の会場にて行うワークショップ等を行う場合は関連イベントとし

て事業内容を記入してください。

特記事項 当該活動の特色や特に強調したい事柄を簡潔に記入してください。

共催者名・共同制

作 者 名 ・ 協 賛 者

名・後援者名とそ

の役割、助成団体

活動に対する共催者・共同制作者や後援者等の具体的な役割を記入してください。 

地方公共団体からの助成金・補助金、民間の助成団体からの助成金、企業からの協賛金等に

ついては、申請中であっても必ず記入してください。 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
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個表
個表

番号
1 

活  動  区  分

※募集案内をご参照ください。
美術の創造普及活動

（ ふ り が な ）

 活 動 名

      ○○○○てん

    ○○○○展       

活

動

の

目

的

及

び

内

容

（本活動の企画意図）

（本活動の観客層拡充等に関する取組）

（本活動の社会に対する波及効果）

（実施時期、実施会場、所在地、実施回数・日数）

 令和**年**月**日～令和**年**月**日 ○○美術館展示室（○○県○○市○○町）         合計 *ヶ所 *日間 

 搬入 令和**年**月**日～**月**日   搬出 令和**年**月**日～**月**日 

（本活動の内容（展示作品の種類・点数、主な作品名・出品者名、展示内容等））

 展示作品の種類：彫刻、絵画

 展示作品の点数：**点

主な作品名（出品者名）：

      作品名「○○○○」（出品者○○○○）   作品名「○○○○」（出品者○○○○）

      作品名「○○○○」（出品者○○○○）   作品名「○○○○」（出品者○○○○）

      作品名「○○○○」（出品者○○○○）   作品名「○○○○」（出品者○○○○）

      作品名「○○○○」（出品者○○○○）   作品名「○○○○」（出品者○○○○）

 展示内容：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

      ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

 関連イベント：

 日時：○月○日 ○時～  会場：○○美術館 ○○室

 講演会：「○○○○○○○○」  講師：○○○○（〇〇作家・東京都）、○○○○（〇〇大学教授・大阪府）

（特記事項）

共催者名・共同制作者名

協賛者名・ 後援者名 等

とその役割、助成団体

共催：○○協会（共催金負担）、○○美術館（会場提供）、後援：○○大使館（名義使用）

協賛：株式会社○○（協賛金拠出）ほか○社

助成：○○財団（申請中）○○県補助金（申請予定）

※ 記入に当たっては、記入例を参照してください。 

Ａ４判１枚に収まるように作成してください。
整理番号

②

⑤

⑥

⑦

③

④

①

⑧
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活動の収支予算
番号 1 活動名

（収入） （支出） 団体名　（氏名） ○○の会
区分

［作品料］

単価 × 枚数 単価×枚数 千円 作品借料 ***,***円×*点　 *,***,*** 千円

一般 *,*** × *,*** *,***,*** 作品保険料

大・高生 *** × *,*** *,***,*** 　評価額　*,***,***円×**／*,**** ***,***

小人 *** × *** ***,***

一般（団体） *,*** × *** *,***,*** 作品制作謝金 ***,***円×*点　 *,***,***

大・高生（団体） *** × *** *,***,*** 著作権使用料 ***,***円×*点　 *,***,***

小人（団体） *** × *** ***,***

× ［企画制作費］

× キュレーター費 ***,***円×*人 *,***,***

×

*,*** **,***,***

（入場料無料の場合は必ず理由を記入） ［会場費］

会場使用料（○○美術館）　**,***円×*日 ***,*** 千円

会場付帯設備使用料 ***,***

［活動に附帯するワークショップ・シンポジウム等収入］

［設営費］

解説パネル製作費 ***,***

展示用機材レンタル費 ***,***

［運搬費］

作品搬入・搬出アルバイト ***,***

　*,***円×*人×*日　

作品運搬費 **,***円×*回　  ***,***

　*,***,*** 千円

［謝金］

監視員謝金 *,***円×*人×*回　　 ***,*** *,*** 千円

講演会講師謝金    **,***円×*人 **,***

○○県補助金  (申請予定）     　　 ***,*** 千円 図録原稿料 *,***円×*人 **,***

***,*** ［旅費］

作家展示立会交通費（月／日）

　（○○－○○往復）*,***円×*人　　 ***,***

寄付金　○○社　　    ***,*** 千円 ［通信費］

協賛金　○○社　　    ***,*** 案内状送付料 **円×***通　　 ***,***

協賛金　株式会社○○（決定）  ***,***

クラウドファンディング（予定）  ***,*** ［宣伝費］

広告宣伝費（雑誌広告掲載料） ***,***

図録売上収入 千円 ［印刷費］

 *,***,*** 入場券印刷費 *円×*,***枚　　 ***,***

チラシ印刷費 **円×*,***枚 ***,***

ポスター印刷費 ***円×*,***枚　　 **,***

 ***,*** 千円 図録製作費　　　　　　　　**円×***部 **,***

 ***,*** 講演会資料印刷費    **円×***枚 　**,***

［記録費］

記録録画費 ***,***

千円 記録写真費 ***,***

千円

千円

千円  **,*** 千円

交付を受けようとする助成金の額

千円 千円

整理番号

**,***

**,***総額（イ）＋（ロ）

［寄付金・協賛金］

*,***

助成対象経費（Ａ）の２分の１以内、かつ自己負担金（ロ）の
範囲内の金額を記入してください。

［広告料・その他収入］

*,***

**,***

*,***

　*,***円×**社　　   

　*,***円×**社　　   

小計（イ）

　***円×*,***部　   

**,***

**,***

小計（Ａ） **,***

**グリーン車料金分

経
費

B

助
成
対
象
外

総額（Ａ）＋（Ｂ）

合計

作
品
料
・
企
画
制
作
費

［共催者負担金］

内訳（円） 予算額（千円）

*,***

内訳（円） 予算額（千円） 項目

*,***

入場券内訳（見込み）

自己負担金（ロ）

*,***

*,***

会
場
費
・
設
営
費
・
運
搬
費

○○協会負担金　　

［補助金・助成金］

令和２年度　交付要望書(美術の創造普及活動）

○○展

入
場
料
収
入

助

成

対

象

経

費

そ

の

他

の

収

入
［図録等売上収入］

謝
金
・
旅
費
・
宣
伝
費
等

*,***

○○財団助成金（申請中）　       

② ③ ② ③

④

⑧

⑨

⑫

⑩

⑪

⑬

⑤

⑥

①

⑦
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活動の収支予算
番号 1 活動名

（収入） （支出） 団体名　（氏名） ○○の会
区分

［作品料］

単価 × 枚数 単価×枚数 千円 作品借料 ***,***円×*点　 *,***,*** 千円

一般 *,*** × *,*** *,***,*** 作品保険料

大・高生 *** × *,*** *,***,*** 　評価額　*,***,***円×**／*,**** ***,***

小人 *** × *** ***,***

一般（団体） *,*** × *** *,***,*** 作品制作謝金 ***,***円×*点　 *,***,***

大・高生（団体） *** × *** *,***,*** 著作権使用料 ***,***円×*点　 *,***,***

小人（団体） *** × *** ***,***

× ［企画制作費］

× キュレーター費 ***,***円×*人 *,***,***

×

*,*** **,***,***

（入場料無料の場合は必ず理由を記入） ［会場費］

会場使用料（○○美術館）　**,***円×*日 ***,*** 千円

会場付帯設備使用料 ***,***

［活動に附帯するワークショップ・シンポジウム等収入］

［設営費］

解説パネル製作費 ***,***

展示用機材レンタル費 ***,***

［運搬費］

作品搬入・搬出アルバイト ***,***

　*,***円×*人×*日　

作品運搬費 **,***円×*回　  ***,***

　*,***,*** 千円

［謝金］

監視員謝金 *,***円×*人×*回　　 ***,*** *,*** 千円

講演会講師謝金    **,***円×*人 **,***

○○県補助金  (申請予定）     　　 ***,*** 千円 図録原稿料 *,***円×*人 **,***

***,*** ［旅費］

作家展示立会交通費（月／日）

　（○○－○○往復）*,***円×*人　　 ***,***

寄付金　○○社　　    ***,*** 千円 ［通信費］

協賛金　○○社　　    ***,*** 案内状送付料 **円×***通　　 ***,***

協賛金　株式会社○○（決定）  ***,***

クラウドファンディング（予定）  ***,*** ［宣伝費］

広告宣伝費（雑誌広告掲載料） ***,***

図録売上収入 千円 ［印刷費］

 *,***,*** 入場券印刷費 *円×*,***枚　　 ***,***

チラシ印刷費 **円×*,***枚 ***,***

ポスター印刷費 ***円×*,***枚　　 **,***

 ***,*** 千円 図録製作費　　　　　　　　**円×***部 **,***

 ***,*** 講演会資料印刷費    **円×***枚 　**,***

［記録費］

記録録画費 ***,***

千円 記録写真費 ***,***

千円

千円

千円  **,*** 千円

交付を受けようとする助成金の額

千円 千円

整理番号

**,***

**,***総額（イ）＋（ロ）

［寄付金・協賛金］

*,***

助成対象経費（Ａ）の２分の１以内、かつ自己負担金（ロ）の
範囲内の金額を記入してください。

［広告料・その他収入］

*,***

**,***

*,***

　*,***円×**社　　   

　*,***円×**社　　   

小計（イ）

　***円×*,***部　   

**,***

**,***

小計（Ａ） **,***

**グリーン車料金分

経
費

B

助
成
対
象
外

総額（Ａ）＋（Ｂ）

合計

作
品
料
・
企
画
制
作
費

［共催者負担金］

内訳（円） 予算額（千円）

*,***

内訳（円） 予算額（千円） 項目

*,***

入場券内訳（見込み）

自己負担金（ロ）

*,***

*,***

会
場
費
・
設
営
費
・
運
搬
費

○○協会負担金　　

［補助金・助成金］

令和２年度　交付要望書(美術の創造普及活動）

○○展

入
場
料
収
入

助

成

対

象

経

費

そ

の

他

の

収

入
［図録等売上収入］

謝
金
・
旅
費
・
宣
伝
費
等

*,***

○○財団助成金（申請中）　       

② ③ ② ③

④

⑧

⑨

⑫

⑩

⑪

⑬

⑤

⑥

①

⑦

＜記入例＞３．美術の創造普及活動
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 番号・活動名 総表の活動一覧から、活動に対応する個表番号・活動名を記入してください。

② 内訳 

金額は円単位で記入してください。 

記入に当たっては細目ごとに金額を積算してください。 

単価や日数など、可能な限り具体的に記入してください。

③ 予算額 

金額は千円単位で記入してください。千円未満の額については切捨てとします。 

項目ごとに内訳の合計を記入してください。 

小計（Ａ）には各項目の予算額の合計を記入してください。 

④ 入場料収入 
想定している入場料収入を必ず記入してください。灰色の箇所は自動計算となっています。 

入場料無料の場合は、必ずその理由を明記してください。

⑤

活動に附帯するワ

ークショップ・シン

ポジウム等収入 

助成対象となるワークショップ・シンポジウム等について収入を記入してください。 

※展示期間で、展示会場と同一の会場にて実施されるもののみ。

⑥

共催者負担金 

補助金・助成金 

寄付金・協賛金 

共催者負担金については、実際に金銭の収入が発生する場合のみ計上してください。 

クラウドファンディングを実施する場合は［寄付金・協賛金］欄の内訳に記入してください。 

これらの収入については、要望書提出時の状況を記入し、見込額・予定額を計上してください。 

補助金・助成金等の場合は「申請予定」「申請中」「決定済」。寄付金・協賛金の場合は「交渉予

定」「交渉中」「決定済」。クラウドファンディング等の場合は「実施予定」「実施中」「達成」。 

⑦ 図録等売上収入 
図録等を無料配布する場合は、必ずその理由を明記してください。

助成対象活動以外の図録等の売上、団体グッズの売上は計上不要です。 

⑧ 自己負担金（ロ） 
以下の通り、収入の合計と支出の合計の差額を記入してください。 

（自己負担金）＝（支出の合計：総額（Ａ）＋（Ｂ））－（収入の合計：小計（イ）） 

⑨ 総額（イ）＋（ロ） 支出の総額（⑫総額（A）＋（B））と一致させてください。

⑩ 助成対象経費 

支出経費は最低限必要な金額で積算してください。 

内訳に記入する費目は「○○他」「その他」「雑費」等とはせず具体的な費目及び積算内容を記

入してください。

交通費・宿泊費等は、搬入から搬出までの期間で必要な場合のみ計上してください。

（Ｐ.４６参照）

⑪ 助成対象外経費 
Ｐ.４６の「活動の収支予算に記入する経費」のうち、「②助成対象外経費」にある経費を計上して

ください。

⑫ 総額（Ａ）＋（Ｂ） 収入の総額（⑨総額（イ）＋（ロ））と一致させてください。

⑬
交付を受けようと

する助成金の額 
助成対象経費（Ａ）の２分の１以内、かつ自己負担金（ロ）の範囲内の金額を記入してください。
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団体概要（個人が応募する場合は「団体概要」ではなく「個人略歴」（別紙）を作成してください。）   （令和元年 11 月 1 日現在） 

（ふりがな）  ○○の会 代表者職名 理事長

団  体  名
 ○○の会

（ふりがな） ○○○ ○○○

○○ ○○代 表 者 氏 名

住所（所在地）

  〒***－**** 
   ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室

電 話 **-****-**** 
ＦＡＸ **-****-**** 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ･ｱﾄﾞﾚｽ http:// ・・・・・・・.com 法人番号

団体の種類 公益社団・財団   一般社団・財団   特定非営利活動法人   その他の法人   任意団体  グループ

団体設立年月 （西暦） ****年**月 法人設立年月 （西暦） ****年**月

事
業
目
的

将
来
像

組

織

役 職 員 団 体 構 成 員 及 び 加 入 条 件 等

会長      ○○○○

副会長     ○○○○

監事      ○○○○

事務局長    ○○○○

事務職員    ○○○○他*名

（１）団体構成員（維持会員は除く）

   個人 **人（委員・会員**人），団体数** 
（２）主な構成員

   ○○○○（日本画）、○○○○（彫刻）、○○○○

（３）加入の条件

   ○○○○○○○○○○
経理担当者 ○○○○

監査担当者 ○○○○（○○会計事務所）

沿
革

****年に設立。****年に事業開始。

****年に○○と合併。

活

動

実

績

年度 活動名 日数 入場者数 事業費 助成金・補助金／主催者名

平
成
29
年
度

主催

○○展 *日 ***人 *,***千円 芸術文化振興基金    （***千円）

△△展 **日 ***人 ***,***千円 ○○財団助成金  （***千円）

▲▲展 **日 ***人 *,***千円 ▲▲財団助成金     （***千円）

依頼 □□公演 他*活動 **日 株式会社□□ 他

平
成
30
年
度

主催

○○展 *日 ***人 *,***千円 芸術文化振興基金    （***千円）

△△展 **日 ***人 ***,***千円 ○○財団助成金  （***千円）

▲▲展 **日 ***人 *,***千円 ▲▲財団助成金     （***千円）

依頼 □□展 他*活動 **日 株式会社□□ 他

令
和
元
（
平
成
　
）
年
度

31

主催

○○展 *日 ***人 *,***千円 芸術文化振興基金    （***千円）

△△展 **日 ***人 ***,***千円 ○○財団助成金  （***千円）

▲▲展 **日 ***人 *,***千円 ▲▲財団助成金     （***千円）

依頼 □□展 他*活動 *日 株式会社□□ 他

財

務

状

況

年度 総収入（A） 総支出（B） 収支差（A-B） 各種補助金・助成金等交付実績（文化庁及び振興会の助成金を除く）

Ｈ29 **,***千円 **,***千円  △***千円
○○補助金   *,***千円

○○県補助金  *,***千円

Ｈ30 **,***千円 **,**千円 ***千円 ○○市補助金  *,***千円

R1 **,***千円 **,**千円 ***千円 ○○市補助金  *,***千円

※ 定款又はこれに類する規約等を添付すること｡ 整理番号

⑩

①

⑦

⑥

④

②

⑤

⑧

③

⑨

⑪
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団体概要（個人が応募する場合は「団体概要」ではなく「個人略歴」（別紙）を作成してください。）   （令和元年 11 月 1 日現在） 

（ふりがな）  ○○の会 代表者職名 理事長

団  体  名
 ○○の会

（ふりがな） ○○○ ○○○

○○ ○○代 表 者 氏 名

住所（所在地）

  〒***－**** 
   ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室

電 話 **-****-**** 
ＦＡＸ **-****-**** 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ･ｱﾄﾞﾚｽ http:// ・・・・・・・.com 法人番号

団体の種類 公益社団・財団   一般社団・財団   特定非営利活動法人   その他の法人   任意団体  グループ

団体設立年月 （西暦） ****年**月 法人設立年月 （西暦） ****年**月

事
業
目
的

将
来
像

組

織

役 職 員 団 体 構 成 員 及 び 加 入 条 件 等

会長      ○○○○

副会長     ○○○○

監事      ○○○○

事務局長    ○○○○

事務職員    ○○○○他*名

（１）団体構成員（維持会員は除く）

   個人 **人（委員・会員**人），団体数** 
（２）主な構成員

   ○○○○（日本画）、○○○○（彫刻）、○○○○

（３）加入の条件

   ○○○○○○○○○○
経理担当者 ○○○○

監査担当者 ○○○○（○○会計事務所）

沿
革

****年に設立。****年に事業開始。

****年に○○と合併。

活

動

実

績

年度 活動名 日数 入場者数 事業費 助成金・補助金／主催者名

平
成
29
年
度

主催

○○展 *日 ***人 *,***千円 芸術文化振興基金    （***千円）

△△展 **日 ***人 ***,***千円 ○○財団助成金  （***千円）

▲▲展 **日 ***人 *,***千円 ▲▲財団助成金     （***千円）

依頼 □□公演 他*活動 **日 株式会社□□ 他

平
成
30
年
度

主催

○○展 *日 ***人 *,***千円 芸術文化振興基金    （***千円）

△△展 **日 ***人 ***,***千円 ○○財団助成金  （***千円）

▲▲展 **日 ***人 *,***千円 ▲▲財団助成金     （***千円）

依頼 □□展 他*活動 **日 株式会社□□ 他

令
和
元
（
平
成
　
）
年
度

31

主催

○○展 *日 ***人 *,***千円 芸術文化振興基金    （***千円）

△△展 **日 ***人 ***,***千円 ○○財団助成金  （***千円）

▲▲展 **日 ***人 *,***千円 ▲▲財団助成金     （***千円）

依頼 □□展 他*活動 *日 株式会社□□ 他

財

務

状

況

年度 総収入（A） 総支出（B） 収支差（A-B） 各種補助金・助成金等交付実績（文化庁及び振興会の助成金を除く）

Ｈ29 **,***千円 **,***千円  △***千円
○○補助金   *,***千円

○○県補助金  *,***千円

Ｈ30 **,***千円 **,**千円 ***千円 ○○市補助金  *,***千円

R1 **,***千円 **,**千円 ***千円 ○○市補助金  *,***千円

※ 定款又はこれに類する規約等を添付すること｡ 整理番号

⑩

①

⑦

⑥

④

②

⑤

⑧

③

⑨

⑪
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番号 項 目 記 入 要 領 

法人番号 
団体の法人番号を記入してください（法人番号がある場合のみ。）。 

※国税庁より通知された法人等に指定される１３桁の番号です。

住所(所在地) 
都道府県名から記入してください。ビル名、マンション名や号室についても必ず記入してくださ

い（郵便物が届くよう、個人宅等の場合は「△△△様方」も必ず記入してください。）。 

団体の種類 該当する項目を○で囲んでください。 

事業目的・将来像
定款・規約等の事業目的を記入してください。併せて、中長期的な団体の将来像や目指す姿

について記入してください。 

役職員 

常勤の役員、事務職員、技術職員、経理担当者及び監査担当者についてそれぞれの人数を

記入してください。また、主な役職員については氏名まで記入してください。 

経理担当者及び監査担当者は記入必須です。監査担当者が外部に所属している場合にはそ

の旨を括弧書きしてください。

団体構成員及び

加入条件等 

団体構成員の人数、主な美術作家の氏名と専門分野（日本画・彫刻等）を記入してください。 

また、名簿がある場合は添付してください（Ａ４判）。 

沿革 設立から現在までの組織の沿革、これまでに行った主な活動等を記入してください。 

団体が主催した展

示実績 

自ら主催した展示について、活動名、実施日数、来場者数、事業費を記入してください。また、

文化庁、日本芸術文化振興会、その他助成団体や地方公共団体から活動に対する助成を受

けた場合は助成事業名と助成金額を記入してください。

書ききれない場合や、ひとつの活動に対して複数の助成を受けた場合は別紙（Ｐ.５６参照）に

記入してください。 

提出する展示実績資料（Ｐ.１７ １０．参照）の該当年度の展示は必ず記入してください。

記入する活動は該当する応募分野のみ記入してください（音楽等の美術と異なる応募分野の

活動をまとめて記入しないでください。）。 

依頼展示実績 

団体が企画制作したが主催ではない展示及び第三者から依頼を受けて行った展示等につい

て、活動名、活動の主催者を記入してください。 

記入する活動は該当する応募分野のみ記入してください（音楽等の美術と異なる応募分野の

活動をまとめて記入しないでください。）。 

財務状況 

総収入（A）は当該年度の団体の総収入額、総支出（B）は団体の総支出額を記入してくださ

い。 

令和元年度については予算額を記入してください。 

上記・別紙以外の

助成金・補助金 

活動に対する助成金・補助金以外に、団体に対する助成金・補助金を受けた場合は本欄に記

入してください。 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
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団体概要別紙

年度 活動名
展示

日数
入場者数

事業費

（千円単位）
助成金・補助金

助成金額

（千円単位）

29 ○○展 10 3000 3,000 千円
○○県（○○○千円）、○○市（○○○千

円）、○○財団（○○千円）
1,000 千円

29 ○○展 40 4000 10,000 千円
○○県（○○○千円）、○○市（○○○千

円）、○○財団（○○千円）
5,000 千円

30 ○○展 10 3000 3,000 千円
○○県（○○○千円）、○○市（○○○千

円）、○○財団（○○千円）
1,000 千円

30 ○○展 40 4000 10,000 千円
○○県（○○○千円）、○○市（○○○千

円）、○○財団（○○千円）
5,000 千円

元 ○○展 10 3000 3,000 千円
○○県（○○○千円）、○○市（○○○千

円）、○○財団（○○千円）
1,000 千円

元 ○○展 40 4000 10,000 千円
○○県（○○○千円）、○○市（○○○千

円）、○○財団（○○千円）
5,000 千円

②

①

③
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 団体概要別紙 
団体の展示実績について記入しきれない場合、本紙に記入してください。本紙については複

数枚提出可能です。平成２９年度～令和元年度までの実績を記入してください。 

② 年度 展示を実施した年度を記入してください。 

③
助成金・補助金 

助成金額 

活動に対する助成金・補助金（特に文化庁及び日本芸術文化振興会から支出されるもの）につ

いて記入してください。複数の助成を受けた場合は各助成の内訳も記入してください。 
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 団体概要別紙 
団体の展示実績について記入しきれない場合、本紙に記入してください。本紙については複

数枚提出可能です。平成２９年度～令和元年度までの実績を記入してください。 

② 年度 展示を実施した年度を記入してください。 

③
助成金・補助金 

助成金額 

活動に対する助成金・補助金（特に文化庁及び日本芸術文化振興会から支出されるもの）につ

いて記入してください。複数の助成を受けた場合は各助成の内訳も記入してください。 



＜記入例＞３．美術の創造普及活動

－58－ 

個人略歴 （令和元年 11 月 1 日現在）

（注）団体、グループの場合は、代表者及び芸術上の中核となる者（芸術監督・プロデューサー等）の個人略歴をそれぞれ作成してください。

氏名 （本名）ふりがな  ○○ ○○ （芸名等）ふりがな ○○ ○○ 役割

生年月 ****年**月
        ○○ ○○ ○○ ○○

住所 （自宅）     〒***－****  TEL **－****－**** 

          ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室 FAX **－****－**** 

（事務所・連絡先）〒***－**** TEL **－****－****（内線 ****） 

          ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室 FAX **－****－**** 

現職 ○○の会代表、日本画家、○○協会理事

○○大学講師
（専門分野）日本画

経歴 年   月 職歴・芸術団体所属歴・主な芸術活動歴

****年**月 ○○協会所属

****年**月 ○○展開催

****年**月～****年**月 ○○大学講師

****年**月 ○○展に出品

****年**月～****年**月 ○○にて在外研修

****年**月 個展○○を開催

****年**月～ ○○展（○○の会）開催

****年**月 ○○展（○○の会）開催

****年**月～ ○○大学講師

受賞歴 年   月 受 賞 歴 等

****年**月 第*回○○賞新人賞受賞

****年**月 第*回○○○賞受賞

芸術文化振興基金助成展示       ★個人が応募する場合のみ記入

平成 29 年度

平成 30 年度

令和元年度（見込）

※ Ａ４判１枚に収まるように作成してください。 整理番号

④

⑤

⑥

① ②

③
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個人略歴 （令和元年 11 月 1 日現在）

（注）団体、グループの場合は、代表者及び芸術上の中核となる者（芸術監督・プロデューサー等）の個人略歴をそれぞれ作成してください。

氏名 （本名）ふりがな  ○○ ○○ （芸名等）ふりがな ○○ ○○ 役割

生年月 ****年**月
        ○○ ○○ ○○ ○○

住所 （自宅）     〒***－****  TEL **－****－**** 

          ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室 FAX **－****－**** 

（事務所・連絡先）〒***－**** TEL **－****－****（内線 ****） 

          ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室 FAX **－****－**** 

現職 ○○の会代表、日本画家、○○協会理事

○○大学講師
（専門分野）日本画

経歴 年   月 職歴・芸術団体所属歴・主な芸術活動歴

****年**月 ○○協会所属

****年**月 ○○展開催

****年**月～****年**月 ○○大学講師

****年**月 ○○展に出品

****年**月～****年**月 ○○にて在外研修

****年**月 個展○○を開催

****年**月～ ○○展（○○の会）開催

****年**月 ○○展（○○の会）開催

****年**月～ ○○大学講師

受賞歴 年   月 受 賞 歴 等

****年**月 第*回○○賞新人賞受賞

****年**月 第*回○○○賞受賞

芸術文化振興基金助成展示       ★個人が応募する場合のみ記入

平成 29 年度

平成 30 年度

令和元年度（見込）

※ Ａ４判１枚に収まるように作成してください。 整理番号

④

⑤

⑥

① ②

③

＜記入例＞３．美術の創造普及活動
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 氏名 本名を記入してください。 

② 芸名等 芸名等を記入してください。 

③ 役割 

団体の代表者、団体の芸術上中核者、活動の芸術上中核者を判別するため、以下のとおり記入して

ください。 

・団体の代表者 → 「代」 

・団体の芸術上中核者 → 「芸」 

・活動の芸術上中核者 → 「活１」「活２」（対応する活動の個表番号を記入） 

団体の代表者と芸術上中核者が兼任となる場合は「代・芸」、「代・活１」等と記入してください。 

なお、提出可能な個人略歴は団体の芸術上中核者については１団体につき１部までとなります。 

④ 住所 都道府県名から記入してください。ビル名、マンション名や号室についても必ず記入してください。 

⑤ 経歴 職歴・芸術団体所属歴等を記入してください。書き切れない場合は、主要なものを記入してください。

⑥ 受賞歴 受賞歴を記入してください。書き切れない場合は、主要なものを記入してください。 
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会場資料

（団体名）                

【１】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

【２】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

【３】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

【４】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

①

②

③

④



＜記入例＞３．美術の創造普及活動
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会場資料

（団体名）                

【１】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

【２】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

【３】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

【４】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

①

②

③

④

＜記入例＞３．美術の創造普及活動
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 会場資料 活動を実施する会場について、本紙に記入してください。 

② 会場名 活動を実施する会場名を記入してください。 

③ 所在地 会場の住所を記入してください。 

④ 最寄り駅 会場の最寄り駅及び路線名を記入してください。 
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芸術の創造普及に係る活動を行うことを主たる目的とする我が国の芸術家又は芸術団体等で次の

(１)～(５)のいずれかに該当し、かつ、下記の実績要件を充たすものとします。 

（１）一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、公益財団法人 

（２）特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 

（３）上記（１）（２）以外の法人格を有する団体であって、原則として一定数以上の芸術家を擁する団

体又は劇場施設を有する団体 

（４）法人格を有しない団体（任意団体）の場合は、次の要件をすべて充たしていること 

 ア 主たる構成員が芸術家又は芸術団体であること 

 イ 定款に類する規約等を有し、次のウ～オについて明記されていること 

 ウ 団体の意思を決定し、執行する組織が確立されていること 

 エ 自ら経理し、監査する等会計組織を有すること 

 オ 団体活動の本拠としての事務所を有すること 

 カ 令和元年１１月１日現在、団体設立後、１年以上の芸術活動実績を有すること 

（５）責任を持って活動を遂行する能力と意欲を有する芸術家個人又は芸術家のグループ 

 助成の対象となる者 

助成の対象となる者が自ら主催して我が国において行う、次に掲げる公演・展示等の芸術創造活

動を対象とします。 

（１）異なる分野の芸術団体等が共同して行う公演・展示等活動 

（２）特定の芸術分野に分類することが困難な公演・展示等活動 

（３）芸術家及び芸術家のグループが行う新しい芸術分野を切り開くような独創性に富んだ新作等の

公演・展示等活動 

なお、独創性に富んだ新作等の公演・展示等活動であっても、特定の芸術分野の領域に留まるよ

うな活動の場合は、助成の対象となりませんので御注意ください。 

 

（注）美術に関する展示活動で、展示の一環としてパフォーマンス等が行われるような場合は、「美術

の創造普及活動」に応募してください。 

また、アマチュア等の文化団体が主催する活動については、別に募集する地域の文化振興等の

活動「アマチュア等の文化団体活動」に応募してください（芸術文化振興基金 助成対象活動募集

案内－その３－参照）。 

 

 助成の対象となる活動 

 ４．多分野共同等芸術創造活動 

団体、グループ、それらの構成員又は芸術家個人が、過去に日本国内での芸術の創造普及に係

る活動を自ら主催した実績を有するものとします（提出された実績資料で確認します。）。 

 実績要件 
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以下の活動は原則として助成の対象とならず、応募できません。  

○  政治的又は宗教的な宣伝意図を有する活動  

○  慈善事業への寄付を目的として行われる活動  

○  あらかじめ企画・制作されたものを購入する公演（買取公演、招へい公演等）  

○  独立行政法人日本芸術文化振興会と共催する活動  

※  共催しない場合であっても、当振興会に支払いが生じる経費については計上できません。ただし、当振興会が設置・

運営する劇場を借りて実施する活動に要する会場使用料（付帯設備費を含みます。）、稽古場使用料等についてはこの

限りではありません。  

○  文化庁の補助金や委託費等が支出される活動  

※  P . .８「他の助成事業等への重複応募」参照  

○  特定の企業名等を活動名に付す、いわゆる「名称冠公演」  

※  ネーミングライツにより施設名に企業名が入る場合を除きます。  

○  コンクール・コンテストを主たる目的とする活動  

○  教育研究を主たる目的とする活動  

○  公演等を伴わない、ワークショップ・講演会・シンポジウムのみの活動  

 

（注）企業からの協賛金等や民間の助成団体・地方公共団体からの助成金・補助金等の交付を受け

る活動については助成の対象となり得ますが，その場合は要望書の所定欄に必ずその旨を記載し

てください。  

 

【企画内容】  

ア  活動内容が具体的であること  

イ  活動計画が当該団体等の過去の実績等から推測して実現可能であること  

ウ  活動の目的及び内容が優れていること  

エ  当該団体等及び当該活動の今後の発展に期待が持てること  

オ  新しい試みなど独創性に富んだ活動であること  

【運営】  

カ  団体の場合は、団体の運営（経理処理を含む）が適正であること  

キ  予算積算等が適切であること  

【社会性】  

ク  活動が社会的に開かれたものであること  

ケ  観客層拡充等の努力を行っていること  

【その他】  

コ  助成の緊要度が高い活動であること  

 

 審査基準 

応募のあった活動については、以下の基準により審査を行いますので、必ず御確認ください。 

 応募できない活動 
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 項 目 細 目 内     訳 

① 

助 
 

成 
 

対 
 

象 
 

経 
 

費 

作 品 料 作品料 作品借料、作品保険料、著作権使用料、作品制作謝金(注)、作品制作材料費(注) 

出演費 指揮料、演奏料、ソリスト料、合唱料、舞踊家・俳優等出演料 

音楽費 
作曲料、編曲料、作詞料、訳詞料、音楽制作料、副指揮料、コレペティ料、調律料、 

楽器借料、楽譜借料、写譜料、楽譜製作料 

文芸費 

演出料、監修料、振付料、舞台監督料、演出等助手料、各種指導料（定期的な練習は除く。）、

音響プラン料、照明プラン料、映像製作費、舞台美術・衣装等デザイン料、脚本料、 

翻訳料、著作権使用料、企画制作料（注） 

会 場 費 

舞 台 費 

設 営 費 

等 

会場費 会場使用料（付帯設備費を含む。）、稽古場借料（定期的な練習は除く。） 

舞台費 

大道具費、小道具費、衣装費、かつら費、メイク費、履物費、照明費、音響費、 

字幕費・音声ガイド費（障害者対応に係る経費を含む。）、映像費、舞台スタッフ費、 

機材借料（障害者対応に係る経費を含む。） 

運搬費 
道具運搬費、楽器運搬費、作品運搬費 
※搬入（仕込み・設営）から搬出（梱包・ばらし・撤去）までの期間で必要な場合のみ。 

謝 金 

旅 費 

宣 伝 費 

等 

謝 金 
原稿執筆謝金、翻訳謝金、会場整理員謝金、託児謝金、医師・看護師謝金、講演謝金、 

手話通訳謝金、要約筆記謝金 

旅 費 
交通費、宿泊費、日当（宿泊を伴う場合のみ。） 
※搬入（仕込み）から搬出（ばらし）までの期間で必要な場合のみ。 

通信費 案内状送付料 ※宣伝を目的とした送付物の通信費に限る。 

宣伝費 
広告宣伝費（新聞、雑誌、駅貼り、宣伝デザイン料）、入場券等販売手数料、 

立看板費、当該活動の告知用ウェブサイト作成料 ※点字に係る経費を含む。 

印刷費 
プログラム印刷費、図録印刷費、台本印刷費、入場券印刷費、チラシ印刷費、 

ポスター印刷費、アンケート用紙印刷費 ※点字に係る経費を含む。 

記録費 録画費、録音費、写真費 

②
助
成
対
象
外
経
費 

○コンクールに係る審査経費（謝金・旅費等）及び賞金・賞品代 
○航空・列車運賃の特別料金（ファーストクラス・ビジネス料金，グリーン料金等） 
○自ら設置し又は管理する会場施設において公演活動を行う場合の会場使用料 ○催事（イベント）保険料 
※助成対象外経費については、上記に記載された費目のみ記入できます。 

出 演 費 

音 楽 費 

文 芸 費  

設営費 会場設営・撤去費 

(ｱ) ○事務所維持費 ○事務職員給与 ○振込手数料 ○ウェブサイト作成運用費（常設のもの等） ○予備費 等 

(ｲ) ○事務機器･事務用品等の購入･借用費 ○書籍・ＣＤ等資料購入費 ○制作用具購入費 ○備品等購入費 等  

(ｳ) ○印紙代 ○ビザ取得経費 等  

(ｴ) ○交際費・接待費 ○レセプション・パーティーに係る経費 ○打ち上げ費 ○飲食に係る経費 ○記念品代 等 

(ｵ) ○美術作品の制作費 ○美術作品の買い上げ費 ○作品の恒久的な設置経費 ○取材・会議等に係る経費  

○ガソリン代（レンタカーに係る場合を除く。） ○当振興会に支払う経費（会場の使用に係る場合等を除く。） 等 

（注）〇 活動終了後、解体・撤去等によって主催者の財産とならない形態の展示品（インスタレーション等）については、作品 

     制作材料費及び作品制作謝金を計上できます。 

   ○ 企画制作料は、事務職員の給与や事務所維持費のような管理経費ではなく、助成対象活動における企画・制作等 

     に直接関わるスタッフ人件費が対象となります。 

   ○ ワークショップ等に係る経費は、公演・展示等の一環として同一会場において行うものに限り、助成対象経費に計 

     上することができます。 

   ○ 上記①に記載のない経費についてはお問い合わせください。 

 経費区分表 

③活動の収支予算に記入できない経費 （注）これらの経費は、外部に委託した場合についても記載できません。 

①・②活動の収支予算に記入する経費（令和2年度に自ら支払った経費であることが銀行振込明細書等により確認できること） 
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多分野共同等芸術創造普及活動で採択された活動概要を紹介しますので、応募の際に参考としてください。 

 

（１）異なる分野の芸術団体等が共同して行う公演・展示等活動 

【事例１】 

《活動概要》 

本公演は、フランスで発達した身体技法の「マイム」と、日本の伝統芸能である「狂言」をコラボレーションさ

せた異色の企画。両者の相違点をレクチャーとデモンストレーションで検証しながら紹介した。両者が一つの

舞台に立ち、本公演のために創作された新しい作品を演じた。フランスと日本でそれぞれ受け継がれてきた

「マイム」と「狂言」を組み合わせるという全く新しい取組であったが、根底となる芸術性や笑いについては共

通するものがあり融合していた。 

 

（２）特定の芸術分野に分類することが困難な公演・展示等活動 

【事例２】 

《活動概要》 

個人の美的感覚や詩的感覚で行為作品を作る活動は、1989年冷戦構造崩壊後に世界各地の広範な地

域で活発化した現代芸術分野である。今日では、アジアや南米を含む多数の国で、この分野の国際フェス

ティバルが行われている。中でも1993年から実施している本活動は、その先駆的な役割を果たしている。 

本活動では、海外芸術家8名、国内芸術家15名が、現代パフォーマンス・アートの自作品発表を毎日6～8

名ずつ実施した。作品のあらすじは、それぞれの個人の創作により多様である。 

 

【事例３】 

《活動概要》 

里山の自然を舞台に、アーティスト、住民、地域外サポーター、国内外の文化機関など地域・世代・ジャン

ルを超えた人々の協働を通して、地域の魅力を発信し、人間と自然とのかかわりの新たな可能性を目指して

いる。 

内容としては、光のアーティストによるパフォーマンスを実施。一万個の発光ＬＥＤ“光のたね”を、来場者

が雪原に植えてお花畑を作り、一夜限りの春を届けた。また、かまくらの中にＬＥＤを埋め込みプラネタリウム

のような空間を作り上げた。更に14名の地元在住のアーティストが集結し、多様な雪のアートを見せる雪の

ギャラリーロードや、大ぞりをリニューアルし、引っ張り合いを楽しむプロジェクトを実施した。 

 

（３）芸術家及び芸術家のグループが行う新しい芸術分野を切り開くような独創性に富んだ新

作等の公演・展示等活動 

【事例４】 

《活動概要》 

本作品は、進化心理学者の書籍をベースとしたもので、「人間の意識とは何か」という問いを、デジタルテ

クノロジーとダンスを軸に思考し、舞台化したものである。意識を視覚化することへの挑戦は、メディア、造

形、サウンド、映像など多くのアーティストを巻き込み成果を見出した。意識の思考を提示すること自体が難

解であったが、新しい価値観や見方を提言していた。 

 助成の対象となった活動の事例 
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様式第 1号（第 3 条関係）

総表

令和２年度 芸術文化振興基金

助 成 金 交 付 要 望 書

令和元年 11月**日 

独立行政法人日本芸術文化振興会理事長 殿

〒***－****        

住 所（所在地） ○○県○○市○○ *－*－* 

 ○○ビル***号室 

団 体 名（主催者）一般社団法人 ○○○○ 

代 表 者 職 名  理事長         

代 表 者 氏 名  ○○ ○○      印

下記の活動を行いたいので、芸術文化振興基金助成金交付要綱第３条の規定に基づき、助成金の交付を要望します。

記

活動区分 多分野共同等芸術創造活動 

【活動一覧】

個表番号 活動名 

１ 第○○回公演「○○○○」 

２ 
△△△定期公演 

担 当 者 

所属 ･氏名 
事務局 制作担当 

○○ ○○

電話 
**－****－****(内 線****) 

(時間外連絡先***－****－****) 

ＦＡＸ **－****－**** 

E-mail ○○○＠○○.○○

 ※ Ａ４判１枚に収まるように作成してください。 整理番号

①

②

③

⑤

⑧

④

⑥

⑦
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様式第 1号（第 3 条関係）

総表

令和２年度 芸術文化振興基金

助 成 金 交 付 要 望 書

令和元年 11月**日 

独立行政法人日本芸術文化振興会理事長 殿

〒***－****        

住 所（所在地） ○○県○○市○○ *－*－* 

 ○○ビル***号室 

団 体 名（主催者）一般社団法人 ○○○○ 

代 表 者 職 名  理事長         

代 表 者 氏 名  ○○ ○○      印

下記の活動を行いたいので、芸術文化振興基金助成金交付要綱第３条の規定に基づき、助成金の交付を要望します。

記

活動区分 多分野共同等芸術創造活動 

【活動一覧】

個表番号 活動名 

１ 第○○回公演「○○○○」 

２ 
△△△定期公演 

担 当 者 

所属 ･氏名 
事務局 制作担当 

○○ ○○

電話 
**－****－****(内 線****) 

(時間外連絡先***－****－****) 

ＦＡＸ **－****－**** 

E-mail ○○○＠○○.○○

 ※ Ａ４判１枚に収まるように作成してください。 整理番号

①

②

③

⑤

⑧

④

⑥

⑦

＜記入例＞４．多分野共同等芸術創造活動
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 年月日 要望書の提出年月日を 11 月 1 日から 11 日の間で記入してください。 

②

郵便番号 

住所 

団体名 

代表者職・氏名 

団体の住所、団体名、代表者職、氏名を記入してください。 

住所は郵便物が必ず届くよう、郵便番号及び都道府県名、マンション等の部屋番号、

「△△△様方」も記入してください。

個人で応募する場合は団体名を記入しないでください。

提出書類「団体概要」と内容を同一にしてください。 

代表者の団体内における役職名と氏名を記入し、必ず押印してください。

法人格を有する団体については、法人の代表者として登録している代表者印を押印してくださ

い。

要望書提出後に住所を変更された場合は、必ずご連絡ください。

③ 活動区分 応募する活動区分であることを確認してください。 

④ 個表番号 
活動の開始日が早いものから順に記入してください。長期公演については、最初に行われる公

演の開始日を基準にしてください。

⑤ 活動名 
チラシ等の広報に使用される具体的な活動名を記入してください。 

巡回公演の場合は「○○地域巡回公演」等と記入してください。 

⑥ 担当者所属・氏名
実務担当者の所属・氏名を記入してください。 

複数人記載する場合は主に実務を行う者を先頭に記載してください。 

⑦
電 話 ・ Ｆ Ａ Ｘ ・

E-mail 
それぞれ実務担当者の連絡先を記入してください。 

⑧ 整理番号 当振興会使用欄です。何も記入しないでください。他のページについても同様です。 
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個表

個表

番号
1 

活 動 区 分

※募集案内をご参照ください。

多分野共同等芸術創造活動 ジャンル （１）

（ ふ り が な ）

活 動 名

○○○○○○○○

○○○○○○○ 

活

動

の

目

的

及

び

内

容

（本活動の企画意図）

（ジャンル選択の理由）

（本活動の観客層拡充等に関する取組）

（本活動の社会に対する波及効果）

（実施時期・実施会場・所在地・実施回数）

 公演日：令和**年**月**日～令和**年**月**日 00:00開演 ○○スタジオ（○○県○○市○○町） *回  

（仕込み  **月**日，ゲネプロ **月**日，ばらし **月**日） 

（本活動の内容（演目、曲目、あらすじ、主な出演者、主なスタッフ等）又は（展示作品の種類・点数、主な作品名・出品者名、展示内容等））

 演目：「○○」

［創作初演、新演出、新振付、翻訳初演、再演、その他（                ）］作品

     ↑該当する作品内容を○で囲んでください。 

 あらすじ：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

      ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

構成・演出：○○○○

 振付：○○○○

 音楽：○○○○

 パフォーマー：○○○○、○○○○（○○ダンスカンパニー、京都）、

        ○○○○（劇団○○、東京）、○○○○、○○○○

 インスタレーション：「○○○」（作者○○○○、中国）    

「○○○」（作者○○○○、東京）    

 映像：○○○○

 美術：○○○○（有限会社○○、東京）

 衣装：○○○○

 照明：○○○○（株式会社○○、東京）                    

 音響：○○○○（株式会社○○、東京）                    

 舞台監督：○○○○（○○株式会社、東京）                

 企画・制作：○○○○                           

共催者・共同制

作者の役割 

団体名：○○ホール 役割：○○ホールとのフランチャイズ契約に基づく、稽古場借料、会場費の減免。 

団体名：○○県   役割：負担金拠出（助成対象とならない旅費・宿泊費に対する負担金） 

団体名：○○○○  役割：共同制作（演出担当） 

後援・協賛者名

等とその 

役割 

団体名：○○県教育委員会 役割：後援（名義使用）

団体名：○○財団     役割：助成金拠出（申請中）

特記事項 今後の再演計画 ・ 再演の場合の受賞歴等 ・ 海外公演予定 ・ 完了済海外公演評価概要

 ↑該当がある場合のみ、○で囲み、概要を記入してください。

参考となる映像資料 あり（http://           ） ・ なし

※ 記入に当たっては，記入例を参照してください。 

 Ａ４判１枚におさまるように作成してください。 
整理番号

③

①

②

⑪

⑥

⑦

⑧

⑨

④

⑤

⑩
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 個表番号 総表の個表番号に対応する番号を記入してください。

② ジャンル 

下記のどの活動にあたるか下記の項目番号のいずれか１つを記入してください。

（１）異なる分野の芸術団体等が共同して行う公演・展示等活動 

（２）特定の芸術分野に分類することが困難な公演・展示等活動 

（３）芸術家及び芸術家のグループが行う新しい芸術分野を切り開くような独創性に富んだ新作

等の公演・展示等活動 

美術に関する展示活動で、展示の一環としてパフォーマンス等が行われるような場合は「美術

の創造普及活動」に応募してください。

美術館等が主催する美術に関する展示活動は募集案内-その３-地域の文化振興等の活動

「地域文化施設公演・展示活動（美術館等展示）」に応募してください。

③ 活動名 総表に記載の活動名と同一にしてください。 

④
本活動の企画意

図 

本活動を行う企画意図を簡潔に記入してください（9 ポイント以上、概ね 300 字以内）。
※必ず当該活動について記入してください。作品のあらすじについては⑨に、団体の紹介は団体概要に記入してくだ

さい。

⑤
ジャンル選択の理

由 

②で選択した（１）～（３）のジャンルについて選択した理由を簡潔に記入して下さい（9 ポイント

以上、概ね 200 字以内）。 

⑥

本活動の観客拡

充 に 関 する 取組

及び社会に対す

る波及効果 

本活動における観客層拡充等に関する取組について記入してください。 

併せて、本活動により、社会における幅広い分野（例：教育、福祉、まちづくり、観光・産業等）

に対して、どのような影響を及ぼすことが期待できるのかを簡潔に記入してください。 
※例えば、次のような波及効果が考えられます。

地域経済の活性化、観光振興への寄与、地域社会の活性化と連帯感の醸成、地域コミュニティの再生、

地元の価値の再発見、情操教育の推進、社会的弱者の社会的包摂の推進 等

それぞれ 9 ポイント以上の文字で、概ね 200 字以内で記入してください。

⑦

実施時期・実施会

場・所在地・実施

回数 

仕込日・設営日・ゲネプロ・公演日・展示期間・ばらし等が明確になるように記入してください。

実施会場の後に、会場所在地を町名・地区名等まで含め、括弧書きで必ず記入してください。
※会場の詳細は「会場資料」に記入し、添付してください。

開演時間については、予定時間を可能な限り記入してください。 

巡回公演や定期公演、定席公演、フェスティバルなど複数日程・会場で行われる活動の場合

は、全ての公演についての詳細を記載した別紙を添付してください。 

⑧

本活動の内容 
（演目、曲目、あらす

じ、主な出演者、主な

スタッフ等）又は（展示

作品の種類・点数、主

な作品名・出品者名、

展示内容等） 

複数の演目・曲目がある場合は、作品ごとに、主な出演者・スタッフ等を記入してください。 

客演、外部スタッフの場合は氏名の後に所属団体及び所在地（都市名）を記入してください。 

必ず活動内容を具体的に記入してください。

創作初演作品については必ずテーマ・内容・あらすじ等を記入してください。

経費を計上している出演者及びスタッフについては、可能な限り記入してください。

⑨
共催者・共同制作

者の役割 

共催者・共同制作者の役割について、具体的に記入してください。

共催者負担金などについて使途が限定されている場合は、その内容についても記入してください。

共同制作者の場合は、先方が担当している役割を具体的に記入してください。 

⑩
後援・協賛者名等

とその役割 

活動に対する後援者等の具体的な役割を記入してください。

申請中の場合は（申請中）と記入してください。 

⑪ 特記事項 

応募する活動について、次の事項に該当がある場合のみ記入してください。

・再演の場合の受賞歴及び受賞理由。 

・既に海外で公演を行い、評価された（受賞、新聞記事等）場合、その概要。 

・応募活動の内容を把握する上で参考となる映像をウェブ上にアップロードしている場合は、

URL を記載してください。

＜記入例＞４．多分野共同等芸術創造活動
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個表

個表

番号
1 

活 動 区 分

※募集案内をご参照ください。

多分野共同等芸術創造活動 ジャンル （１）

（ ふ り が な ）

活 動 名

○○○○○○○○

○○○○○○○ 

活

動

の

目

的

及

び

内

容

（本活動の企画意図）

（ジャンル選択の理由）

（本活動の観客層拡充等に関する取組）

（本活動の社会に対する波及効果）

（実施時期・実施会場・所在地・実施回数）

 公演日：令和**年**月**日～令和**年**月**日 00:00開演 ○○スタジオ（○○県○○市○○町） *回  

（仕込み  **月**日，ゲネプロ **月**日，ばらし **月**日） 

（本活動の内容（演目、曲目、あらすじ、主な出演者、主なスタッフ等）又は（展示作品の種類・点数、主な作品名・出品者名、展示内容等））

 演目：「○○」

［創作初演、新演出、新振付、翻訳初演、再演、その他（                ）］作品

     ↑該当する作品内容を○で囲んでください。 

 あらすじ：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

      ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

構成・演出：○○○○

 振付：○○○○

 音楽：○○○○

 パフォーマー：○○○○、○○○○（○○ダンスカンパニー、京都）、

        ○○○○（劇団○○、東京）、○○○○、○○○○

 インスタレーション：「○○○」（作者○○○○、中国）    

「○○○」（作者○○○○、東京）    

 映像：○○○○

 美術：○○○○（有限会社○○、東京）

 衣装：○○○○

 照明：○○○○（株式会社○○、東京）                    

 音響：○○○○（株式会社○○、東京）                    

 舞台監督：○○○○（○○株式会社、東京）                

 企画・制作：○○○○                           

共催者・共同制

作者の役割 

団体名：○○ホール 役割：○○ホールとのフランチャイズ契約に基づく、稽古場借料、会場費の減免。 

団体名：○○県   役割：負担金拠出（助成対象とならない旅費・宿泊費に対する負担金） 

団体名：○○○○  役割：共同制作（演出担当） 

後援・協賛者名

等とその 

役割 

団体名：○○県教育委員会 役割：後援（名義使用）

団体名：○○財団     役割：助成金拠出（申請中）

特記事項 今後の再演計画 ・ 再演の場合の受賞歴等 ・ 海外公演予定 ・ 完了済海外公演評価概要

 ↑該当がある場合のみ、○で囲み、概要を記入してください。

参考となる映像資料 あり（http://           ） ・ なし

※ 記入に当たっては，記入例を参照してください。 

 Ａ４判１枚におさまるように作成してください。 
整理番号

③

①

②

⑪

⑥

⑦

⑧

⑨

④

⑤

⑩
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活動の収支予算
番号 1 活動名

（収入） （支出） 団体名　（氏名）

区分

会場名 千円 美術作品借料　 ***,***円×*点　 *,***,*** 千円

使用席数 公演回数 *

*****

販売枚数 収入率 **.*% 構成・演出料 ○○　○○ ***,***

入場者数 入場率 **.*% 振付料 ○○　○○ ***,*** 千円

作曲料 ○曲 ***,***

席種 単価 × 枚数 単価×枚数 音楽録音料 ***,***

Ｓ席 **,*** × *,*** **,***,*** 出演料 **,***円×*人×*回 ***,***

Ａ席 *,*** × *,*** **,***,*** **,***円×*人×*回 ***,***

Ｂ席 *,*** × *** *,***,*** 舞台監督料 ○○　○○ ***,***

Ｃ席 *,*** × *** *,***,*** 舞台美術デザイン料　　　○○　○○ ***,***

学生席 *,*** × *** *,***,*** 照明プラン料 ○○　○○ ***,***

会員席 *,*** × *** *,***,*** 音響プラン料 ○○　○○ ***,***

招待券枚数→ *** 0 衣装デザイン料 ○○　○○ ***,***

*,*** **,***,*** 著作権使用料 ***,***

企画制作料　　　　　 **,***円×*人 ***,***

*,*** **,***,***

［入場料無料の場合は必ず理由を記入］

***,***円×*日 ***,*** 千円

[活動に附帯するワークショップ・シンポジウム等収入] 会場付帯設備使用料 ***,***

千円 稽古場借料 *,***円×*回 ***,***

大道具費 ***,*** ***,***

［共催者負担金］ 小道具費 ***,*** ***,***

○○協会負担金　　 　*,***,*** 千円 道具運搬費 **,***円×*回 ***,***

舞台スタッフ費 **,***円×*人  ***,***

会場設営・撤収人件費　**,***円×*人  ***,***

［補助金・助成金］

○○県補助金       　　（申請中） ***,*** 千円 会場整理員謝金 *,***円×*人×*回　　 ***,*** 

○○財団助成金　      （申請予定） ***,*** 交通費（○○－○○往復）

*,***円×*人×*回　　 **,*** 千円

［寄付金・協賛金］ 宿泊費 *,***円×*泊×*人 ***,***

寄付金　○○社　　    ***,*** 千円 案内状送付料 **円×***通　　 ***,***

協賛金　○○社　　    ***,*** 広告宣伝費（雑誌広告掲載料）　　　　　　　 ***,******,***

クラウドファンディング　　（実施予定）  ***,*** 入場券販売手数料

［プログラム・図録売上収入］ 　　基本登録料 ***,***

プログラム売上収入 千円 　　 *,***円×**枚×**％ **,***

　***円×*,***部　    *,***,*** 入場券印刷費 *円×*,***枚 **,***

チラシ印刷費 **円×*,***枚 　**,***

［広告料・その他収入］ チラシ折り込み費 **円×*,***枚 　**,***

　*,***円×**社　　    ***,*** 千円 ポスター印刷費 ***円×**枚 ***,***

　*,***円×**社　　    ***,*** プログラム印刷費　　　　**円×***部 ***,***

プログラム原稿料    　　*,***円×*人 ***,***

記録録画費 ***,***

小計（イ） 千円 記録写真費  ***,***

自己負担金（ロ） 千円 千円

千円  **,*** 千円

交付を受けようとする助成金の額

千円 千円

整理番号

令和２年度　交付要望書

*,***
****

使用席数×公演回数

****

出
演
費
・
音
楽
費
・
文
芸
費

**** *,***
入場券内訳（見込み）

小計

割引販売を行っている場合のみ、
割引額の合計額を記入

助

成

対

象

経

費

作
品
借
料

○○スタジオ *,***

-***,***

○○○○○○の会
内訳（円） 予算額（千円） 項目 内訳（円） 予算額（千円）

*,***

*,***

謝
金
・
旅
費
・
宣
伝
費
等

合計

入
場
料
収
入

そ

の

他

の

収

入

*,***

*,***

*,***

*,***

*,***

*,***

会場使用料（○○スタジオ共催割引料金適用）

経
費

B

助
成
対
象
外

**,***

**,***

※　総額（イ）＋（ロ）と総額（Ａ）＋（Ｂ）は、必ず一致させてください。
　　 Ａ４判１枚に収まるように作成してください。

○○○○○○○

助成対象経費（Ａ）の２分の１以内、かつ自己負担金（ロ）の
範囲内の金額を記入してください。

総額（Ａ）＋（Ｂ）**,***

**,***

**,***

総額（イ）＋（ロ）

入場料詳細は別紙記載→

会
場
費
・
舞
台
費
・
設
営
費
等

**,***

**

小計（Ａ）

グリーン車料金分

② ②③ ③

④

⑤

⑨

⑫

⑪

⑩

⑥

⑦

⑧

⑬

①
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活動の収支予算
番号 1 活動名

（収入） （支出） 団体名　（氏名）

区分

会場名 千円 美術作品借料　 ***,***円×*点　 *,***,*** 千円

使用席数 公演回数 *

*****

販売枚数 収入率 **.*% 構成・演出料 ○○　○○ ***,***

入場者数 入場率 **.*% 振付料 ○○　○○ ***,*** 千円

作曲料 ○曲 ***,***

席種 単価 × 枚数 単価×枚数 音楽録音料 ***,***

Ｓ席 **,*** × *,*** **,***,*** 出演料 **,***円×*人×*回 ***,***

Ａ席 *,*** × *,*** **,***,*** **,***円×*人×*回 ***,***

Ｂ席 *,*** × *** *,***,*** 舞台監督料 ○○　○○ ***,***

Ｃ席 *,*** × *** *,***,*** 舞台美術デザイン料　　　○○　○○ ***,***

学生席 *,*** × *** *,***,*** 照明プラン料 ○○　○○ ***,***

会員席 *,*** × *** *,***,*** 音響プラン料 ○○　○○ ***,***

招待券枚数→ *** 0 衣装デザイン料 ○○　○○ ***,***

*,*** **,***,*** 著作権使用料 ***,***

企画制作料　　　　　 **,***円×*人 ***,***

*,*** **,***,***

［入場料無料の場合は必ず理由を記入］

***,***円×*日 ***,*** 千円

[活動に附帯するワークショップ・シンポジウム等収入] 会場付帯設備使用料 ***,***

千円 稽古場借料 *,***円×*回 ***,***

大道具費 ***,*** ***,***

［共催者負担金］ 小道具費 ***,*** ***,***

○○協会負担金　　 　*,***,*** 千円 道具運搬費 **,***円×*回 ***,***

舞台スタッフ費 **,***円×*人  ***,***

会場設営・撤収人件費　**,***円×*人  ***,***

［補助金・助成金］

○○県補助金       　　（申請中） ***,*** 千円 会場整理員謝金 *,***円×*人×*回　　 ***,*** 

○○財団助成金　      （申請予定） ***,*** 交通費（○○－○○往復）

*,***円×*人×*回　　 **,*** 千円

［寄付金・協賛金］ 宿泊費 *,***円×*泊×*人 ***,***

寄付金　○○社　　    ***,*** 千円 案内状送付料 **円×***通　　 ***,***

協賛金　○○社　　    ***,*** 広告宣伝費（雑誌広告掲載料）　　　　　　　 ***,******,***

クラウドファンディング　　（実施予定）  ***,*** 入場券販売手数料

［プログラム・図録売上収入］ 　　基本登録料 ***,***

プログラム売上収入 千円 　　 *,***円×**枚×**％ **,***

　***円×*,***部　    *,***,*** 入場券印刷費 *円×*,***枚 **,***

チラシ印刷費 **円×*,***枚 　**,***

［広告料・その他収入］ チラシ折り込み費 **円×*,***枚 　**,***

　*,***円×**社　　    ***,*** 千円 ポスター印刷費 ***円×**枚 ***,***

　*,***円×**社　　    ***,*** プログラム印刷費　　　　**円×***部 ***,***

プログラム原稿料    　　*,***円×*人 ***,***

記録録画費 ***,***

小計（イ） 千円 記録写真費  ***,***

自己負担金（ロ） 千円 千円

千円  **,*** 千円

交付を受けようとする助成金の額

千円 千円

整理番号

令和２年度　交付要望書

*,***
****

使用席数×公演回数

****

出
演
費
・
音
楽
費
・
文
芸
費

**** *,***
入場券内訳（見込み）

小計

割引販売を行っている場合のみ、
割引額の合計額を記入

助

成

対

象

経

費

作
品
借
料

○○スタジオ *,***

-***,***

○○○○○○の会
内訳（円） 予算額（千円） 項目 内訳（円） 予算額（千円）

*,***

*,***

謝
金
・
旅
費
・
宣
伝
費
等

合計

入
場
料
収
入

そ

の

他

の

収

入

*,***

*,***

*,***

*,***

*,***

*,***

会場使用料（○○スタジオ共催割引料金適用）

経
費

B

助
成
対
象
外

**,***

**,***

※　総額（イ）＋（ロ）と総額（Ａ）＋（Ｂ）は、必ず一致させてください。
　　 Ａ４判１枚に収まるように作成してください。

○○○○○○○

助成対象経費（Ａ）の２分の１以内、かつ自己負担金（ロ）の
範囲内の金額を記入してください。

総額（Ａ）＋（Ｂ）**,***

**,***

**,***

総額（イ）＋（ロ）

入場料詳細は別紙記載→

会
場
費
・
舞
台
費
・
設
営
費
等

**,***

**

小計（Ａ）

グリーン車料金分

② ②③ ③

④

⑤

⑨

⑫

⑪

⑩

⑥

⑦

⑧

⑬

①
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番号 項 目 記 入 要 領  

① 番号・活動名 総表の活動一覧から、活動に対応する個表番号・活動名を記入してください。

② 内訳 
金額は円単位で記入してください。記入に当たっては細目ごとに金額を積算してください。 

単価や日数など、可能な限り具体的に記入してください。

③ 予算額 
金額は千円単位で記入してください。千円未満は切捨てとします。 

小計（Ａ）には各項目の予算額の合計を記入してください。 

④ 入場料収入 

想定している入場料収入を記入してください。灰色の箇所は自動計算となっています。 

・「入場料詳細は別紙記載」→複数会場で公演を実施する場合等は□にチェックを入れ、別紙

に詳細を記入してください。 

・「会場名」「使用席数」「公演回数」→使用する会場名、使用席数、公演回数を記入してくださ

い。使用席数は１ステージで使用する最大席数としてください。 

・「入場券内訳（見込み）」→席種、単価、販売枚数（公演会場における全ステージ分）を記入し

てください。 

・「割引販売を行っている場合のみ割引額の合計額を記入」→団体販売、会員割引等により実

際の販売価格が単価×販売枚数と異なる場合はその差額を記入してください。 

（例：差額が１万円の場合「-10,000」とすること） 

入場料無料の場合は、必ずその理由を明記して下さい。

・入場無料の場合でも、想定している入場者数等を必ず記入してください。 

⑤

活動に附帯するワ

ークショップ・シン

ポジウム等収入 

助成対象となるワークショップ・シンポジウム等（※）について収入を記入してください。 

※活動の仕込みからばらしの期間に実施し、かつ活動と同一会場にて実施されるもののみ。 

⑥

共催者負担金 

補助金・助成金 

寄付金・協賛金 

共催者負担金については、実際に金銭の収入が発生する場合のみ計上してください。 

クラウドファンディングを実施する場合は［寄付金・協賛金］欄の内訳に記入してください。 

これらの収入については、要望書提出時の状況を記入し、見込額・予定額を計上してくださ

い。補助金・助成金等の場合は「申請予定」「申請中」「決定済」。寄付金・協賛金の場合は「交

渉予定」「交渉中」「決定済」。クラウドファンディング等の場合は「実施予定」「実施中」「達成」。

⑦
プログラ ム・図録

等売上収入 
助成対象公演以外のプログラム・DVD や団体グッズ等の売上は計上不要です。

⑧ 自己負担金（ロ） 
以下の通り、収入の合計と支出の合計の差額を記入してください。 

（自己負担金）＝（支出の合計：総額(A)+(B)）－（収入の合計：小計(イ)） 

⑨ 総額（イ）＋（ロ） 支出の総額（⑫総額（A）＋（B））と一致させてください。

⑩ 助成対象経費 

支出経費は活動内容に則した積算とし、適切な収支予算となるようにしてください。 

内訳に記入する費目は「○○他」「その他」「雑費」等とはせず具体的な費目及び積算内容を記

入してください。

交通費・宿泊費等は、仕込みからばらしの期間で必要な場合のみ計上してください。

（Ｐ.６４参照）

⑪ 助成対象外経費 
Ｐ. ６４「活動の収支予算に記入する経費」のうち、「②助成対象外経費」にある経費を計上して

ください。

⑫ 総額（Ａ）＋（Ｂ） 収入の総額（⑨総額（イ）＋（ロ））と一致させてください。

⑬
交付を受けようと

する助成金の額 

助成対象経費（Ａ）の２分の１以内、かつ、自己負担金（ロ）の範囲内の金額を記入してくださ

い。
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団体概要      （令和元年 11 月 1 日現在）

（ふりがな） いっぱんしゃだんほうじん 〇〇〇〇 代表者職名 理事長

団  体  名 一般社団法人 ○○○○
（ふりがな） ○○○ ○○○

○○ ○○代 表 者 氏 名

住所（所在地）
  〒***－**** 
   ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室

電 話 **-****-**** 
ＦＡＸ **-****-**** 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ･ｱﾄﾞﾚｽ http:// ・・・・・・・.com 法人番号

団体の種類 公益社団・財団  一般社団・財団  特定非営利活動法人  その他の法人  任意団体  個人・グループ

団体設立年月 （西暦） ****年**月 法人設立年月 （西暦） ****年**月

事
業
目
的

将
来
像

組

織

役 職 員 団 体 構 成 員 及 び 加 入 条 件 等

会長      ○○○○

副会長     ○○○○

監事      ○○○○

事務局長    ○○○○

事務職員    ○○○○他*名

（１）団体構成員（維持会員は除く）

   個人 **人（委員・会員**人），団体数** 
（２）主な構成員

   ○○○○、○○○○、○○○○

（３）加入の条件

   ○○○○○○○○○○
経理担当者 ○○○○

監査担当者 ○○○○（○○会計事務所）

沿
革

****年に設立。****年に事業開始。

活

動

実

績

年度 活動名 回数 観客数 事業費 助成金・補助金／主催者名

平
成
29
年
度

主催

○○公演 *回 ***人 *,***千円 芸術文化振興基金    （***千円）

△△公演 **回 ***人 ***,***千円 文化芸術振興費補助金  （***千円）

▲▲公演 **回 ***人 *,***千円 ▲▲財団助成金     （***千円）

依頼 □□公演 他*活動 **回 株式会社□□ 他

海外 ●●公演 他*活動 *回 ●●市 他

平
成
30
年
度

主催

○○公演 *回 ***人 *,***千円 芸術文化振興基金    （***千円）

△△公演 **回 ***人 ***,***千円 文化芸術振興費補助金  （***千円）

▲▲公演 **回 ***人 *,***千円 ▲▲財団助成金     （***千円）

依頼 □□公演 他*活動 **回 株式会社□□ 他

海外 ■■公演 他*活動 **回 公益財団法人■■ 他

令
和
元
（
平
成
　
）
年
度

31

主催

○○公演 *回 ***人 *,***千円 芸術文化振興基金    （***千円）

△△公演 **回 ***人 ***,***千円 文化芸術振興費補助金  （***千円）

▲▲公演 **回 ***人 *,***千円 ▲▲財団助成金     （***千円）

依頼 □□公演 他*活動 *回 株式会社□□ 他

海外 ■■公演 他*活動 **回 公益財団法人■■ 他

財

務

状

況

年度 総収入（A） 総支出（B） 収支差（A-B） 各種補拠金・助成金等交付実績（文化庁及び振興会の助成金を除く）

Ｈ29 **,***千円 **,***千円  △***千円
○○補助金   *,***千円

○○県補助金  *,***千円

Ｈ30 **,***千円 **,**千円 ***千円 ○○市補助金  *,***千円

R1 **,***千円 **,**千円 ***千円 ○○市補助金  *,***千円

※ 定款又はこれに類する規約等を添付すること｡ 整理番号

⑩

①

⑥

③

②

⑦

⑧

⑨

⑤④
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 法人番号 
団体の法人番号を記入してください。（法人番号がある場合のみ） 

※国税庁より通知された法人等に指定される１３桁の番号です。

② 団体の種類 該当する項目を選択して記入してください。 

③ 事業目的・目標 
定款・規約等の事業目的を記入してください。併せて、中長期的な団体の目標や将来像、目

指す姿について記入してください。 

④ 組織／役職員 

常勤の役員、事務職員、技術職員、経理担当者及び監査担当者についてそれぞれの人数

を記入してください。また、主な役職員については氏名まで記入してください。 

経理担当者及び監査担当者は記入必須です。監査担当者が外部に所属している場合には

その旨を括弧書きしてください。

⑤
団体構成員及び加

入条件等 

団体構成員の人数、主な実演家（指揮者、振付家、ダンサー、俳優、落語家等）の氏名を記

入してください。また、名簿がある場合は添付してください（Ａ４判）。 

⑥ 沿革 

設立から現在までの組織の変遷、これまでに行った主な活動等を記入してください。 

重要無形文化財保持団体として認定された団体は、認定を受けた指定年月日を必ず記入し

てください。 

⑦
団体が主催した国

内の活動実績 

自ら主催した主要な日本国内の公演 について、活動名、公演回数、観客数、事業費を記入

してください。また、文化庁、日本芸術文化振興会、その他助成団体や地方公共団体から活

動に対する助成を受けた場合は助成事業名と助成金額を記入してください。 

書ききれない場合や、一つの活動に対して複数の助成を受けた場合は別紙に記入してください。

記入する活動は該当する応募分野のもののみ記入してください（音楽と舞踊など異なる応募

分野の活動をまとめて記入しないでください。）。

⑧
国内の依頼公演実

績 

日本国内の団体が企画制作したが主催ではない公演及び第三者から依頼を受けて行った

公演等（いわゆる売り公演等）について、代表的な活動名、活動の主催者を一つ記入 してく

ださい。また、文化庁及び日本芸術文化振興会の助成金を受けた場合は、助成事業名を記

入してください。なお、上記に該当しない公演（出演のみの公演等）については記入しないで

ください。 

⑨ 海外公演実績 

海外の公演の実績のうち代表的なものを一つ記入してください。団体に所属する個人の実績

は記入しないでください。また、文化庁、日本芸術文化振興会、その他助成団体や地方公共

団体から活動に対する助成を受けた場合は助成事業名と助成金額を記入してください。 

⑩ 財務状況 

総収入は当該年度の団体の総収入額を、総支出は団体の総支出額を、収支差は団体の決

算上の損益額をそれぞれ記入してください。活動に対する助成金・補助金以外に、団体に対

する助成金・補助金を受けた場合も本欄に記入してください。 

令和元年度については予算額を記入してください。 
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団体概要      （令和元年 11 月 1 日現在）

（ふりがな） いっぱんしゃだんほうじん 〇〇〇〇 代表者職名 理事長

団  体  名 一般社団法人 ○○○○
（ふりがな） ○○○ ○○○

○○ ○○代 表 者 氏 名

住所（所在地）
  〒***－**** 
   ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室

電 話 **-****-**** 
ＦＡＸ **-****-**** 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ･ｱﾄﾞﾚｽ http:// ・・・・・・・.com 法人番号

団体の種類 公益社団・財団  一般社団・財団  特定非営利活動法人  その他の法人  任意団体  個人・グループ

団体設立年月 （西暦） ****年**月 法人設立年月 （西暦） ****年**月

事
業
目
的

将
来
像

組

織

役 職 員 団 体 構 成 員 及 び 加 入 条 件 等

会長      ○○○○

副会長     ○○○○

監事      ○○○○

事務局長    ○○○○

事務職員    ○○○○他*名

（１）団体構成員（維持会員は除く）

   個人 **人（委員・会員**人），団体数** 
（２）主な構成員

   ○○○○、○○○○、○○○○

（３）加入の条件

   ○○○○○○○○○○
経理担当者 ○○○○

監査担当者 ○○○○（○○会計事務所）

沿
革

****年に設立。****年に事業開始。

活

動

実

績

年度 活動名 回数 観客数 事業費 助成金・補助金／主催者名

平
成
29
年
度

主催

○○公演 *回 ***人 *,***千円 芸術文化振興基金    （***千円）

△△公演 **回 ***人 ***,***千円 文化芸術振興費補助金  （***千円）

▲▲公演 **回 ***人 *,***千円 ▲▲財団助成金     （***千円）

依頼 □□公演 他*活動 **回 株式会社□□ 他

海外 ●●公演 他*活動 *回 ●●市 他

平
成
30
年
度

主催

○○公演 *回 ***人 *,***千円 芸術文化振興基金    （***千円）

△△公演 **回 ***人 ***,***千円 文化芸術振興費補助金  （***千円）

▲▲公演 **回 ***人 *,***千円 ▲▲財団助成金     （***千円）

依頼 □□公演 他*活動 **回 株式会社□□ 他

海外 ■■公演 他*活動 **回 公益財団法人■■ 他

令
和
元
（
平
成
　
）
年
度

31

主催

○○公演 *回 ***人 *,***千円 芸術文化振興基金    （***千円）

△△公演 **回 ***人 ***,***千円 文化芸術振興費補助金  （***千円）

▲▲公演 **回 ***人 *,***千円 ▲▲財団助成金     （***千円）

依頼 □□公演 他*活動 *回 株式会社□□ 他

海外 ■■公演 他*活動 **回 公益財団法人■■ 他

財

務

状

況

年度 総収入（A） 総支出（B） 収支差（A-B） 各種補拠金・助成金等交付実績（文化庁及び振興会の助成金を除く）

Ｈ29 **,***千円 **,***千円  △***千円
○○補助金   *,***千円

○○県補助金  *,***千円

Ｈ30 **,***千円 **,**千円 ***千円 ○○市補助金  *,***千円

R1 **,***千円 **,**千円 ***千円 ○○市補助金  *,***千円

※ 定款又はこれに類する規約等を添付すること｡ 整理番号

⑩

①

⑥

③

②

⑦

⑧

⑨

⑤④
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団体概要別紙

年度 活動名
公演

回数
観客数

事業費

（千円単位）
助成金・補助金

助成金額

（千円単位）

29 ○○定期公演 10 3000 3,000 千円 文化庁「舞台芸術創造活動活性化事業」 1,000 千円

29 ○○地方巡回公演 40 4000 10,000 千円
○○県（○○○千円）、○○市（○○○千

円）、○○財団（○○千円）
5,000 千円

30 ○○定期公演 10 3000 3,000 千円 文化庁「舞台芸術創造活動活性化事業」 1,000 千円

30 ○○地方巡回公演 40 4000 10,000 千円
○○県（○○○千円）、○○市（○○○千

円）、○○財団（○○千円）
5,000 千円

元 ○○定期公演 10 3000 3,000 千円 文化庁「舞台芸術創造活動活性化事業」 1,000 千円

元 ○○地方巡回公演 40 4000 10,000 千円
○○県（○○○千円）、○○市（○○○千

円）、○○財団（○○千円）
5,000 千円

①

② ③
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 団体概要別紙 
団体の主催公演実績について記入しきれない場合、本紙に記入してください。本紙について

は複数枚提出可能です。平成２９年度～令和元年度までの実績を記入してください。 

② 年度 公演を実施した年度を記入してください。 

③
助成金・補助金 

助成金額 

活動に対する助成金・補助金（特に、文化庁及び日本芸術文化振興会から支出されるもの）

について記入してください。複数の助成を受けた場合は各助成の内訳も記入してください。 
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個人略歴                                               （令和元年 11 月 1 日現在）

（注）団体，グループの場合は，代表者及び芸術上の中核となる者（芸術監督・プロデューサー等）の個人略歴をそれぞれ作成してください。

氏名 （本名）ふりがな ○○ ○○ （芸名等）ふりがな ○○ ○○
役割 生年月 ****年**月

 ○○ ○○    ○○ ○○

住所 （自宅）     〒***－****  TEL **－****－**** 

          ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室 FAX **－****－**** 

（事務所・連絡先）〒***－**** TEL ** － **** － ****

（内線****） 

          ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室 FAX **－****－**** 

現職 ○○公演実行委員会実行委員長，○○カンパニー演出家 （専門分野）演出

経歴 年   月 職歴・芸術団体所属歴・主な芸術活動歴等

****年**月～****年**月 ○○カンパニー制作

****年**月 「○○」（○○カンパニー）制作

****年**月 「○○」（○○カンパニー）演出助手

****年**月～ ○○カンパニー演出家

****年**月～****年**月 ○○にて在外研修

****年**月 
○○国で海外研修中に「○○」（○○）構成・演出

****年**月 ○○フェスティバル参加公演「○○」（○○カンパニー）演出

****年**月～ ○○○○○○の会会長

****年**月 第１回「○○」（○○公演実行委員会）構成・演出

受賞歴 年   月 受 賞 歴 等

****年**月 第*回○○賞新人賞受賞

****年**月 第*回○○○賞受賞

芸 術 文 化 振 興 基 金 助 成 公 演 ・ 展 示 等      ★個人が応募する場合のみ記入 

平 成 ２ ９ 年 度

平 成 ３ ０ 年 度

令和元（平成３１）年度 (見込)

※ Ａ４判１枚に収まるように作成してください。 整理番号

④

⑤

⑥

⑦

① ②
③
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個人略歴                                               （令和元年 11 月 1 日現在）

（注）団体，グループの場合は，代表者及び芸術上の中核となる者（芸術監督・プロデューサー等）の個人略歴をそれぞれ作成してください。

氏名 （本名）ふりがな ○○ ○○ （芸名等）ふりがな ○○ ○○
役割 生年月 ****年**月

 ○○ ○○    ○○ ○○

住所 （自宅）     〒***－****  TEL **－****－**** 

          ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室 FAX **－****－**** 

（事務所・連絡先）〒***－**** TEL ** － **** － ****

（内線****） 

          ○○県○○市○○ *－*－* ○○ビル***号室 FAX **－****－**** 

現職 ○○公演実行委員会実行委員長，○○カンパニー演出家 （専門分野）演出

経歴 年   月 職歴・芸術団体所属歴・主な芸術活動歴等

****年**月～****年**月 ○○カンパニー制作

****年**月 「○○」（○○カンパニー）制作

****年**月 「○○」（○○カンパニー）演出助手

****年**月～ ○○カンパニー演出家

****年**月～****年**月 ○○にて在外研修

****年**月 
○○国で海外研修中に「○○」（○○）構成・演出

****年**月 ○○フェスティバル参加公演「○○」（○○カンパニー）演出

****年**月～ ○○○○○○の会会長

****年**月 第１回「○○」（○○公演実行委員会）構成・演出

受賞歴 年   月 受 賞 歴 等

****年**月 第*回○○賞新人賞受賞

****年**月 第*回○○○賞受賞

芸 術 文 化 振 興 基 金 助 成 公 演 ・ 展 示 等      ★個人が応募する場合のみ記入 

平 成 ２ ９ 年 度

平 成 ３ ０ 年 度

令和元（平成３１）年度 (見込)

※ Ａ４判１枚に収まるように作成してください。 整理番号

④

⑤

⑥

⑦

① ②
③
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 氏名 本名を記入してください。 

② 役割 

団体の代表者、団体の芸術上中核者、活動の芸術上中核者を判別するため、以下の役割を記

入してください。 

・団体の代表者 → 「代」 

・団体の芸術上中核者 → 「芸」 

・活動の芸術上中核者 → 「活１※」「活２※」 （※の数字は対応する活動の個表番号を表

します。） 

団体の代表者と芸術上中核者が兼任となる場合は「代・芸」、「代・活１」等と記入してください。な

お、提出可能な個人略歴は団体の芸術上中核者については１団体につき１部までとなります。 

③ 芸名等 芸名等を記入してください。 

④ 住所 
都道府県名から記入してください。ビル名、マンション名や号室についても必ず記入してくださ

い。 

⑤ 経歴 
職歴・芸術団体所属歴・主な芸術活動歴を記入してください。書き切れない場合は、主要なも

のを記入してください。 

⑥ 受賞歴 受賞歴を記入してください。書き切れない場合は、主要なものを記入してください。 

⑦

芸術文化振興基

金助成公演・展示

等（個人のみ） 

芸術文化振興基金の助成を受けた公演・展示等の実績がある場合は、記入してください。書き

切れない場合は、主要なものを記入してください。 
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会場資料

（団体名）                

【１】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

公演時座席数 席 

【２】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

公演時座席数 席 

【３】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

公演時座席数 席 

【４】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

公演時座席数 席 

①

②

③

④

⑤
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会場資料

（団体名）                

【１】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

公演時座席数 席 

【２】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

公演時座席数 席 

【３】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

公演時座席数 席 

【４】

会場名

所在地
〒

最寄り駅 線       駅

公演時座席数 席 

①

②

③

④

⑤

＜記入例＞４．多分野共同等芸術創造活動
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番号 項 目 記 入 要 領 

① 会場資料 活動を実施する会場について、本紙に記入してください。 

② 会場名 活動を実施する会場名を記入してください。 

③ 所在地 会場の住所を記入してください。 

④ 最寄り駅 会場の最寄り駅及び路線名を記入してください。 

⑤ 公演時座席数 
公演活動を行う場合、会場の座席数を記入してください。 

（展示活動の場合は記入不要です。） 


